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    第一章


    
      1アモツの子こイザヤがユダの王おうウジヤ、ヨタム、アハズ、ヒゼキヤの世よにユダとエルサレムについて見みた幻まぼろし。

      
        2天てんよ、聞きけ、地ちよ、耳みみを傾かたむけよ、

        主しゅが次つぎのように語かたられたから、

        「わたしは子こを養やしない育そだてた、

        しかし彼かれらはわたしにそむいた。

        3牛うしはその飼主かいぬしを知しり、

        ろばはその主人しゅじんのまぐさおけを知しる。

        しかしイスラエルは知しらず、

        わが民たみは悟さとらない」。

        4ああ、罪深つみぶかい国くにびと、不義ふぎを負おう民たみ、

        悪あくをなす者もののすえ、堕落だらくせる子こらよ。

        彼かれらは主しゅを捨すて、

        イスラエルの聖者せいじゃをあなどり、

        これをうとんじ遠とおざかった。

        5あなたがたは、どうして重かさね重がさねそむいて、

        なおも打うたれようとするのか。

        その頭あたまはことごとく病やみ、

        その心こころは全まったく弱よわりはてている。

        6足あしのうらから頭あたままで、

        完全かんぜんなところがなく、

        傷きずと打うち傷きずと生傷なまきずばかりだ。

        これを絞しぼり出だすものなく、包つつむものなく、

        油あぶらをもってやわらげるものもない。

        7あなたがたの国くには荒あれすたれ、

        町々まちまちは火ひで焼やかれ、

        田畑たはたのものはあなたがたの前まえで外国がいこく人じんに食くわれ、

        滅ほろぼされたソドムのように荒あれすたれた。

        8シオンの娘むすめはぶどう畑はたけの仮かり小屋こやのように、

        きゅうり畑はたけの番小屋ばんごやのように、

        包囲ほういされた町まちのように、ただひとり残のこった。

        9もし万軍ばんぐんの主しゅが、

        われわれに少すこしの生存者せいぞんしゃを残のこされなかったなら、

        われわれはソドムのようになり、

        またゴモラと同おなじようになったであろう。

      

    


    
      10あなたがたソドムのつかさたちよ、

      主しゅの言葉ことばを聞きけ。

      あなたがたゴモラの民たみよ、

      われわれの神かみの教おしえに耳みみを傾かたむけよ。

      11主しゅは言いわれる、

      「あなたがたがささげる多おおくの犠牲ぎせいは、

      わたしになんの益えきがあるか。

      わたしは雄羊おひつじの燔祭はんさいと、

      肥こえた獣けものの脂肪しぼうとに飽あいている。

      わたしは雄牛おうしあるいは小羊こひつじ、

      あるいは雄おやぎの血ちを喜よろこばない。

      12あなたがたは、わたしにまみえようとして来くるが、

      だれが、わたしの庭にわを踏ふみ荒あらすことを求もとめたか。

      13あなたがたは、もはや、

      むなしい供そなえ物ものを携たずさえてきてはならない。

      薫香くんこうは、わたしの忌いみきらうものだ。

      新月しんげつ、安息日あんそくにち、また会衆かいしゅうを呼よび集あつめること——

      わたしは不義ふぎと聖せい会かいとに耐たえられない。

      14あなたがたの新月しんげつと定さだめの祭まつりとは、

      わが魂たましいの憎にくむもの、

      それはわたしの重荷おもにとなり、

      わたしは、それを負おうのに疲つかれた。

      15あなたがたが手てを伸のべるとき、

      わたしは目めをおおって、あなたがたを見みない。

      たとい多おおくの祈いのりをささげても、わたしは聞きかない。

      あなたがたの手ては血ちまみれである。

      16あなたがたは身みを洗あらって、清きよくなり、

      わたしの目めの前まえからあなたがたの悪わるい行おこないを除のぞき、

      悪あくを行おこなうことをやめ、

      17善ぜんを行おこなうことをならい、公平こうへいを求もとめ、

      しえたげる者ものを戒いましめ、

      みなしごを正ただしく守まもり、寡婦かふの訴うったえを弁護べんごせよ。

    


    
      18主しゅは言いわれる、

      さあ、われわれは互たがいに論ろんじよう。

      たといあなたがたの罪つみは緋ひのようであっても、

      雪ゆきのように白しろくなるのだ。

      紅くれないのように赤あかくても、羊ひつじの毛けのようになるのだ。

      19もし、あなたがたが快こころよく従したがうなら、

      地ちの良よき物ものを食たべることができる。

      20しかし、あなたがたが拒こばみそむくならば、

      つるぎで滅ほろぼされる」。

      これは主しゅがその口くちで語かたられたことである。

    


    
      21かつては忠信ちゅうしんであった町まち、

      どうして遊女ゆうじょとなったのか。

      昔むかしは公平こうへいで満みち、

      正義せいぎがそのうちにやどっていたのに、

      今いまは人ひとを殺ころす者ものばかりとなってしまった。

      22あなたの銀ぎんはかすとなり、

      あなたのぶどう酒しゅは水みずをまじえ、

      23あなたのつかさたちはそむいて、

      盗ぬすびとの仲間なかまとなり、

      みな、まいないを好このみ、贈おくり物ものを追おい求もとめ、

      みなしごを正ただしく守まもらず、

      寡婦かふの訴うったえは彼かれらに届とどかない。

    


    
      24このゆえに、主しゅ、万軍ばんぐんの主しゅ、

      イスラエルの全能者ぜんのうしゃは言いわれる、

      「ああ、わたしはわが敵てきにむかって憤いきどおりをもらし、

      わがあだにむかって恨うらみをはらす。

      25わたしはまた、わが手てをあなたに向むけ、

      あなたのかすを灰汁あくで溶とかすように溶とかし去さり、

      あなたの混まざり物ものをすべて取とり除のぞく。

      26こうして、あなたのさばきびとをもとのとおりに、

      あなたの議ぎ官かんを初はじめのとおりに回復かいふくする。

      その後のちあなたは正義せいぎの都みやこ、

      忠信ちゅうしんの町まちととなえられる」。

      27シオンは公平こうへいをもってあがなわれ、

      そのうちの悔くい改あらためる者ものは、

      正義せいぎをもってあがなわれる。

      28しかし、そむく者ものと罪つみびととは共ともに滅ほろぼされ、

      主しゅを捨すてる者ものは滅ほろびうせる。

      29あなたがたは、みずから喜よろこんだかしの木きによって、

      はずかしめを受うけ、

      みずから選えらんだ園そのによって、恥はじ赤あからむ。

      30あなたがたは葉はの枯かれるかしの木きのように、

      水みずのない園そののようになり、

      31強つよい者ものも麻あさくずのように、

      そのわざは火花ひばなのようになり、

      その二つのものは共ともに燃もえて、それを消けす者ものはない。

    

  


  


  
    第二章


    
      1アモツの子こイザヤがユダとエルサレムについて示しめされた言葉ことば。

      
        2終おわりの日ひに次つぎのことが起おこる。

        主しゅの家いえの山やまは、

        もろもろの山やまのかしらとして堅かたく立たち、

        もろもろの峰みねよりも高たかくそびえ、

        すべて国くにはこれに流ながれてき、

        3多おおくの民たみは来きて言いう、

        「さあ、われわれは主しゅの山やまに登のぼり、

        ヤコブの神かみの家いえへ行いこう。

        彼かれはその道みちをわれわれに教おしえられる、

        われわれはその道みちに歩あゆもう」と。

        律法りっぽうはシオンから出で、

        主しゅの言葉ことばはエルサレムから出でるからである。

        4彼かれはもろもろの国くにのあいだにさばきを行おこない、

        多おおくの民たみのために仲裁ちゅうさいに立たたれる。

        こうして彼かれらはそのつるぎを打うちかえて、すきとし、

        そのやりを打うちかえて、かまとし、

        国くには国くににむかって、つるぎをあげず、

        彼かれらはもはや戦たたかいのことを学まなばない。

      

    


    
      5ヤコブの家いえよ、

      さあ、われわれは主しゅの光ひかりに歩あゆもう。

    


    
      6あなたはあなたの民たみヤコブの家いえを捨すてられた。

      これは彼かれらが東ひがしの国くにからの占うらない師しをもって満みたし、

      ペリシテびとのように占うらない者しゃとなり、

      外国がいこく人じんと同盟どうめいを結むすんだからである。

      7彼かれらの国くにには金銀きんぎんが満みち、その財宝ざいほうは限かぎりない。

      また彼かれらの国くにには馬うまが満みち、その戦車せんしゃも限かぎりない。

      8また彼かれらの国くにには偶像ぐうぞうが満みち、

      彼かれらはその手てのわざを拝おがみ、

      その指ゆびで作つくったものを拝おがむ。

      9こうして人ひとはかがめられ、人々ひとびとは低ひくくされる。

      どうか彼かれらをおゆるしにならぬように。

      10あなたは岩いわの間あいだにはいり、ちりの中なかにかくれて、

      主しゅの恐おそるべきみ前まえと、その威光いこうの輝かがやきとを避さけよ。

      11その日ひには目めをあげて高たかぶる者ものは低ひくくせられ、

      おごる人ひとはかがめられ、

      主しゅのみ高たかくあげられる。

    


    
      12これは、万軍ばんぐんの主しゅの一日にちがあって、

      すべて誇ほこる者ものと高たかぶる者もの、

      すべておのれを高たかくする者ものと得意とくいな者ものとに

      臨のぞむからである。

      13またレバノンの高たかくそびえるすべての香柏こうはく、

      バシャンのすべてのかしの木き、

      14またすべての高たかい山々やまやま、

      すべてのそびえ立たつ峰々みねみね、

      15すべての高たかきやぐら、

      すべての堅固けんごな城壁じょうへき、

      16タルシシのすべての船ふね、

      すべての麗うるわしい船舶せんぱくに臨のぞむ。

      17その日ひには高たかぶる者ものはかがめられ、

      おごる人ひとは低ひくくせられ、

      主しゅのみ高たかくあげられる。

      18こうして偶像ぐうぞうはことごとく滅ほろびうせる。

      19主しゅが立たって地ちを脅おびやかされるとき、

      人々ひとびとは岩いわのほら穴あなにはいり、また地ちの穴あなにはいって、

      主しゅの恐おそるべきみ前まえと、その威光いこうの輝かがやきとを避さける。

      20その日ひ、人々ひとびとは拝おがむためにみずから造つくった

      しろがねの偶像ぐうぞうと、こがねの偶像ぐうぞうとを、

      もぐらもちと、こうもりに投なげ与あたえ、

      21岩いわのほら穴あなや、がけの裂さけ目めにはいり、

      主しゅが立たって地ちを脅おびやかされるとき、

      主しゅの恐おそるべきみ前まえと、その威光いこうの輝かがやきとを避さける。

      22あなたがたは鼻はなから息いきの出入でいりする人ひとに、

      たよることをやめよ、

      このような者ものはなんの価値かちがあろうか。

    

  


  


  
    第三章


    
      1見みよ、主しゅ、万軍ばんぐんの主しゅは

      エルサレムとユダから

      ささえとなり、頼たのみとなるもの——

      すべてささえとなるパン、

      すべてささえとなる水みず——を取とり去さられる。

      2すなわち勇士ゆうしと軍人ぐんじん、

      裁判官さいばんかんと預言者よげんしゃ、

      占うらない師しと長老ちょうろう、

      3五十人にんの長ちょうと身分みぶんの高たかい人ひと、

      議ぎ官かんと巧たくみな魔術まじゅつ師し、

      老練ろうれんなまじない師しを取とり去さられる。

      4わたしはわらべを立たてて彼かれらの君きみとし、

      みどりごに彼かれらを治おさめさせる。

      5民たみは互たがいに相あいしえたげ、

      人ひとはおのおのその隣となりをしえたげ、

      若わかい者ものは老おいたる者ものにむかって高たかぶり、

      卑いやしい者ものは尊たっとい者ものにむかって高たかぶる。

      6その時とき、人ひとはその父ちちの家いえで、兄弟きょうだいをつかまえて言いう、

      「あなたは外套がいとうを持もっている、

      わたしたちのつかさびとになって、

      この荒あれ跡あとをあなたの手てで治おさめてください」と。

      7その日ひ、彼かれは声こえをあげて言いう、

      「わたしはいやす者ものとなることはできません、

      わたしの家いえにはパンもなく、外套がいとうもありません、

      わたしを立たてて、

      民たみのつかさびとにしないでください」。

      8これは彼かれらの言葉ことばと行おこないとが主しゅにそむき、

      その栄光えいこうの目めをおかしたので、

      エルサレムはつまずき、ユダは倒たおれたからである。

      9彼かれらの不公平ふこうへいは彼かれらにむかって不利ふりなあかしをし、

      ソドムのようにその罪つみをあらわして隠かくさない。

      わざわいなるかな、

      彼かれらはみずから悪あくの報むくいをうけた。

      10正ただしい人ひとに言いえ、彼かれらはさいわいであると。

      彼かれらはその行おこないの実みを食たべるからである。

      11悪あしき者ものはわざわいだ、彼かれは災わざわいをうける。

      その手てのなした事ことが彼かれに報むくいられるからである。

      12わが民たみは幼おさな子ごにしえたげられ、

      女おんなたちに治おさめられる。

      ああ、わが民たみよ、あなたを導みちびく者ものは

      かえって、あなたを迷まよわせ、

      あなたの行いくべき道みちを混乱こんらんさせる。

    


    
      13主しゅは言いい争あらそうために立たちあがり、

      その民たみをさばくために立たたれる。

      14主しゅはその民たみの長老ちょうろうと君きみたちとをさばいて、

      「あなたがたは、ぶどう畑はたけを食くい荒あらした。

      貧まずしい者ものからかすめとった物ものは、

      あなたがたの家いえにある。

      15なぜ、あなたがたはわが民たみを踏ふみにじり、

      貧まずしい者ものの顔かおをすり砕くだくのか」と

      万軍ばんぐんの神かみ、主しゅは言いわれる。

      16主しゅは言いわれた、

      シオンの娘むすめらは高たかぶり、

      首くびをのばしてあるき、目めでこびをおくり、

      その行ゆくとき気きどって歩あるき、

      その足あしでりんりんと鳴なり響ひびかす。

      17それゆえ、主しゅはシオンの娘むすめらの頭あたまを

      撃うって、かさぶたでおおい、

      彼かれらの隠かくれた所ところをあらわされる。

    


    
      18その日ひ、主しゅは彼かれらの美うつくしい装身具そうしんぐと服装ふくそうすなわち、くるぶし輪わ、髪かみひも、月形つきがたの飾かざり、 19耳輪みみわ、腕輪うでわ、顔かおおおい、 20頭あたま飾かざり、すね飾かざり、飾かざり帯おび、香箱こうばこ、守まもり袋ふくろ、 21指輪ゆびわ、鼻輪はなわ、 22礼服れいふく、外套がいとう、肩掛かたかけ、手てさげ袋ふくろ、 23薄うす織おりの上着うわぎ、亜麻あま布ぬのの着物きもの、帽子ぼうし、被衣かずきなどを取とり除のぞかれる。

      
        24芳香ほうこうはかわって、悪臭あくしゅうとなり、

        帯おびはかわって、なわとなり、

        よく編あんだ髪かみはかわって、かぶろとなり、

        はなやかな衣ころもはかわって、荒布あらぬのの衣ころもとなり、

        美うつくしい顔かおはかわって、焼やき印いんされた顔かおとなる。

        25あなたの男おとこたちはつるぎに倒たおれ、

        あなたの勇士ゆうしたちは戦たたかいに倒たおれる。

        26シオンの門もんは嘆なげき悲かなしみ、

        シオンは荒あれすたれて、地ちに座ざする。

      

    

  


  


  
    第四章


    
      1その日ひ、七人にんの女おんながひとりの男おとこにすがって、「わたしたちは自分じぶんのパンをたべ、自分じぶんの着物きものを着きます。ただ、あなたの名なによって呼よばれることを許ゆるして、わたしたちの恥はじを取とり除のぞいてください」と言いう。
    


    
      2その日ひ、主しゅの枝えだは麗うるわしく栄さかえ、地ちの産物さんぶつはイスラエルの生いき残のこった者ものの誇ほこり、また光栄こうえいとなる。 3 4:4そして主しゅが審判しんぱんの霊れいと滅亡めつぼうの霊れいとをもって、シオンの娘むすめらの汚けがれを洗あらい、エルサレムの血ちをその中なかから除のぞき去さられるとき、シオンに残のこる者もの、エルサレムにとどまる者もの、すべてエルサレムにあって、生命せいめいの書しょにしるされた者ものは聖せいなる者ものととなえられる。 5その時とき、主しゅはシオンの山やまのすべての場所ばしょと、そのもろもろの集会しゅうかいとの上うえに、昼ひるは雲くもをつくり、夜よるは煙けむりと燃もえる火ひの輝かがやきとをつくられる。これはすべての栄光えいこうの上うえにある天蓋てんがいであり、あずまやであって、 6昼ひるは暑あつさをふせぐ陰かげとなり、また暴風ぼうふうと雨あめを避さけて隠かくれる所ところとなる。
    

  


  


  
    第五章


    
      1わたしはわが愛あいする者もののために、

      そのぶどう畑はたけについてのわが愛あいの歌うたをうたおう。

      わが愛あいする者ものは土つち肥こえた小こ山やまの上うえに、

      一つのぶどう畑はたけをもっていた。

      2彼かれはそれを掘ほりおこし、石いしを除のぞき、

      それに良よいぶどうを植うえ、

      その中なかに物見ものみやぐらを建たて、

      またその中なかに酒さかぶねを掘ほり、

      良よいぶどうの結むすぶのを待まち望のぞんだ。

      ところが結むすんだものは野のぶどうであった。

    


    
      3それで、エルサレムに住すむ者ものとユダの人々ひとびとよ、

      どうか、わたしとぶどう畑はたけとの間あいだをさばけ。

      4わたしが、ぶどう畑はたけになした事ことのほかに、

      何なにかなすべきことがあるか。

      わたしは良よいぶどうの結むすぶのを待まち望のぞんだのに、

      どうして野のぶどうを結むすんだのか。

      5それで、わたしが、ぶどう畑はたけになそうとすることを、

      あなたがたに告つげる。

      わたしはそのまがきを取とり去さって、

      食くい荒あらされるにまかせ、そのかきをとりこわして、

      踏ふみ荒あらされるにまかせる。

      6わたしはこれを荒あらして、

      刈かり込こむことも、耕たがやすこともせず、

      おどろと、いばらとを生はえさせ、

      また雲くもに命めいじて、その上うえに雨あめを降ふらさない。

    


    
      7万軍ばんぐんの主しゅのぶどう畑はたけはイスラエルの家いえであり、

      主しゅが喜よろこんでそこに植うえられた物ものは、

      ユダの人々ひとびとである。

      主しゅはこれに公平こうへいを望のぞまれたのに、

      見みよ、流血りゅうけつ。

      正義せいぎを望のぞまれたのに、

      見みよ、叫さけび。

    


    
      8わざわいなるかな、彼かれらは家いえに家いえを建たて連つらね、

      田畑たはたに田畑たはたをまし加くわえて、余地よちをあまさず、

      自分じぶんひとり、国くにのうちに住すまおうとする。

      9万軍ばんぐんの主しゅはわたしの耳みみに誓ちかって言いわれた、

      「必かならずや多おおくの家いえは荒あれすたれ、

      大おおきな麗うるわしい家いえも住すむ者ものがないようになる。

      10十反たんのぶどう畑はたけもわずかに一バテの実みを結むすび、

      一ホメルの種たねもわずかに一エパの実みを結むすぶ」。

    


    
      11わざわいなるかな、彼かれらは朝あさ早はやく起おきて、

      濃こき酒さけをおい求もとめ、

      夜よるのふけるまで飲のみつづけて、

      酒さけにその身みを焼やかれている。

      12彼かれらの酒宴しゅえんには琴ことあり、立琴たてごとあり、

      鼓つづみあり笛ふえあり、ぶどう酒しゅがある。

      しかし彼かれらは主しゅのみわざを顧かえりみず、

      み手てのなされる事ことに目めをとめない。

    


    
      13それゆえ、わが民たみは無知むちのために、とりこにせられ、

      その尊たっとき者ものは飢うえて死しに、

      そのもろもろの民たみは、かわきによって衰おとろえはてる。

      14また陰府よみはその欲望よくぼうを大おおきくし、

      その口くちを限かぎりなく開ひらき、

      エルサレムの貴族きぞく、そのもろもろの民たみ、

      その群集ぐんしゅうおよびそのうちの喜よろこびたのしめる者ものはみな

      その中なかに落おちこむ。

      15人ひとはかがめられ、人々ひとびとは低ひくくせられ、

      高たかぶる者ものの目めは低ひくくされる。

      16しかし万軍ばんぐんの主しゅは公平こうへいによってあがめられ、

      聖せいなる神かみは正義せいぎによって、

      おのれを聖せいなる者ものとして示しめされる。

      17こうして小羊こひつじは自分じぶんの牧場まきばにおるように草くさをはみ、

      肥こえた家畜かちくおよび子こやぎは荒あれ跡あとの中なかで食しょくを得える。

    


    
      18わざわいなるかな、

      彼かれらは偽いつわりのなわをもって悪あくを引ひきよせ、

      車くるまの綱つなをもってするように罪つみを引ひきよせる。

      19彼かれらは言いう、「彼かれを急いそがせ、

      そのわざをすみやかにさせよ、

      それを見みせてもらおう。

      イスラエルの聖者せいじゃの定さだめる事ことを近ちかづききたらせよ、

      それを見みせてもらおう」と。

      20わざわいなるかな、彼かれらは悪あくを呼よんで善ぜんといい、

      善ぜんを呼よんで悪あくといい、

      暗くらきを光ひかりとし、光ひかりを暗くらしとし、

      苦にがきを甘あましとし、甘あまきを苦にがしとする。

      21わざわいなるかな、彼かれらはおのれを見みて、賢かしこしとし、

      みずから顧かえりみて、さとしとする。

      22わざわいなるかな、

      彼かれらはぶどう酒しゅを飲のむことの英雄えいゆうであり、

      濃こき酒さけをまぜ合あわせることの勇士ゆうしである。

      23彼かれらはまいないによって悪あしき者ものを義ぎとし、

      義人ぎじんからその義ぎを奪うばう。

      24それゆえ、火ひの舌したが刈かり株かぶを食くい尽つくすように、

      枯かれ草くさが炎ほのおの中なかに消きえうせるように、

      彼かれらの根ねは朽くちたものとなり、

      彼かれらの花はなはちりのように飛とび去さる。

      彼かれらは万軍ばんぐんの主しゅの律法りっぽうを捨すて、

      イスラエルの聖者せいじゃの言葉ことばを侮あなどったからである。

      25それゆえ、主しゅはその民たみにむかって怒いかりを発はっし、

      み手てを伸のべて彼かれらを撃うたれた。

      山やまは震ふるい動うごき、

      彼かれらのしかばねは、ちまたの中なかで、

      あくたのようになった。

      それにもかかわらず、み怒いかりはやまず、

      なお、み手てを伸のばされる。

    


    
      26主しゅは旗はたをあげて遠とおくから一つの国民くにたみを招まねき、

      地ちの果はてから彼かれらを呼よばれる。

      見みよ、彼かれらは走はしって、すみやかに来くる。

      27その中なかには疲つかれる者ものも、つまずく者ものもなく、

      まどろむ者ものも、眠ねむる者ものもない。

      その腰こしの帯おびはとけず、

      そのくつのひもは切きれていない。

      28その矢やは鋭するどく、その弓ゆみはことごとく張はり、

      その馬うまのひずめは火打石ひうちいしのように、

      その車くるまの輪わはつむじ風かぜのように思おもわれる。

      29そのほえることは、ししのように、

      若わかいししのようにほえ、

      うなって獲物えものを捕とらえ、

      かすめ去さっても救すくう者ものがない。

      30その日ひ、その鳴なりどよめくことは、

      海うみの鳴なりどよめくようだ。

      もし地ちをのぞむならば、見みよ、暗くらきと悩なやみとがあり、

      光ひかりは雲くもによって暗くらくなる。

    

  


  


  
    第六章


    
      1ウジヤ王おうの死しんだ年とし、わたしは主しゅが高たかくあげられたみくらに座ざし、その衣ころものすそが神殿しんでんに満みちているのを見みた。 2その上うえにセラピムが立たち、おのおの六つの翼つばさをもっていた。その二つをもって顔かおをおおい、二つをもって足あしをおおい、二つをもって飛とびかけり、 3互たがいに呼よびかわして言いった。

      
        「聖せいなるかな、聖せいなるかな、聖せいなるかな、万軍ばんぐんの主しゅ、その栄光えいこうは全ぜん地ちに満みつ」。

      
4その呼よばわっている者ものの声こえによって敷居しきいの基もといが震ふるい動うごき、神殿しんでんの中なかに煙けむりが満みちた。 5その時ときわたしは言いった、「わざわいなるかな、わたしは滅ほろびるばかりだ。わたしは汚けがれたくちびるの者もので、汚けがれたくちびるの民たみの中なかに住すむ者ものであるのに、わたしの目めが万軍ばんぐんの主しゅなる王おうを見みたのだから」。
    


    
      6この時ときセラピムのひとりが火ひばしをもって、祭壇さいだんの上うえから取とった燃もえている炭すみを手てに携たずさえ、わたしのところに飛とんできて、 7わたしの口くちに触ふれて言いった、「見みよ、これがあなたのくちびるに触ふれたので、あなたの悪あくは除のぞかれ、あなたの罪つみはゆるされた」。 8わたしはまた主しゅの言いわれる声こえを聞きいた、「わたしはだれをつかわそうか。だれがわれわれのために行いくだろうか」。その時ときわたしは言いった、「ここにわたしがおります。わたしをおつかわしください」。 9主しゅは言いわれた、「あなたは行いって、この民たみにこう言いいなさい、

      
        『あなたがたはくりかえし聞きくがよい、

        しかし悟さとってはならない。

        あなたがたはくりかえし見みるがよい、

        しかしわかってはならない』と。

        10あなたはこの民たみの心こころを鈍にぶくし、

        その耳みみを聞きこえにくくし、その目めを閉とざしなさい。

        これは彼かれらがその目めで見み、その耳みみで聞きき、

        その心こころで悟さとり、

        悔くい改あらためていやされることのないためである」。

        11そこで、わたしは言いった、「主しゅよ、いつまでですか」。

        主しゅは言いわれた、

        「町々まちまちは荒あれすたれて、住すむ者ものもなく、

        家いえには人ひとかげもなく、国くには全まったく荒あれ地ちとなり、

        12人々ひとびとは主しゅによって遠とおくへ移うつされ、

        荒あれはてた所ところが国くにの中なかに多おおくなる時ときまで、

        こうなっている。

        13その中なかに十分ぶんの一の残のこる者ものがあっても、

        これもまた焼やき滅ほろぼされる。

        テレビンの木きまたはかしの木きが切きり倒たおされるとき、

        その切きり株かぶが残のこるように」。

        聖せいなる種族しゅぞくはその切きり株かぶである。

      

    

  


  


  
    第七章


    
      1ユダの王おう、ウジヤの子こヨタム、その子こアハズの時とき、スリヤの王おうレヂンとレマリヤの子こであるイスラエルの王おうペカとが上のぼってきて、エルサレムを攻せめたが勝かつことができなかった。 2時ときに「スリヤがエフライムと同盟どうめいしている」とダビデの家いえに告つげる者ものがあったので、王おうの心こころと民たみの心こころとは風かぜに動うごかされる林はやしの木きのように動揺どうようした。
    


    
      3その時とき、主しゅはイザヤに言いわれた、「今いま、あなたとあなたの子こシャル・ヤシュブと共ともに出でて行いって、布ぬのさらしの野のへ行いく大路おおじに沿そう上うえの池いけの水道すいどうの端はしでアハズに会あい、 4彼かれに言いいなさい、『気きをつけて、静しずかにし、恐おそれてはならない。レヂンとスリヤおよびレマリヤの子こが激はげしく怒いかっても、これら二つの燃もえ残のこりのくすぶっている切きり株かぶのゆえに心こころを弱よわくしてはならない。 5スリヤはエフライムおよびレマリヤの子こと共ともにあなたにむかって悪わるい事ことを企くわだてて言いう、 6「われわれはユダに攻せめ上のぼって、これを脅おびやかし、われわれのためにこれを破やぶり取とり、タビエルの子こをそこの王おうにしよう」と。

      
        7主しゅなる神かみはこう言いわれる、

        この事ことは決けっして行おこなわれない、また起おこることはない。

        8スリヤのかしらはダマスコ、

        ダマスコのかしらはレヂンである。

        （六十五年ねんのうちにエフライムは敗やぶれて、国くにをなさないようになる。）

        9エフライムのかしらはサマリヤ、

        サマリヤのかしらはレマリヤの子こである。

        もしあなたがたが信しんじないならば、立たつことはできない』」。

      

    


    
      10主しゅは再ふたたびアハズに告つげて言いわれた、 11「あなたの神かみ、主しゅに一つのしるしを求もとめよ、陰府よみのように深ふかい所ところに、あるいは天てんのように高たかい所ところに求もとめよ」。 12しかしアハズは言いった、「わたしはそれを求もとめて、主しゅを試こころみることをいたしません」。 13そこでイザヤは言いった、「ダビデの家いえよ、聞きけ。あなたがたは人ひとを煩わずらわすことを小ちいさい事こととし、またわが神かみをも煩わずらわそうとするのか。 14それゆえ、主しゅはみずから一つのしるしをあなたがたに与あたえられる。見みよ、おとめがみごもって男おとこの子こを産うむ。その名なはインマヌエルととなえられる。 15その子こが悪あくを捨すて、善ぜんを選えらぶことを知しるころになって、凝乳ぎょうにゅうと、蜂蜜はちみつとを食たべる。 16それはこの子こが悪あくを捨すて、善ぜんを選えらぶことを知しる前まえに、あなたが恐おそれているふたりの王おうの地ちは捨すてられるからである。 17主しゅはエフライムがユダから分わかれた時ときからこのかた、臨のぞんだことのないような日ひをあなたと、あなたの民たみと、あなたの父ちちの家いえとに臨のぞませられる。それはアッスリヤの王おうである」。
    


    
      18その日ひ、主しゅはエジプトの川々かわがわの源みなもとにいる、はえを招まねき、アッスリヤの地ちにいる蜂はちを呼よばれる。 19彼かれらはみな来きて、険けわしい谷たに、岩いわの裂さけ目め、すべてのいばら、すべての牧場まきばの上うえにとどまる。
    


    
      20その日ひ、主しゅは大川おおかわの向むこうから雇やとったかみそり、すなわちアッスリヤの王おうをもって、頭あたまと足あしの毛けとをそり、また、ひげをも除のぞき去さられる。 21その日ひ、人ひとは若わかい雌牛めうし一頭とうと羊ひつじ二頭とうを飼かい、
    


    
      22それから出でる乳ちちが多おおいので、凝乳ぎょうにゅうを食たべることができ、すべて国くにのうちに残のこされた者ものは凝乳ぎょうにゅうと、蜂蜜はちみつとを食たべることができる。
    


    
      23その日ひ、銀ぎん一千シケルの価あたいある千株かぶのぶどうの木きのあった所ところも、ことごとくいばらと、おどろの生はえる所ところとなり、 24いばらと、おどろとが地ちにはびこるために、人々ひとびとは弓ゆみと矢やをもってそこへ行いく。 25くわをもって掘ほり耕たがやしたすべての山々やまやまにも、あなたは、いばらと、おどろとを恐おそれて、そこへ行いくことができない。その地ちはただ牛うしを放はなち、羊ひつじの踏ふむところとなる。
    

  


  


  
    第八章


    
      1主しゅはわたしに言いわれた、「一枚まいの大おおきな札ふだを取とって、その上うえに普通ふつうの文字もじで、『マヘル・シャラル・ハシ・バズ』と書かきなさい」。 2そこで、わたしは確たしかな証人しょうにんとして、祭司さいしウリヤおよびエベレキヤの子こゼカリヤを立たてた。 3わたしが預言者よげんしゃの妻つまに近ちかづくと、彼女かのじょはみごもって男おとこの子こを産うんだ。その時とき、主しゅはわたしに言いわれた、「その名なをマヘル・シャラル・ハシ・バズと呼よびなさい。 4それはこの子こがまだ『おとうさん、おかあさん』と呼よぶことを知しらないうちに、ダマスコの富とみと、サマリヤのぶんどり品ひんとが、アッスリヤ王おうの前まえに奪うばい去さられるからである」。
    


    
      5主しゅはまた重かさねてわたしに言いわれた、 6「この民たみはゆるやかに流ながれるシロアの水みずを捨すてて、レヂンとレマリヤの子この前まえに恐おそれくじける。 7それゆえ見みよ、主しゅは勢いきおいたけく、みなぎりわたる大川おおかわの水みずを彼かれらにむかってせき入いれられる。これはアッスリヤの王おうと、そのもろもろの威勢いせいとであって、そのすべての支流しりゅうにはびこり、すべての岸きしを越こえ、 8ユダに流ながれ入いり、あふれみなぎって、首くびにまで及およぶ。インマヌエルよ、その広ひろげた翼つばさはあまねく、あなたの国くにに満みちわたる」。

      
        9もろもろの民たみよ、打うち破やぶられて、驚おどろきあわてよ。

        遠とおき国々くにぐにのものよ、耳みみを傾かたむけよ。

        腰こしに帯おびして、驚おどろきあわてよ。

        腰こしに帯おびして、驚おどろきあわてよ。

        10ともに計はかれ、しかし、成ならない。

        言葉ことばを出だせ、しかし、行おこなわれない。

        神かみがわれわれと共ともにおられるからである。

      

    


    
      11主しゅは強つよいみ手てをもって、わたしを捕とらえ、わたしに語かたり、この民たみの道みちに歩あゆまないように、さとして言いわれた、 12「この民たみがすべて陰謀いんぼうととなえるものを陰謀いんぼうととなえてはならない。彼かれらの恐おそれるものを恐おそれてはならない。またおののいてはならない。 13あなたがたは、ただ万軍ばんぐんの主しゅを聖せいとして、彼かれをかしこみ、彼かれを恐おそれなければならない。 14主しゅはイスラエルの二つの家いえには聖所せいじょとなり、またさまたげの石いし、つまずきの岩いわとなり、エルサレムの住民じゅうみんには網あみとなり、わなとなる。 15多おおくの者ものはこれにつまずき、かつ倒たおれ、破やぶられ、わなにかけられ、捕とらえられる」。
    


    
      16わたしは、あかしを一つにまとめ、教おしえをわが弟子でしたちのうちに封ふうじておこう。 17主しゅはいま、ヤコブの家いえに、み顔かおをかくしておられるとはいえ、わたしはその主しゅを待まち、主しゅを望のぞみまつる。 18見みよ、わたしと、主しゅのわたしに賜たまわった子こたちとは、シオンの山やまにいます万軍ばんぐんの主しゅから与あたえられたイスラエルのしるしであり、前まえぶれである。 19人々ひとびとがあなたがたにむかって「さえずるように、ささやくように語かたる巫子みこおよび魔術者まじゅつしゃに求もとめよ」という時とき、民たみは自分じぶんたちの神かみに求もとむべきではないか。生いける者もののために死しんだ者ものに求もとめるであろうか。 20ただ教おしえとあかしとに求もとめよ。まことに彼かれらはこの言葉ことばによって語かたるが、そこには夜明よあけがない。 21彼かれらはしえたげられ、飢うえて国くにの中なかを経へあるく。その飢うえるとき怒いかりを放はなち、自分じぶんたちの王おう、自分じぶんたちの神かみをのろい、かつその顔かおを天てんに向むける。 22また地ちを見みると、見みよ、悩なやみと暗くらきと、苦くるしみのやみとがあり、彼かれらは暗黒あんこくに追おいやられる。
    

  


  


  
    第九章


    
      1しかし、苦くるしみにあった地ちにも、やみがなくなる。さきにはゼブルンの地ち、ナフタリの地ちにはずかしめを与あたえられたが、後のちには海うみに至いたる道みち、ヨルダンの向むこうの地ち、異邦人いほうじんのガリラヤに光栄こうえいを与あたえられる。

      
        2暗くらやみの中なかに歩あゆんでいた民たみは大おおいなる光ひかりを見みた。

        暗黒あんこくの地ちに住すんでいた人々ひとびとの上うえに光ひかりが照てった。

        3あなたが国民こくみんを増まし、その喜よろこびを大おおきくされたので、

        彼かれらは刈入かりいれ時ときに喜よろこぶように、

        獲物えものを分わかつ時ときに楽たのしむように、

        あなたの前まえに喜よろこんだ。

        4これはあなたが彼かれらの負おっているくびきと、

        その肩かたのつえと、しえたげる者もののむちとを、

        ミデアンの日ひになされたように折おられたからだ。

        5すべて戦場せんじょうで、歩兵ほへいのはいたくつと、

        血ちにまみれた衣ころもとは、

        火ひの燃もえくさとなって焼やかれる。

        6ひとりのみどりごがわれわれのために生うまれた、

        ひとりの男おとこの子こがわれわれに与あたえられた。

        まつりごとはその肩かたにあり、

        その名なは、「霊妙れいみょうなる議ぎ士し、大能たいのうの神かみ、

        とこしえの父ちち、平和へいわの君きみ」ととなえられる。

        7そのまつりごとと平和へいわとは、増まし加くわわって限かぎりなく、

        ダビデの位くらいに座ざして、その国くにを治おさめ、

        今いまより後のち、とこしえに公平こうへいと正義せいぎとをもって

        これを立たて、これを保たもたれる。

        万軍ばんぐんの主しゅの熱心ねっしんがこれをなされるのである。

      

    


    
      8主しゅはひと言ことをヤコブにおくり、

      これをイスラエルの上うえにくだされる。

      9すべてこの民たみ、

      エフライムとサマリヤに住すむ者ものとは知しるであろう。

      彼かれらは高たかぶり、心こころおごって言いう、

      10「かわらがくずれても、

      われわれは切きり石いしをもって建たてよう。

      くわの木きが切きり倒たおされても、

      われわれは香柏こうはくをもってこれにかえよう」と。

      11それゆえ、主しゅは敵てきを起おこして彼かれらを攻せめさせ、

      そのあだを奮ふるい立たたせられる。

      12東ひがしにスリヤびとあり、西にしにペリシテびとあり、

      彼かれらは大口おおぐちをあけてイスラエルを食くい尽つくす。

      それでも主しゅの怒いかりはやまず、

      なおも、そのみ手てを伸のばされる。

    


    
      13しかもなお、この民たみは自分じぶんたちを撃うった者ものに帰かえらず、

      万軍ばんぐんの主しゅを求もとめない。

      14それゆえ、主しゅはイスラエルから頭あたまと尾おと、

      しゅろの枝えだと葦あしとを一日にちのうちに断たち切きられる。

      15その頭あたまとは、長老ちょうろうと尊たっとき人ひと、

      その尾おとは、偽いつわりを教おしえる預言者よげんしゃである。

      16この民たみを導みちびく者ものは、これを迷まよわせ、

      彼かれらに導みちびかれる者ものは、のみ尽つくされる。

      17それゆえ、主しゅはその若わかき人々ひとびとを喜よろこばれず、

      そのみなしごと寡婦かふとをあわれまれない。

      彼かれらはみな、不信仰ふしんこうであって、悪あくを行おこなう者もの、

      すべての口くちは愚おろかな事ことを語かたるからである。

      それでも主しゅの怒いかりはやまず、

      なおも、そのみ手てを伸のばされる。

    


    
      18悪あくは火ひのように燃もえ、

      いばらと、おどろとを食くい尽つくし、

      茂しげりあう林はやしを焼やき、煙けむりの柱はしらとなって巻まきあがる。

      19万軍ばんぐんの主しゅの怒いかりによって地ちは焼やけ、

      その民たみは火ひの燃もえくさのようになり、

      だれもその兄弟きょうだいをあわれむ者ものがない。

      20彼かれらは右手みぎてにつかんでも、なお飢うえ、

      左手ひだりてで食たべても飽あくことがない。

      おのおのその隣となり人びとの肉にくを食くう。

      21マナセはエフライムを、

      エフライムはマナセを食くい、

      彼かれらは共ともにユダを攻せめる。

      それでも主しゅの怒いかりはやまず、

      なおも、そのみ手てを伸のばされる。

    

  


  


  
    第十章


    
      1わざわいなるかな、

      不義ふぎの判決はんけつを下くだす者もの、暴虐ぼうぎゃくの宣告せんこくを書かきしるす者もの。

      2彼かれらは乏とぼしい者ものの訴うったえを引ひき受うけず、

      わが民たみのうちの貧まずしい者ものの権利けんりをはぎ、

      寡婦かふの資産しさんを奪うばい、みなしごのものをかすめる。

      3あなたがたは刑罰けいばつの日ひがきたなら、

      何なにをしようとするのか。

      大風おおかぜが遠とおくから来くるとき、

      何なにをしようとするのか。

      あなたがたはのがれていって、

      だれに助たすけを求もとめようとするのか。

      また、どこにあなたがたの富とみを残のこそうとするのか。

      4ただ捕とらわれた者ものの中なかにかがみ、

      殺ころされた者ものの中なかに伏ふし倒たおれるのみだ。

      それでも主しゅの怒いかりはやまず、

      なおも、そのみ手てを伸のばされる。

    


    
      5ああ、アッスリヤはわが怒いかりのつえ、

      わが憤いきどおりのむちだ。

      6わたしは彼かれをつかわして不信ふしんの国くにを攻せめ、

      彼かれに命めいじてわが怒いかりの民たみを攻せめ、かすめ奪うばわせ、

      彼かれらをちまたの泥どろのように踏ふみにじらせる。

      7しかし彼かれはそのようには思おもわず、

      その心こころもそのようには考かんがえず、

      かえってその心こころは滅ほろぼすことを思おもい、

      あまたの国々くにぐにを倒たおそうとする。

      8彼かれは言いう、「わが諸侯しょこうはみな王おうではないか。

      9カルノはカルケミシのようではないか。

      ハマテはアルパデのようではないか。

      サマリヤはダマスコのようではないか。

      10わが手ては偶像ぐうぞうに仕つかえる国々くにぐにに伸のびた。

      その彫ほった像ぞうはエルサレムおよび

      サマリヤのものにまさっていた。

      11わたしはサマリヤとその偶像ぐうぞうに行おこなったように、

      エルサレムとその偶像ぐうぞうに行おこなわぬであろうか」。

    


    
      12主しゅがシオンの山やまとエルサレムとになそうとすることを、ことごとくなし遂とげられた時とき、主しゅはアッスリヤ王おうの無礼ぶれいな言葉ことばと、その高たかぶりとを罰ばっせられる。 13彼かれは言いう、

      
        「わが手ての力ちからにより、またわが知恵ちえによって、

        わたしはこれをなした。わたしは賢かしこいからである。

        わたしはもろもろの民たみの境さかいを除のぞき、

        その財宝ざいほうを奪うばった。

        またわたしは雄牛おうしのように、

        位くらいに座ざする者ものを引ひきおろした。

        14わが手ては巣すを取とるように、

        もろもろの民たみの富とみを得えた。

        またわたしは人々ひとびとが捨すてられた卵たまごを集あつめるように、

        全ぜん地ちを取とり集あつめた。

        あるいは翼つばさを動うごかし、あるいは口くちを開ひらき、

        あるいはぺちゃくちゃ言いう者ものもなかった」。

      

    


    
      15おのは、それを用もちいて切きる者ものにむかって、

      自分じぶんを誇ほこることができようか。

      のこぎりは、それを動うごかす者ものにむかって、

      みずから高たかぶることができようか。

      これはあたかも、むちが自分じぶんをあげる者ものを動うごかし、

      つえが木きでない者ものをあげようとするのに等ひとしい。

      16それゆえ、主しゅ、万軍ばんぐんの主しゅは、

      その肥こえた勇士ゆうしの中なかに病気びょうきを送おくって衰おとろえさせ、

      その栄光えいこうの下したに火ひの燃もえるような炎ほのおを燃もやされる。

      17イスラエルの光ひかりは火ひとなり、

      その聖者せいじゃは炎ほのおとなり、

      そのいばらと、おどろとを一日にちのうちに焼やき滅ほろぼす。

      18また、その林はやしと土つち肥こえた田畑たはたの栄さかえを、

      魂たましいも、からだも二つながら滅ほろぼし、

      病やめる者もののやせ衰おとろえる時ときのようにされる。

      19その林はやしの木きの残のこりのものはわずかであって、

      わらべもそれを書かきとめることができる。

    


    
      20その日ひにはイスラエルの残のこりの者ものと、ヤコブの家いえの生いき残のこった者ものとは、もはや自分じぶんたちを撃うった者ものにたよらず、真心まごころをもってイスラエルの聖者せいじゃ、主しゅにたより、 21残のこりの者もの、すなわちヤコブの残のこりの者ものは大能たいのうの神かみに帰かえる。 22あなたの民たみイスラエルは海うみの砂すなのようであっても、そのうちの残のこりの者ものだけが帰かえって来くる。滅ほろびはすでに定さだまり、義ぎであふれている。 23主しゅ、万軍ばんぐんの主しゅは定さだめられた滅ほろびを全ぜん地ちに行おこなわれる。
    


    
      24それゆえ、主しゅ、万軍ばんぐんの主しゅはこう言いわれる、「シオンに住すむわが民たみよ、アッスリヤびとが、エジプトびとがしたように、むちをもってあなたを打うち、つえをあげてあなたをせめても、彼かれらを恐おそれてはならない。 25ただしばらくして、わが憤いきどおりはやみ、わが怒いかりは彼かれらを滅ほろぼすからである。 26万軍ばんぐんの主しゅは、むかしミデアンびとをオレブの岩いわで撃うたれた時ときのように、彼かれらにむかって、むちをふるわれる。またそのつえを海うみの上うえにのばし、エジプトでなされたように、それをあげられる。 27その日ひには、彼かれの重荷おもにはあなたの肩かたからおり、彼かれのくびきはあなたの首くびから離はなれる」。

      
        彼かれはリンモンから上のぼり、

        28アイアテにきたり、ミグロンを過すぎ、

        ミクマシでその行李こうりをとどめ、

        29渡わたしを過すぎて、ゲバに宿やどる。

        ラマはおののき、サウルのギベアは逃にげ去さった。

        30ガリムの娘むすめよ、声こえをあげて叫さけべ。

        ライシよ、耳みみを傾かたむけよ。

        アナトテよ、彼かれに答こたえよ。

        31マデメナは逃にげ去さり、ゲビムの民たみは隠かくれ場ばを求もとめた。

        32この日ひ彼かれはノブに立たちとどまり、

        シオンの娘むすめの山やま、エルサレムの丘おかにむかって、

        その手てを振ふる。

      

    


    
      33見みよ、主しゅ、万軍ばんぐんの主しゅは、

      恐おそろしい力ちからをもって枝えだを切きりおろされる。

      たけの高たかいものも切きり落おとされ、

      そびえ立たつものは低ひくくされる。

      34主しゅはおのをもって茂しげりあう林はやしを切きられる。

      みごとな木きの茂しげるレバノンも倒たおされる。

    

  


  


  
    第十一章


    
      1エッサイの株かぶから一つの芽めが出で、

      その根ねから一つの若わか枝えだが生はえて実みを結むすび、

      2その上うえに主しゅの霊れいがとどまる。

      これは知恵ちえと悟さとりの霊れい、深慮しんりょと才能さいのうの霊れい、

      主しゅを知しる知識ちしきと主しゅを恐おそれる霊れいである。

      3彼かれは主しゅを恐おそれることを楽たのしみとし、

      その目めの見みるところによって、さばきをなさず、

      その耳みみの聞きくところによって、定さだめをなさず、

      4正義せいぎをもって貧まずしい者ものをさばき、

      公平こうへいをもって国くにのうちの

      柔和にゅうわな者もののために定さだめをなし、

      その口くちのむちをもって国くにを撃うち、

      そのくちびるの息いきをもって悪あしき者ものを殺ころす。

      5正義せいぎはその腰こしの帯おびとなり、

      忠信ちゅうしんはその身みの帯おびとなる。

    


    
      6おおかみは小羊こひつじと共ともにやどり、

      ひょうは子こやぎと共ともに伏ふし、

      子こ牛うし、若わかじし、肥こえたる家畜かちくは共ともにいて、

      小ちいさいわらべに導みちびかれ、

      7雌牛めうしと熊くまとは食くい物ものを共ともにし、

      牛うしの子こと熊くまの子こと共ともに伏ふし、

      ししは牛うしのようにわらを食くい、

      8乳ちのみ子ごは毒蛇どくへびのほらに戯たわむれ、

      乳離ちばなれの子こは手てをまむしの穴あなに入いれる。

      9彼かれらはわが聖せいなる山やまのどこにおいても、

      そこなうことなく、やぶることがない。

      水みずが海うみをおおっているように、

      主しゅを知しる知識ちしきが地ちに満みちるからである。

    


    
      10その日ひ、エッサイの根ねが立たって、もろもろの民たみの旗はたとなり、もろもろの国くにびとはこれに尋たずね求もとめ、その置おかれる所ところに栄光えいこうがある。
    


    
      11その日ひ、主しゅは再ふたたび手てを伸のべて、その民たみの残のこれる者ものをアッスリヤ、エジプト、パテロス、エチオピヤ、エラム、シナル、ハマテおよび海沿うみぞいの国々くにぐにからあがなわれる。

      
        12主しゅは国々くにぐにのために旗はたをあげて、

        イスラエルの追おいやられた者ものを集あつめ、

        ユダの散ちらされた者ものを地ちの四方しほうから集あつめられる。

        13エフライムのねたみはうせ、

        ユダを悩なやます者ものは断たたれ、

        エフライムはユダをねたまず、

        ユダはエフライムを悩なやますことはない。

        14しかし彼かれらは西にしの方ほうペリシテびとの肩かたに

        襲おそいかかり、

        相あい共ともに東ひがしの民たみをかすめ、

        その手てをエドムおよびモアブに伸のべ、

        アンモンの人々ひとびとをおのれに従したがわせる。

        15主しゅはエジプトの海うみの舌したをからし、

        川かわの上うえに手てを振ふって熱あつい風かぜを吹ふかせ、

        その川かわを打うって七つの川かわとなし、

        くつをぬらさないで渡わたらせられる。

        16その民たみの残のこれる者もののために

        アッスリヤからの大路おおじがあり、

        昔むかしイスラエルがエジプトの国くにから

        上のぼってきた時ときにあったようになる。

      

    

  


  


  
    第十二章


    
      1その日ひあなたは言いう、

      
        「主しゅよ、わたしはあなたに感謝かんしゃします。

        あなたは、さきにわたしにむかって怒いかられたが、

        その怒いかりはやんで、わたしを慰なぐさめられたからです。

        2見みよ、神かみはわが救すくいである。

        わたしは信頼しんらいして恐おそれることはない。

        主しゅなる神かみはわが力ちから、わが歌うたであり、

        わが救すくいとなられたからである」。

      

    


    
      3あなたがたは喜よろこびをもって、救すくいの井戸いどから水みずをくむ。 4その日ひ、あなたがたは言いう、

      
        「主しゅに感謝かんしゃせよ。

        そのみ名なを呼よべ。

        そのみわざをもろもろの民たみの中なかにつたえよ。

        そのみ名なのあがむべきことを語かたりつげよ。

        5主しゅをほめうたえ。

        主しゅはそのみわざを、みごとになし遂とげられたから。

        これを全ぜん地ちに宣のべ伝つたえよ。

        6シオンに住すむ者ものよ、声こえをあげて、喜よろこびうたえ。

        イスラエルの聖者せいじゃはあなたがたのうちで

        大おおいなる者ものだから」。

      

    

  


  


  
    第十三章


    
      1アモツの子こイザヤに示しめされたバビロンについての託宣たくせん。

      
        2あなたがたは木きのない山やまに旗はたを立たて、

        声こえをあげて彼かれらを招まねき、

        手てを振ふって彼かれらを貴族きぞくの門もんに、はいらせよ。

        3わたしはわが怒いかりのさばきを行おこなうために

        聖別せいべつした者ものどもに命めいじ、

        わが勇士ゆうし、わが勝かち誇ほこる者ものどもを招まねいた。

      

    


    
      4聞きけ、多おおくの民たみのような騒さわぎ声こえが山々やまやまに聞きこえる。

      聞きけ、もろもろの国々くにぐに、寄よりつどえる

      もろもろの国民こくみんのざわめく声こえが聞きこえる。

      これは万軍ばんぐんの主しゅが

      戦たたかいのために軍勢ぐんぜいを集あつめられるのだ。

      5彼かれらは遠とおい国くにから、天てんの果はてから来くる。

      これは、主しゅとその憤いきどおりの器うつわで、

      全ぜん地ちを滅ほろぼすために来くるのだ。

    


    
      6あなたがたは泣なき叫さけべ。主しゅの日ひが近ちかづき、

      滅ほろびが全能者ぜんのうしゃから来くるからだ。

      7それゆえ、すべての手ては弱よわり、

      すべての人ひとの心こころは溶とけ去さる。

      8彼かれらは恐おそれおののき、苦くるしみと悩なやみに捕とらえられ、

      子こを産うまんとする女おんなのようにもだえ苦くるしみ、

      互たがいに驚おどろき、顔かおを見みあわせ、

      その顔かおは炎ほのおのようになる。

    


    
      9見みよ、主しゅの日ひが来くる。

      残忍ざんにんで、憤いきどおりと激はげしい怒いかりとをもってこの地ちを荒あらし、

      その中なかから罪つみびとを断たち滅ほろぼすために来くる。

      10天てんの星ほしとその星座せいざとはその光ひかりを放はなたず、

      太陽たいようは出でても暗くらく、

      月つきはその光ひかりを輝かがやかさない。

      11わたしはその悪あくのために世よを罰ばっし、

      その不義ふぎのために悪わるい者ものを罰ばっし、

      高たかぶる者ものの誇ほこりをとどめ、

      あらぶる者ものの高慢こうまんを低ひくくする。

      12わたしは人ひとを精せい金きんよりも、

      オフルのこがねよりも少すくなくする。

      13それゆえ、万軍ばんぐんの主しゅの憤いきどおりにより、

      その激はげしい怒いかりの日ひに、

      天てんは震ふるい、地ちは揺ゆり動うごいて、その所ところをはなれる。

      14彼かれらは追おわれた、かもしかのように、

      あるいは集あつめる者もののない羊ひつじのようになって、

      おのおの自分じぶんの民たみに帰かえり、

      自分じぶんの国くにに逃にげて行いく。

      15すべて見みいだされる者ものは刺さされ、

      すべて捕とらえられる者ものはつるぎによって倒たおされ、

      16彼かれらのみどりごはその目めの前まえで投なげ砕くだかれ、

      その家いえはかすめ奪うばわれ、その妻つまは汚けがされる。

    


    
      17見みよ、わたしは、しろがねをも顧かえりみず、

      こがねをも喜よろこばないメデアびとを起おこして、

      彼かれらにむかわせる。

      18彼かれらの弓ゆみは若わかい者ものを射殺いころし、

      腹はらの実みをあわれむことなく、

      幼おさな子ごを見みて、惜おしむことがない。

      19国々くにぐにの誉ほまれであり、

      カルデヤびとの誇ほこりである麗うるわしいバビロンは、

      神かみに滅ほろぼされたソドム、ゴモラのようになる。

      20ここにはながく住すむ者ものが絶たえ、

      世々よよにいたるまで住すみつく者ものがなく、

      アラビヤびともそこに天幕てんまくを張はらず、

      羊飼ひつじかいもそこに群むれを伏ふさせることがない。

      21ただ、野のの獣けものがそこに伏ふし、

      ほえる獣けものがその家いえに満みち、

      だちょうがそこに住すみ、

      鬼神きしんがそこに踊おどる。

      22ハイエナはその城しろの中なかで鳴なき、

      山犬やまいぬは楽たのしい宮殿きゅうでんでほえる。

      その時ときの来くるのは近ちかい、

      その日ひは延のびることがない。

    

  


  


  
    第十四章


    
      1主しゅはヤコブをあわれみ、イスラエルを再ふたたび選えらんで、これをおのれの地ちに置おかれる。異邦人いほうじんはこれに加くわわって、ヤコブの家いえに結むすびつらなり、 2もろもろの民たみは彼かれらを連つれてその所ところに導みちびいて来くる。そしてイスラエルの家いえは、主しゅの地ちで彼かれらを男女だんじょの奴隷どれいとし、さきに自分じぶんたちを捕虜ほりょにした者ものを捕虜ほりょにし、自分じぶんたちをしえたげた者ものを治おさめる。
    


    
      3主しゅがあなたの苦労くろうと不安ふあんとを除のぞき、またあなたが服ふくした苦役くえきを除のぞいて、安息あんそくをお与あたえになるとき、 4あなたはこのあざけりの歌うたをとなえ、バビロンの王おうをののしって言いう、

      
        「あの、しえたげる者ものは全まったく絶たえてしまった。

        あの、おごる者ものは全まったく絶たえてしまった。

        5主しゅは悪わるい者もののつえと、

        つかさびとの笏しゃくを折おられた。

        6彼かれらは憤いきどおりをもってもろもろの民たみを

        絶たえず撃うっては打うち、

        怒いかりをもってもろもろの国くにを治おさめても、

        そのしえたげをとどめる者ものがなかった。

        7全ぜん地ちはやすみを得え、穏おだやかになり、

        ことごとく声こえをあげて歌うたう。

        8いとすぎおよびレバノンの香柏こうはくでさえも

        あなたのゆえに喜よろこんで言いう、

        『あなたはすでに倒たおれたので、

        もはや、きこりが上のぼってきて、

        われわれを攻せめることはない』。

        9下したの陰府よみはあなたのために動うごいて、

        あなたの来くるのを迎むかえ、

        地ちのもろもろの指導者しどうしゃたちの亡霊ぼうれいを

        あなたのために起おこし、

        国々くにぐにのもろもろの王おうを

        その王座おうざから立たちあがらせる。

        10彼かれらは皆みなあなたに告つげて言いう、

        『あなたもまたわれわれのように弱よわくなった、

        あなたもわれわれと同おなじようになった』。

        11あなたの栄華えいがとあなたの琴ことの音ねは

        陰府よみに落おちてしまった。

        うじはあなたの下したに敷しかれ、

        みみずはあなたをおおっている。

      

    


    
      12黎明れいめいの子こ、明あけの明星みょうじょうよ、

      あなたは天てんから落おちてしまった。

      もろもろの国くにを倒たおした者ものよ、

      あなたは切きられて地ちに倒たおれてしまった。

      13あなたはさきに心こころのうちに言いった、

      『わたしは天てんにのぼり、

      わたしの王座おうざを高たかく神かみの星ほしの上うえにおき、

      北きたの果はてなる集会しゅうかいの山やまに座ざし、

      14雲くものいただきにのぼり、

      いと高たかき者もののようになろう』。

      15しかしあなたは陰府よみに落おとされ、

      穴あなの奥底おくそこに入いれられる。

      16あなたを見みる者ものはつくづくあなたを見み、

      あなたに目めをとめて言いう、

      『この人ひとは地ちを震ふるわせ、国々くにぐにを動うごかし、

      17世界せかいを荒野あらののようにし、その都市としをこわし、

      捕とらえた者ものをその家いえに

      解とき帰かえさなかった者ものであるのか』。

      18もろもろの国くにの王おうたちは皆みな

      尊たっといさまで、自分じぶんの墓はかに眠ねむる。

      19しかしあなたは忌いみきらわれる月つき足たらぬ子このように

      墓はかのそとに捨すてられ、

      つるぎで刺さし殺ころされた者ものでおおわれ、

      踏ふみつけられる死体したいのように穴あなの石いしに下くだる。

      20あなたは自分じぶんの国くにを滅ほろぼし、

      自分じぶんの民たみを殺ころしたために、

      彼かれらと共ともに葬ほうむられることはない。

      どうか、悪あくを行おこなう者ものの子孫しそんは

      とこしえに名なを呼よばれることのないように。

      21先祖せんぞのよこしまのゆえに、

      その子孫しそんのためにほふり場ばを備そなえよ。

      これは彼かれらが起たって地ちを取とり、

      世界せかいのおもてに町々まちまちを

      満みたすことのないためである」。

    


    
      22万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる、「わたしは立たって彼かれらを攻せめ、バビロンからその名なと、残のこれる者もの、その子こと孫まごとを断たち滅ほろぼす、と主しゅは言いう。 23わたしはこれをはりねずみのすみかとし、水みずの池いけとし、滅ほろびのほうきをもって、これを払はらい除のぞく、と万軍ばんぐんの主しゅは言いう」。
    


    
      24万軍ばんぐんの主しゅは誓ちかって言いわれる、

      「わたしが思おもったように必かならず成なり、

      わたしが定さだめたように必かならず立たつ。

      25わたしはアッスリヤびとをわが地ちで打うち破やぶり、

      わが山々やまやまで彼かれを踏ふみにじる。

      こうして彼かれが置おいたくびきは

      イスラエルびとから離はなれ、

      彼かれが負おわせた重荷おもには

      イスラエルびとの肩かたから離はなれる」。

      26これは全ぜん地ちについて定さだめられた計画けいかくである。

      これは国々くにぐにの上うえに伸のばされた手てである。

      27万軍ばんぐんの主しゅが定さだめられるとき、

      だれがそれを取とり消けすことができるのか。

      その手てを伸のばされるとき、

      だれがそれを引ひきもどすことができるのか。

    


    
      28アハズ王おうの死しんだ年ねんにこの託宣たくせんがあった、

      29「ペリシテの全ぜん地ちよ、あなたを打うったむちが

      折おられたことを喜よろこんではならない。

      へびの根ねからまむしが出で、

      その実みは飛とびかけるへびとなるからだ。

      30いと貧まずしい者ものは食しょくを得え、

      乏とぼしい者ものは安やすらかに伏ふす。

      しかし、わたしはききんをもって

      あなたの子孫しそんを殺ころし、

      あなたの残のこれる者ものを滅ほろぼす。

      31門もんよ、泣なきわめけ。町まちよ、叫さけべ。

      ペリシテの全ぜん地ちよ、恐おそれのあまり消きえうせよ、

      北きたから煙けむりが来くるからだ。

      その隊列たいれつからは、ひとりも脱落だつらくする者ものはない」。

    


    
      32その国くにの使者ししゃたちになんと答こたえようか。

      「主しゅはシオンの基もといをおかれた、

      その民たみの苦くるしむ者ものは

      この中なかに避さけ所どころを得える」と答こたえよ。

    

  


  


  
    第十五章


    
      1モアブについての託宣たくせん。

      
        アルは一夜やのうちに荒あらされて、モアブは滅ほろびうせ、

        キルは一夜やのうちに荒あらされて、モアブは滅ほろびうせた。

        2デボンの娘むすめは高たかき所ところにのぼって泣なき、

        モアブはネボとメデバの上うえで嘆なげき叫さけぶ。

        おのおのその頭あたまをかぶろにし、

        そのひげをことごとくそった。

        3彼かれらはそのちまたで荒布あらぬのをまとい、

        その屋根やねまたは広場ひろばで、みな泣なき叫さけび、涙なみだに浸ひたる。

        4ヘシボンとエレアレとは叫さけび、

        その声こえはヤハズまで聞きこえる。

        それゆえ、モアブの兵士へいしは声こえをあげ、

        その魂たましいはおののく。

        5わが心こころはモアブのために叫さけび呼よばわる。

        その落人おちうどはゾアルおよび

        エグラテ・シリシヤにのがれ、

        泣なきながらルヒテの坂さかをのぼり、

        ホロナイムの道みちで滅ほろびの叫さけびをあげる。

        6ニムリムの水みずはかわき、

        草くさは枯かれ、苗なえは消きえて、青あおい物ものはない。

        7それゆえ、彼かれらはその得えた富とみと、

        そのたくわえた物ものとを携たずさえて、柳やなぎの川かわをわたる。

        8その叫さけびの声こえはモアブの境さかいをめぐり、

        その嘆なげきの声こえはエグライムにいたり、

        またその嘆なげきの声こえはベエル・エリムにいたる。

        9デボンの水みずは血ちで満みちる。

        わたしはデボンの上うえにさらに災わざわいを加くわえ、

        モアブののがれた者ものと

        この地ちの残のこった者ものとに、ししを送おくる。

      

    

  


  


  
    第十六章


    
      1彼かれらはセラから荒野あらのの道みちによって

      小羊こひつじをシオンの娘むすめの山やまに送おくり、

      国くにのつかさに納おさめた。

      2モアブの娘むすめらはアルノンの渡わたしで、

      さまよう鳥とりのように、

      巣すを追おわれたひなのようである。

      3「相あいはかって、事ことを定さだめよ。

      真昼まひるの中なかでも、あなたの陰かげを夜よるのようにし、

      さすらい人ひとを隠かくし、

      のがれて来きた者ものをわたさず、

      4モアブのさすらい人ひとを、あなたのうちにやどらせ、

      彼かれらの避さけ所どころとなって、滅ほろぼす者ものからのがれさせよ。

      しえたげる者ものがなくなり、滅ほろぼす者ものが絶たえ、

      踏ふみにじる者ものが地ちから断たたれたとき、

      5一つの玉座ぎょくざがいつくしみによって堅かたく立たてられ、

      ダビデの幕屋まくやにあって、

      さばきをなし、公平こうへいを求もとめ、

      正義せいぎを行おこなうに、すみやかなる者ものが

      真実しんじつをもってその上うえに座ざする」。

    


    
      6われわれはモアブの高たかぶりのことを聞きいた、

      その高たかぶることは、はなはだしい。

      われわれはその誇ほこりと、高たかぶりと、

      そのおごりとのことを聞きいた、

      その自慢じまんは偽いつわりである。

      7それゆえ、モアブは泣なき叫さけべ、

      民たみはみなモアブのために泣なき叫さけべ。

      全まったく撃うちのめされて、

      キルハレセテの干ほしぶどうのために嘆なげけ。

      8ヘシボンの畑はたけと、

      シブマのぶどうの木きとは、しぼみ衰おとろえた。

      国々くにぐにのもろもろの主しゅが、

      その枝えだを打うち落おとしたからである。

      その枝えだはさきにはヤゼルまでいたり、

      荒野あらのにまではびこり、

      そのつるは広ひろがって海うみを越こえた。

      9それゆえ、わたしはヤゼルと共ともに、

      シブマのぶどうの木きのために泣なく。

      ヘシボンよ、エレアレよ、

      わたしは涙なみだをもってあなたを浸ひたす。

      ときの声こえが、あなたの果実かじつと、

      あなたの収穫しゅうかくの上うえにふりかかってきたからである。

      10喜よろこびと楽たのしみとは土つち肥こえた畑はたけから取とり去さられ、

      ぶどう畑はたけには歌うたうことなく、

      喜よろこび呼よばわることなく、

      酒さかぶねを踏ふんで酒さけを絞しぼる者ものなく、

      ぶどうの収穫しゅうかくを喜よろこぶ声こえはやんだ。

      11それゆえ、わが魂たましいはモアブのために、

      わが心こころはキルハレスのために、

      琴ことのように鳴なりひびく。

    


    
      12モアブが高たかき所ところに出でて、おのれを疲つかれさせ、またその聖所せいじょにきて祈いのっても、効果こうかはない。
    


    
      13これは主しゅがさきにモアブについて語かたられたみ言葉ことばである。 14しかし今いま、主しゅは語かたって言いわれる、「モアブの栄さかえはその大おおいなる群衆ぐんしゅうにもかかわらず、雇人やといにんの年期ねんきとひとしく三年ねんのうちに、はずかしめを受うけ、残のこれる者ものはまことに少すくなく、力ちからがない」。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1ダマスコについての託宣たくせん。

      
        見みよ、ダマスコは町まちの姿すがたを失うしなって、荒塚あらつかとなる。

        2その町々まちまちはとこしえに捨すてられ、

        家畜かちくの群むれの住すむ所ところとなって、伏ふしやすむが、

        これを脅おびやかす者ものはない。

        3エフライムのとりではすたり、

        ダマスコの主権しゅけんはやみ、

        スリヤの残のこれる者ものは、イスラエルの子こらの

        栄光えいこうのように消きえうせると

        万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。

      

    


    
      4その日ひ、ヤコブの栄さかえは衰おとろえ、

      その肥こえたる肉にくはやせ、

      5あたかも刈入かりいれ人ひとがまだ刈からない麦むぎを集あつめ、

      かいなをもって穂ほを刈かり取とったあとのように、

      レパイムの谷たにで穂ほを拾ひろい集あつめたあとのようになる。

      6オリブの木きを打うつとき、

      二つ三つの実みをこずえに残のこし、

      あるいは四つ五つを

      みのり多おおき木きの枝えだに残のこすように、

      とり残のこされるものがあると

      イスラエルの神かみ、主しゅは言いわれる。

    


    
      7その日ひ、人々ひとびとはその造つくり主ぬしを仰あおぎのぞみ、イスラエルの聖者せいじゃに目めをとめ、 8おのれの手てのわざである祭壇さいだんを仰あおぎのぞまず、おのれの指ゆびが造つくったアシラ像ぞうと香こうの祭壇さいだんとに目めをとめない。
    


    
      9その日ひ、彼かれらの堅固けんごな町々まちまちは昔むかしイスラエルの子こらのゆえに捨すて去さられたヒビびとおよびアモリびとの荒あれ跡あとのように荒あれ地ちになる。
    


    
      10これはあなたがたが自分じぶんの救すくいの神かみを忘わすれ、

      自分じぶんの避さけ所どころなる岩いわを心こころにとめなかったからだ。

      それゆえ、あなたがたは美うつくしい植物しょくぶつを植うえ、

      異ことなる神かみの切きり枝えだをさし、

      11その植うえた日ひにこれを成長せいちょうさせ、

      そのまいた朝あさにこれを花はな咲さかせても、

      その収穫しゅうかくは悲かなしみと、いやしがたい苦くるしみの日ひにとび去さる。

    


    
      12ああ、多おおくの民たみはなりどよめく、

      海うみのなりどよめくように、彼かれらはなりどよめく。

      ああ、もろもろの国くにはなりとどろく、

      大水おおみずのなりとどろくように、彼かれらはなりとどろく。

      13もろもろの国くには多おおくの水みずの

      なりとどろくように、なりとどろく。

      しかし、神かみは彼かれらを懲こらしめられる。

      彼かれらは遠とおくのがれて、

      風かぜに吹ふき去さられる山やまの上うえのもみがらのように、

      また暴風ぼうふうにうず巻まくちりのように追おいやられる。

      14夕暮ゆうぐれには、見みよ、恐おそれがある。

      まだ夜よの明あけないうちに彼かれらはうせた。

      これはわれわれをかすめる者ものの受うくべき分ぶん、

      われわれを奪うばう者ものの引ひくべきくじである。

    

  


  


  
    第十八章


    
      1ああ、エチオピヤの川々かわがわのかなたなる

      ぶんぶんと羽音はおとのする国くに、

      2この国くには葦あしの船ふねを水みずにうかべ、

      ナイル川かわによって使者ししゃをつかわす。

      とく走はしる使者ししゃよ、行いけ。

      川々かわがわの分わかれる国くにの、たけ高たかく、膚はだのなめらかな民たみ、

      遠近えんきんに恐おそれられる民たみ、

      力強ちからづよく、戦たたかいに勝かつ民たみへ行いけ。

      3すべて世よにおるもの、地ちに住すむものよ、

      山やまの上うえに旗はたの立たつときは見みよ、

      ラッパの鳴なりひびくときは聞きけ。

      4主しゅはわたしにこう言いわれた、

      「晴はれわたった日光にっこうの熱ねつのように、

      刈入かりいれの熱ねつむして露つゆの多おおい雲くものように、

      わたしは静しずかにわたしのすまいから、ながめよう」。

      5刈入かりいれの前まえ、花はなは過すぎて

      その花はながぶどうとなって熟じゅくすとき、

      彼かれはかまをもって、つるを刈かり、枝えだを切きり去さる。

      6彼かれらはみな山やまの猛禽もうきんと、

      地ちの獣けものとに捨すて置おかれる。

      猛禽もうきんはその上うえで夏なつを過すごし、

      地ちの獣けものはみなその上うえで冬ふゆを過すごす。

      7その時とき、川々かわがわの分わかれる国くにの

      たけ高たかく、膚はだのなめらかな民たみ、

      遠とおくの者ものにも近ちかくの者ものにも恐おそれられる民たみ、

      力強ちからづよく、戦たたかいに勝かつ民たみから

      万軍ばんぐんの主しゅにささげる贈おくり物ものを携たずさえて、

      万軍ばんぐんの主しゅのみ名なのある所ところ、シオンの山やまに来くる。

    

  


  


  
    第十九章


    
      1エジプトについての託宣たくせん。

      
        見みよ、主しゅは速はやい雲くもに乗のって、エジプトに来こられる。

        エジプトのもろもろの偶像ぐうぞうは、み前まえに震ふるえおののき、

        エジプトびとの心こころは彼かれらのうちに溶とけ去さる。

        2わたしはエジプトびとを奮ふるいたたせて、

        エジプトびとに逆さからわせる。

        彼かれらはおのおのその兄弟きょうだいに敵てきして戦たたかい、

        おのおのその隣となりに敵てきし、

        町まちは町まちを攻せめ、国くには国くにを攻せめる。

        3エジプトびとの魂たましいは、

        彼かれらのうちにうせて、むなしくなる。

        わたしはその計はかりごとを破やぶる。

        彼かれらは偶像ぐうぞうおよび魔術まじゅつ師し、

        巫子みこおよび魔法使まほうつかいに尋たずね求もとめる。

        4わたしはエジプトびとをきびしい主人しゅじんの手てに渡わたす、

        荒々あらあらしい王おうが彼かれらを治おさめると、

        主しゅ、万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。

      

    


    
      5ナイルの水みずはつき、川かわはかれてかわく。

      6またその運河うんがは臭くさいにおいを放はなち、

      エジプトのナイルの支流しりゅうはややに減へってかわき、

      葦あしとよしとは枯かれはてる。

      7ナイルのほとり、ナイルの岸きしには裸はだかの所ところがあり、

      ナイルのほとりにまいた物ものはことごとく枯かれ、

      散ちらされて、うせ去さる。

      8漁夫ぎょふは嘆なげき、

      すべてナイルにつりをたれる者ものは悲かなしみ、

      網あみを水みずのおもてにうつ者ものは衰おとろえる。

      9練ねった麻あさで物ものを造つくる者ものと、

      白布しろぬのを織おる者ものは恥はじる。

      10国くにの柱はしらたる者ものは砕くだかれ、

      すべて雇やとわれて働はたらく者ものは嘆なげき悲かなしむ。

      11ゾアンの君きみたちは全まったく愚おろかであり、

      パロの賢かしこい議ぎ官かんらは愚おろかな計はかりごとをなす。

      あなたがたはどうしてパロにむかって

      「わたしは賢かしこい者ものの子こ、いにしえの王おうの子こです」と

      言いうことができようか。

      12あなたの賢かしこい者ものはどこにおるか。

      彼かれらをして、

      万軍ばんぐんの主しゅがエジプトについて定さだめられたことを

      あなたに告つげ知しらしめよ。

      13ゾアンの君きみたちは愚おろかとなり、

      メンピスの君きみたちは欺あざむかれ、

      エジプトのもろもろの部族ぶぞくの隅すみの石いしたる彼かれらは、

      かえってエジプトを迷まよわせた。

      14主しゅは曲まがった心こころを彼かれらのうちに混まぜられた。

      彼かれらはエジプトをして、

      すべてその行おこなうことに迷まよわせ、

      あたかも酔よった人ひとの物もの吐はくときに

      よろめくようにさせた。

      15エジプトに対たいしては、頭あたまあるいは尾お、

      しゅろの枝えだあるいは葦あしが

      共ともになしうるわざはない。

    


    
      16その日ひ、エジプトびとは女おんなのようになり、万軍ばんぐんの主しゅの彼かれらの上うえに振ふり動うごかされるみ手ての前まえに恐おそれおののく。 17ユダの地ちは、エジプトびとに恐おそれられ、ユダについて語かたり告つげることを聞きくエジプトびとはみな、万軍ばんぐんの主しゅがエジプトびとにむかって定さだめられた計はかりごとのゆえに恐おそれる。
    


    
      18その日ひ、エジプトの地ちにカナンの国くにことばを語かたり、また万軍ばんぐんの主しゅに誓ちかいを立たてる五つの町まちがあり、その中なかの一つは太陽たいようの町まちととなえられる。
    


    
      19その日ひ、エジプトの国くにの中なかに主しゅをまつる一つの祭壇さいだんがあり、その境さかいに主しゅをまつる一つの柱はしらがある。 20これはエジプトの国くにで万軍ばんぐんの主しゅに、しるしとなり、あかしとなる。彼かれらがしえたげる者もののゆえに、主しゅに叫さけび求もとめるとき、主しゅは救すくう者ものをつかわして、彼かれらを守まもり助たすけられる。 21主しゅはご自分じぶんをエジプトびとに知しらせられる。その日ひ、エジプトびとは主しゅを知しり、犠牲ぎせいと供そなえ物ものとをもって主しゅに仕つかえ、主しゅに誓願せいがんをたててこれを果はたす。 22主しゅはエジプトを撃うたれる。主しゅはこれを撃うたれるが、またいやされる。それゆえ彼かれらは主しゅに帰かえる。主しゅは彼かれらの願ねがいをいれて、彼かれらをいやされる。
    


    
      23その日ひ、エジプトからアッスリヤに通かよう大路おおじがあって、アッスリヤびとはエジプトに、エジプトびとはアッスリヤに行いき、エジプトびとはアッスリヤびとと共ともに主しゅに仕つかえる。
    


    
      24その日ひ、イスラエルはエジプトとアッスリヤと共ともに三つ相あい並ならび、全ぜん地ちのうちで祝福しゅくふくをうけるものとなる。 25万軍ばんぐんの主しゅは、これを祝福しゅくふくして言いわれる、「さいわいなるかな、わが民たみなるエジプト、わが手てのわざなるアッスリヤ、わが嗣し業ぎょうなるイスラエル」と。
    

  


  


  
    第二十章


    
      1アッスリヤの王おうサルゴンからつかわされた最高さいこう司令しれい官かんがアシドドに来きて、これを攻せめ、これを取とった年ねん、—— 2その時ときに主しゅはアモツの子こイザヤによって語かたって言いわれた、「さあ、あなたの腰こしから荒布あらぬのを解とき、足あしからくつを脱ぬぎなさい」。そこでイザヤはそのようにし、裸はだか、はだしで歩あるいた。—— 3主しゅは言いわれた、「わがしもべイザヤは三年ねんの間あいだ、裸はだか、はだしで歩あるき、エジプトとエチオピヤに対たいするしるしとなり、前まえぶれとなったが、 4このようにエジプトびとのとりことエチオピヤびとの捕とらわれ人びととは、アッスリヤの王おうに引ひき行いかれて、その若わかい者ものも老おいた者ものもみな裸はだか、はだしで、しりをあらわし、エジプトの恥はじを示しめす。 5彼かれらはその頼たのみとしたエチオピヤのゆえに、その誇ほこりとしたエジプトのゆえに恐おそれ、かつ恥はじる。 6その日ひには、この海うみべに住すむ民たみは言いう、『見みよ、われわれが頼たのみとした国くに、すなわちわれわれがのがれて行いって助たすけを求もとめ、アッスリヤ王おうから救すくい出だされようとした国くにはすでにこのとおりである。われわれはどうしてのがれることができようか』と。」
    

  


  


  
    第二十一章


    
      1海うみの荒野あらのについての託宣たくせん。

      
        つむじ風かぜがネゲブを吹ふき過すぎるように、

        荒野あらのから、恐おそるべき地ちから、来くるものがある。

        2わたしは一つのきびしい幻まぼろしを示しめされた。

        かすめ奪うばう者ものはかすめ奪うばい、

        滅ほろぼす者ものは滅ほろぼす。

        エラムよ、のぼれ、メデアよ、囲かこめ。

        わたしはすべての嘆なげきをやめさせる。

        3それゆえ、わが腰こしは激はげしい痛いたみに満みたされ、

        出産しゅっさんに臨のぞむ女おんなの苦くるしみのような苦くるしみが

        わたしを捕とらえた。

        わたしは、かがんで聞きくことができず、

        恐おそれおののいて見みることができない。

        4わが心こころはみだれ惑まどい、

        わななき恐おそれること、はなはだしく、

        わたしのあこがれたたそがれは

        変かわっておののきとなった。

        5彼かれらは食卓しょくたくを設もうけ、

        じゅうたんを敷しいて食くい飲のみする。

        もろもろの君きみよ、立たって、盾たてに油あぶらをぬれ。

        6主しゅはわたしにこう言いわれた、

        「行いって、見張みはりびとをおき、

        その見みるところを告つげさせよ。

        7馬うまに乗のって二列れつに並ならんだ者ものと、ろばに乗のった者ものと、

        らくだに乗のった者ものとを彼かれが見みるならば、

        耳みみを傾かたむけてつまびらかに聞きかせよ」。

        8その時とき、見張みはりびとは呼よばわって言いった、

        「主しゅよ、わたしがひねもすやぐらに立たち、

        夜よもすがらわが見張みはり所じょに立たっていると、

        9見みよ、馬うまに乗のって二列れつに並ならんだ者ものがここに来きます」。

        彼かれは答こたえて言いった、

        「倒たおれた、バビロンは倒たおれた、

        その神々かみがみの像ぞうはことごとく打うち砕くだかれて

        地ちに伏ふした」。

        10ああ、踏ふみにじられたわが民たみ、わが打うち場ばの子こよ、

        イスラエルの神かみ、万軍ばんぐんの主しゅから

        わたしが聞きいたところのものを

        あなたがたに告つげる。

      

    


    
      11ドマについての託宣たくせん。

      
        セイルからわたしに呼よばわる者ものがある、

        「夜回よまわりよ、今いまは夜よるのなんどきですか、

        夜回よまわりよ、今いまは夜よるのなんどきですか」。

        12夜回よまわりは言いう、

        「朝あさがきます、夜よるもまたきます。

        もしあなたがたが聞きこうと思おもうならば聞ききなさい、

        また来きなさい」。

      

    


    
      13アラビヤについての託宣たくせん。

      
        デダンびとの隊商たいしょうよ、

        あなたがたはアラビヤの林はやしにやどる。

        14テマの地ちに住すむ民たみよ、

        水みずを携たずさえて、かわいた者ものを迎むかえ、

        パンをもって、逃にげのがれた者ものを迎むかえよ。

        15彼かれらはつるぎを避さけ、抜ぬいたつるぎを避さけ、

        張はった弓ゆみを避さけ、また激はげしい戦たたかいを避さけて、

        逃にげてきたからである。

      

    


    
      16主しゅはわたしにこう言いわれた、「雇人やといにんの年期ねんきのように一年ねん以内いないにケダルのすべての栄華えいがはつきはてる。 17ケダルの子こらの勇士ゆうしで、射手しゃしゅの残のこる者ものは少すくない」。これはイスラエルの神かみ、主しゅが語かたられたのである。
    

  


  


  
    第二十二章


    
      1幻まぼろしの谷たにについての託宣たくせん。

      
        あなたがたはなぜ、みな屋根やねにのぼったのか。

        2叫さけび声ごえで満みちている者もの、

        騒さわがしい都みやこ、喜よろこびに酔よっている町まちよ。

        あなたのうちの殺ころされた者ものは

        つるぎで殺ころされたのではなく、

        また戦たたかいに倒たおれたのでもない。

        3あなたのつかさたちは皆みな共ともにのがれて行いったが、

        弓ゆみを捨すてて捕とらえられた。

        彼かれらは遠とおく逃にげて行いったが、

        あなたのうちの見みつかった者ものはみな捕とらえられた。

        4それゆえ、わたしは言いった、

        「わたしを顧かえりみてくれるな、

        わたしはいたく泣なき悲かなしむ。

        わが民たみの娘むすめの滅ほろびのために、

        わたしを慰なぐさめようと努つとめてはならない」。

      

    


    
      5万軍ばんぐんの神かみ、主しゅは幻まぼろしの谷たにに

      騒さわぎと、踏ふみにじりと、混乱こんらんの日ひをこさせられる。

      城壁じょうへきはくずれ落おち、叫さけび声ごえは山やまに聞きこえる。

      6エラムは箙えびらを負おい、

      戦車せんしゃと騎兵きへいとをもってきたり、

      キルは盾たてをあらわした。

      7あなたの最もっとも美うつくしい谷たには戦車せんしゃで満みち、

      騎兵きへいはもろもろの門もんにむかって立たった。

      8ユダを守まもるおおいは取とり除のぞかれた。

    


    
      その日ひあなたは林はやしの家いえの武具ぶぐを仰あおぎ望のぞんだ。 9またあなたがたはダビデの町まちの破やぶれの多おおいのを見み、下したの池いけの水みずを集あつめ、 10エルサレムの家いえを数かぞえ、またその家いえをこわして城壁じょうへきを築きずき、 11一つの貯水池ちょすいちを二つの城壁じょうへきの間あいだに造つくって古池ふるいけの水みずをひいた。しかしあなたがたはこの事ことをなされた者ものを仰あおぎ望のぞまず、この事ことを昔むかしから計画けいかくされた者ものを顧かえりみなかった。
    


    
      12その日ひ、万軍ばんぐんの神かみ、主しゅは

      泣なき悲かなしみ、頭あたまをかぶろにし、

      荒布あらぬのをまとうことを命めいじられたが、

      13見みよ、あなたがたは喜よろこび楽たのしみ、

      牛うしをほふり、羊ひつじを殺ころし、

      肉にくを食くい、酒さけを飲のんで言いう、

      「われわれは食くい、かつ飲のもう、

      明日みょうにちは死しぬのだから」。

      14万軍ばんぐんの主しゅはみずからわたしの耳みみに示しめされた、

      「まことに、この不義ふぎはあなたがたが死しぬまで、

      ゆるされることはない」と

      万軍ばんぐんの神かみ、主しゅは言いわれる。

    


    
      15万軍ばんぐんの神かみ、主しゅはこう言いわれる、「さあ、王おうの家いえをつかさどるこの執事しつじセブナに行いって言いいなさい、 16『あなたはここになんの係かかわりがありますか。あなたはだれの縁故えんこでここに自分じぶんのために墓はかを掘ほったのですか。あなたは高たかい所ところに墓はかを掘ほり、岩いわをうがって自分じぶんのためにすみかを造つくった。 17強つよい人ひとよ、見みよ、主しゅはあなたを激はげしくなげ倒たおされる。主しゅはあなたを堅かたくつかまえ、 18ぐるぐるまわして、まりのように広々ひろびろした地ちに投なげられる。主人しゅじんの家いえの恥はじとなる者ものよ、あなたはそこで死しに、あなたの華麗かれいな車くるまはそこに残のこる。 19わたしは、あなたをその職しょくから追おい、その地位ちいから引ひきおろす。 20その日ひ、わたしは、わがしもべヒルキヤの子こエリアキムを呼よんで、 21あなたの衣ころもを着きせ、あなたの帯おびをしめさせ、あなたの権力けんりょくを彼かれの手てにゆだねる。彼かれはエルサレムの民たみとユダの家いえとの父ちちとなる。 22わたしはまたダビデの家いえのかぎを彼かれの肩かたに置おく。彼かれが開ひらけば閉とじる者ものなく、彼かれが閉とじれば開ひらく者ものはない。 23わたしは彼かれを堅かたい所ところに打うったくぎのようにする。そして彼かれはその父ちちの家いえの誉ほまれの座ざとなり、 24その父ちちの家いえのすべての重おもさは彼かれの上うえにかかる。すなわちその子こ、その孫まごおよびすべての小ちいさい器うつわ、鉢はちからすべてのびんにいたるまでみな、彼かれの上うえにかかる』」。 25万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる、「その日ひ、堅かたい所ところに打うったくぎは抜ぬけ、切きられて落おちる。その上うえにかかっている荷にもまた取とり去さられる」と主しゅは語かたられた。
    

  


  


  
    第二十三章


    
      1ツロについての託宣たくせん。

      
        タルシシのもろもろの船ふねよ、泣なき叫さけべ、

        ツロは荒あれすたれて、家いえなく、

        船ふね泊とまりする港みなともないからだ。

        この事ことはクプロの地ちから彼かれらに告つげ知しらせられる。

        2海うみべに住すむ民たみよ、

        シドンの商人しょうにんよ、もだせ、

        あなたがたの使者ししゃは海うみを渡わたり、

        大おおいなる水みずの上うえにあった。

        3ツロの収入しゅうにゅうはシホルの穀物こくもつ、

        ナイル川かわの収穫しゅうかくであった。

        ツロはもろもろの国くにびとの商人しょうにんであった。

        4シドンよ、恥はじよ、

        海うみは言いった、海うみの城しろは言いう、

        「わたしは苦くるしまず、また産うまなかった。

        わたしは若わかい男子だんしを養やしなわず、

        また処女しょじょを育そだてなかった」。

        5この報道ほうどうがエジプトに達たっするとき、

        彼かれらはツロについての報道ほうどうによって、いたく苦くるしむ。

        6タルシシに渡わたれ、

        海うみべに住すむ民たみよ、泣なき叫さけべ。

        7これがその起源きげんも古ふるい町まち、

        自分じぶんの足あしで移うつり、遠とおくにまで移住いじゅうした町まち、

        あなたがたの喜よろこび誇ほこる町まちなのか。

        8ツロにむかってこれを定さだめたのはだれか。

        ツロは冠かんむりを授さづけた町まち、

        その商人しょうにんは君きみたち、

        その貿易ぼうえき業者ぎょうしゃは地ちの尊たっとい人々ひとびとであった。

        9万軍ばんぐんの主しゅはすべての栄光えいこうの誇ほこりを汚けがし、

        地ちのすべての尊たっとい者ものをはずかしめるために

        これを定さだめられたのだ。

        10タルシシの娘むすめよ、

        ナイル川かわのようにおのが地ちにあふれよ。

        もはや束縛そくばくするものはない。

        11主しゅはその手てを海うみの上うえに伸のべて

        国々くにぐにを震ふるい動うごかされた。

        主しゅはカナンについて詔みことのりを出だし、

        そのとりでをこわされた。

        12主しゅは言いわれた、

        「しえたげられた処女しょじょシドンの娘むすめよ、

        あなたはもはや喜よろこぶことはない。

        立たって、クプロに渡わたれ、

        そこでもあなたは安息あんそくを得えることはない」。

      

    


    
      13カルデヤびとの国くにを見みよ、アッスリヤではなく、この民たみがツロを野のの獣けもののすみかに定さだめた。彼かれらはやぐらを建たて、もろもろの宮殿きゅうでんをこわして荒塚あらつかとした。

      
        14タルシシのもろもろの船ふねよ、泣なき叫さけべ、

        あなたがたのとりでは荒あれすたれたから。

      

    


    
      15その日ひ、ツロはひとりの王おうのながらえる日ひと同おなじく七十年ねんの間あいだ忘わすれられ、七十年ねん終おわって後のち、ツロは遊女ゆうじょの歌うたのようになる、

      
        16「忘わすれられた遊女ゆうじょよ、

        琴ことを執とって町まちを経へめぐり、

        巧たくみに弾だんじ、多おおくの歌うたをうたって、

        人ひとに思おもい出だされよ」。

      

    


    
      17七十年ねん終おわって後のち、主しゅはツロを顧かえりみられる。ツロは再ふたたび淫行いんこうの価あたいを得えて、地ちのおもてにある世よのすべての国々くにぐにと姦淫かんいんを行おこない、 18その商品しょうひんとその価あたいとは主しゅにささげられる。これはたくわえられることなく、積つまれることなく、その商品しょうひんは主しゅの前まえに住すむ者もののために豊ゆたかな食物しょくもつとなり、みごとな衣服いふくとなる。
    

  


  


  
    第二十四章


    
      1見みよ、主しゅはこの地ちをむなしくし、

      これを荒あれすたれさせ、これをくつがえして、

      その民たみを散ちらされる。

      2そして、その民たみも祭司さいしもひとしく、

      しもべも主人しゅじんもひとしく、

      はしためも主婦しゅふもひとしく、

      買かう者ものも売うる者ものもひとしく、

      貸かす者ものも借かりる者ものもひとしく、

      債権者さいけんしゃも債務者さいむしゃもひとしく、

      この事ことにあう。

      3地ちは全まったくむなしくされ、全まったくかすめられる。

      主しゅがこの言葉ことばを告つげられたからである。

      4地ちは悲かなしみ、衰おとろえ、

      世よはしおれ、衰おとろえ、

      天てんも地ちと共ともにしおれはてる。

      5地ちはその住すむ民たみの下したに汚けがされた。

      これは彼かれらが律法りっぽうにそむき、定さだめを犯おかし、

      とこしえの契約けいやくを破やぶったからだ。

      6それゆえ、のろいは地ちをのみつくし、

      そこに住すむ者ものはその罪つみに苦くるしみ、

      また地ちの民たみは焼やかれて、わずかの者ものが残のこされる。

      7新あたらしいぶどう酒しゅは悲かなしみ、ぶどうはしおれ、

      心こころの楽たのしい者ものもみな嘆なげく。

      8鼓つづみの音おとは静しずまり、

      喜よろこぶ者ものの騒さわぎはやみ、

      琴ことの音ねもまた静しずまった。

      9彼かれらはもはや歌うたをうたって酒さけを飲のまず、

      濃こき酒さけはこれを飲のむ者ものに苦にがくなる。

      10混乱こんらんせる町まちは破やぶられ、

      すべての家いえは閉とざされて、はいることができない。

      11ちまたには酒さけの不足ふそくのために叫さけぶ声こえがあり、

      すべての喜よろこびは暗くらくなり、

      地ちの楽たのしみは追おいやられた。

      12町まちには荒あれすたれた所ところのみ残のこり、

      その門もんもこわされて破やぶれた。

      13地ちのうちで、もろもろの民たみのなかで残のこるものは、

      オリブの木きの打うたれた後のちの実みのように、

      ぶどうの収穫しゅうかくの終おわった後のちにその採とり残のこりを

      集あつめるときのようになる。

    


    
      14彼かれらは声こえをあげて喜よろこび歌うたう。

      主しゅの威光いこうのゆえに、西にしから喜よろこび呼よばわる。

      15それゆえ、東ひがしで主しゅをあがめ、

      海沿うみぞいの国々くにぐにでイスラエルの神かみ、主しゅの名なをあがめよ。

      16われわれは地ちの果はてから、さんびの歌うたを聞きいた、

      「栄光えいこうは正ただしい者ものにある」と。

      しかし、わたしは言いう、「わたしはやせ衰おとろえる、

      わたしはやせ衰おとろえる、わたしはわざわいだ。

      欺あざむく者ものはあざむき、

      欺あざむく者ものは、はなはだしくあざむく」。

    


    
      17地ちに住すむ者ものよ、

      恐おそれと、落おとし穴あなと、わなとはあなたの上うえにある。

      18恐おそれの声こえをのがれる者ものは落おとし穴あなに陥おちいり、

      落おとし穴あなから出でる者ものはわなに捕とらえられる。

      天てんの窓まどは開ひらけ、地ちの基もといが震ふるい動うごくからである。

      19地ちは全まったく砕くだけ、

      地ちは裂さけ、

      地ちは激はげしく震ふるい、

      20地ちは酔よいどれのようによろめき、

      仮かり小屋こやのようにゆり動うごく。

      そのとがはその上うえに重おもく、

      ついに倒たおれて再ふたたび起おきあがることはない。

    


    
      21その日ひ、主しゅは天てんにおいて、天てんの軍勢ぐんぜいを罰ばっし、

      地ちの上うえで、地ちのもろもろの王おうを罰ばっせられる。

      22彼かれらは囚人しゅうじんが土つちろうの中なかに

      集あつめられるように集あつめられて、

      獄屋ごくやの中なかに閉とざされ、

      多おおくの日ひを経へて後のち、罰ばっせられる。

      23こうして万軍ばんぐんの主しゅがシオンの山やま

      およびエルサレムで統すべ治おさめ、

      かつその長老ちょうろうたちの前まえに

      その栄光えいこうをあらわされるので、

      月つきはあわて、日ひは恥はじる。

    

  


  


  
    第二十五章


    
      1主しゅよ、あなたはわが神かみ、

      わたしはあなたをあがめ、み名なをほめたたえる。

      あなたはさきに驚おどろくべきみわざを行おこない、

      いにしえから定さだめた計画けいかくを

      真実しんじつをもって行おこなわれたから。

      2あなたは町まちを石塚いしづかとし、堅固けんごな町まちを荒塚あらつかとされた。

      外国がいこく人じんのやかたは、もはや町まちではなく、

      とこしえに建たてられることはない。

      3それゆえ、強つよい民たみはあなたを尊たっとび、

      あらぶる国々くにぐにの町まちはあなたを恐おそれる。

      4あなたは貧まずしい者もののとりでとなり、

      乏とぼしい者ものの悩なやみのときのとりでとなり、

      あらしをさける避さけ所どころとなり、

      熱あつさをさける陰かげとなられた。

      あらぶる者ものの及およぼす害がいは、

      石いしがきを打うつあらしのごとく、

      5かわいた地ちの熱あつさのようだからである。

      あなたは外国がいこく人じんの騒さわぎをおさえ、

      雲くもが陰かげをもって熱ねつをとどめるように

      あらぶる者ものの歌うたをとどめられる。

    


    
      6万軍ばんぐんの主しゅはこの山やまで、すべての民たみのために肥こえたものをもって祝宴しゅくえんを設もうけ、久ひさしくたくわえたぶどう酒しゅをもって祝宴しゅくえんを設もうけられる。すなわち髄ずいの多おおい肥こえたものと、よく澄すんだ長ながくたくわえたぶどう酒しゅをもって祝宴しゅくえんを設もうけられる。 7また主しゅはこの山やまで、すべての民たみのかぶっている顔かおおおいと、すべての国くにのおおっているおおい物ものとを破やぶられる。 8主しゅはとこしえに死しを滅ほろぼし、主しゅなる神かみはすべての顔かおから涙なみだをぬぐい、その民たみのはずかしめを全ぜん地ちの上うえから除のぞかれる。これは主しゅの語かたられたことである。
    


    
      9その日ひ、人ひとは言いう、「見みよ、これはわれわれの神かみである。わたしたちは彼かれを待まち望のぞんだ。彼かれはわたしたちを救すくわれる。これは主しゅである。わたしたちは彼かれを待まち望のぞんだ。わたしたちはその救すくいを喜よろこび楽たのしもう」と。
    


    
      10主しゅの手てはこの山やまにとどまり、モアブは肥こえだめの中なかに踏ふまれるわらのように、おのれの所ところで踏ふみにじられる。 11彼かれはその中なかで泳およぐ物ものが泳およごうとして手てを伸のばすように、その手てを伸のばす。しかし主しゅはその高たかぶりを、その手ての巧たくみなわざと共ともに低ひくくされる。 12その石いしがきの高たかい城郭じょうかくを主しゅは傾かたむけ倒たおし、地ちに投なげうって、ちりにかえされる。
    

  


  


  
    第二十六章


    
      1その日ひユダの国くにで、この歌うたをうたう、

      「われわれは堅固けんごな町まちをもつ。

      主しゅは救すくいをその石いしがきとし、

      またとりでとされる。

      2門もんを開ひらいて、信仰しんこうを守まもる正ただしい国民こくみんを入いれよ。

      3あなたは全まったき平安へいあんをもって

      こころざしの堅固けんごなものを守まもられる。

      彼かれはあなたに信頼しんらいしているからである。

      4とこしえに主しゅに信頼しんらいせよ、

      主しゅなる神かみはとこしえの岩いわだからである。

      5主しゅは高たかき所ところ、そびえたつ町まちに住すむ者ものをひきおろし、

      これを伏ふさせ、これを地ちに伏ふさせて、

      ちりにかえされる。

      6こうして足あしで踏ふまれ、

      貧まずしい者ものの足あしで踏ふまれ、

      乏とぼしい者ものはその上うえを歩あゆむ」。

    


    
      7正ただしい者ものの道みちは平たいらである。

      あなたは正ただしい者ものの道みちをなめらかにされる。

      8主しゅよ、あなたがさばきをなさる道みちで、

      われわれはあなたを待まち望のぞむ。

      われわれの魂たましいの慕したうものは、

      あなたの記念きねんの名なである。

      9わが魂たましいは夜よるあなたを慕したい、

      わがうちなる霊れいは、せつにあなたを求もとめる。

      あなたのさばきが地ちに行おこなわれるとき、

      世よに住すむ者ものは正義せいぎを学まなぶからである。

      10悪あしき者ものは恵めぐまれても、なお正義せいぎを学まなばず、

      正ただしい地ちにあっても不義ふぎを行おこない、

      主しゅの威光いこうを仰あおぐことをしない。

      11主しゅよ、あなたのみ手てが高たかくあがるけれども、

      彼かれらはそれを顧かえりみない。

      どうか、あなたの、おのが民たみを救すくわれる熱心ねっしんを

      彼かれらに見みさせて、大おおいに恥はじさせ、

      火ひをもってあなたの敵てきを焼やき滅ほろぼしてください。

      12主しゅよ、あなたはわれわれのために

      平和へいわを設もうけられる。

      あなたはわれわれのために

      われわれのすべてのわざをなし遂とげられた。

      13われわれの神かみ、主しゅよ、

      あなた以外いがいのもろもろの主しゅがわれわれを治おさめた。

      しかし、われわれはただ、

      あなたの名なのみをあがめる。

      14死しんだ者ものはまた生いきない。

      亡霊ぼうれいは生いき返かえらない。

      それで、あなたは彼かれらを罰ばっして滅ほろぼし、

      彼かれらの思おもい出でをことごとく消けし去さられた。

      15主しゅよ、あなたはこの国民こくみんを増まし加くわえられた。

      あなたはこの国民こくみんを増まし加くわえられた。

      あなたは栄光えいこうをあらわされた。

      あなたは地ちの境さかいを四方しほうに広ひろげられた。

    


    
      16主しゅよ、彼かれらは悩なやみのとき、あなたに求もとめた。

      彼かれらがあなたの懲こらしめにあったとき、

      祈いのりをささげた。

      17主しゅよ、はらめる女おんなの産うむときが近ちかづいて苦くるしみ、

      その痛いたみによって叫さけぶように、

      われわれはあなたのゆえに、そのようであった。

      18われわれは、はらみ、苦くるしんだ。

      しかしわれわれの産うんだものは風かぜにすぎなかった。

      われわれは救すくいを地ちに施ほどこすこともせず、

      また世よに住すむ者ものを滅ほろぼすこともしなかった。

      19あなたの死者ししゃは生いき、彼かれらのなきがらは起おきる。

      ちりに伏ふす者ものよ、さめて喜よろこびうたえ。

      あなたの露つゆは光ひかりの露つゆであって、

      それを亡霊ぼうれいの国くにの上うえに降ふらされるからである。

    


    
      20さあ、わが民たみよ、あなたのへやにはいり、

      あなたのうしろの戸とを閉とじて、

      憤いきどおりの過すぎ去さるまで、しばらく隠かくれよ。

      21見みよ、主しゅはそのおられる所ところを出でて、

      地ちに住すむ者ものの不義ふぎを罰ばっせられる。

      地ちはその上うえに流ながされた血ちをあらわして、

      殺ころされた者ものを、もはやおおうことがない。

    

  


  


  
    第二十七章


    
      1その日ひ、主しゅは堅かたく大おおいなる強つよいつるぎで逃にげるへびレビヤタン、曲まがりくねるへびレビヤタンを罰ばっし、また海うみにおる龍りゅうを殺ころされる。
    


    
      2その日ひ

      「麗うるわしきぶどう畑はたけよ、このことを歌うたえ。

      3主しゅなるわたしはこれを守まもり、

      常つねに水みずをそそぎ、

      夜よるも昼ひるも守まもって、そこなう者もののないようにする。

      4わたしは憤いきどおらない。

      いばら、おどろがわたしと戦たたかうなら、

      わたしは進すすんでこれを攻せめ、

      皆みなもろともに焼やきつくす。

      5それを望のぞまないなら、わたしの保護ほごにたよって、

      わたしと和やわらぎをなせ、

      わたしと和やわらぎをなせ」。

      6後のちになれば、ヤコブは根ねをはり、

      イスラエルは芽めを出だして花はな咲さき、

      その実みを全ぜん世界せかいに満みたす。

    


    
      7主しゅは彼かれらを撃うった者ものを撃うたれたように

      彼かれらを撃うたれたか。

      あるいは彼かれらを殺ころした者ものが殺ころされたように

      彼かれらは殺ころされたか。

      8あなたは彼かれらと争あらそって、彼かれらを追放ついほうされた。

      主しゅは東風ひがしかぜの日ひに、その激はげしい風かぜをもって

      彼かれらを移うつしやられた。

      9それゆえ、ヤコブの不義ふぎは

      これによって、あがなわれる。

      これによって結むすぶ実みは彼かれの罪つみを除のぞく。

      すなわち彼かれが祭壇さいだんのすべての石いしを

      砕くだけた白堊はくあのようにし、

      アシラ像ぞうと香こうの祭壇さいだんとを再ふたたび建たてないことである。

      10堅固けんごな町まちは荒あれてさびしく、

      捨すて去さられたすまいは荒野あらののようだ。

      子こ牛うしはそこに草くさを食くい、

      そこに伏ふして、その木きの枝えだを裸はだかにする。

      11その枝えだが枯かれると、折おり取とられ、

      女おんなが来きてそれを燃もやす。

      これは無知むちの民たみだからである。

      それゆえ、彼かれらを造つくられた主しゅは

      彼かれらをあわれまれない。

      彼かれらを形かたち造つくられた主しゅは、彼かれらを恵めぐまれない。

    


    
      12イスラエルの人々ひとびとよ、その日ひ、主しゅはユフラテ川かわからエジプトの川かわにいたるまで穀物こくもつの穂ほを打うち落おとされる。そしてあなたがたは、ひとりびとり集あつめられる。 13その日ひ大おおいなるラッパが鳴なりひびき、アッスリヤの地ちにある失うしなわれた者ものと、エジプトの地ちに追おいやられた者ものとがきて、エルサレムの聖山せいざんで主しゅを拝おがむ。
    

  


  


  
    第二十八章


    
      1エフライムの酔よいどれの誇ほこる冠かんむりと、

      酒さけにおぼれた者ものの肥こえた谷たにのかしらにある

      しぼみゆく花はなの美うつくしい飾かざりは、わざわいだ。

      2見みよ、主しゅはひとりの力ちからある強つよい者ものを持もっておられる。

      これはひょうをまじえた暴風ぼうふうのように、

      破やぶり、そこなう暴風雨ぼうふううのように、

      大水おおみずのあふれみなぎる暴風ぼうふうのように、

      それを激はげしく地ちに投なげうつ。

      3エフライムの酔よいどれの誇ほこる冠かんむりは

      足あしで踏ふみにじられる。

      4肥こえた谷たにのかしらにある

      しぼみゆく花はなの美うつくしい飾かざりは、

      夏なつ前まえに熟じゅくした初はつなりのいちじくのようだ。

      人ひとがこれを見みると、取とるやいなや、食たべてしまう。

      5その日ひ、万軍ばんぐんの主しゅはその民たみの残のこった者もののために、

      栄さかえの冠かんむりとなり、麗うるわしい冠かんむりとなられる。

      6また、さばきの席せきに座ざする者ものにはさばきの霊れいとなり、

      戦たたかいを門もんまで追おい返かえす者ものには力ちからとなられる。

    


    
      7しかし、これらもまた酒さけのゆえによろめき、

      濃こき酒さけのゆえによろける。

      祭司さいしと預言者よげんしゃとは濃こき酒さけのゆえによろめき、

      酒さけのゆえに心こころみだれ、

      濃こき酒さけのゆえによろける。

      彼かれらは幻まぼろしを見みるときに誤あやまり、

      さばきを行おこなうときにつまづく。

      8すべての食卓しょくたくは吐はいた物もので満みち、清きよい所ところはない。

    


    
      9「彼かれはだれに知識ちしきを教おしえようとするのか。

      だれにおとずれを説ときあかそうとするのか。

      乳ちちをやめ、乳ちぶさを離はなれた者ものにするのだろうか。

      10それは教訓きょうくんに教訓きょうくん、教訓きょうくんに教訓きょうくん、

      規則きそくに規則きそく、規則きそくに規則きそく。

      ここにも少すこし、そこにも少すこし教おしえるのだ」。

    


    
      11否いな、むしろ主しゅは異国いこくのくちびると、

      異国いこくの舌したとをもってこの民たみに語かたられる。

      12主しゅはさきに彼かれらに言いわれた、

      「これが安息あんそくだ、

      疲つかれた者ものに安息あんそくを与あたえよ。

      これが休息きゅうそくだ」と。

      しかし彼かれらは聞きこうとはしなかった。

      13それゆえ、主しゅの言葉ことばは彼かれらに、

      教訓きょうくんに教訓きょうくん、教訓きょうくんに教訓きょうくん、

      規則きそくに規則きそく、規則きそくに規則きそく、

      ここにも少すこし、そこにも少すこしとなる。

      これは彼かれらが行いって、うしろに倒たおれ、

      破やぶられ、わなにかけられ、捕とらえられるためである。

    


    
      14それゆえ、エルサレムにあるこの民たみを治おさめる

      あざける人々ひとびとよ、主しゅの言葉ことばを聞きけ。

      15あなたがたは言いった、

      「われわれは死しと契約けいやくをなし、

      陰府よみと協定きょうていを結むすんだ。

      みなぎりあふれる災わざわいの過すぎる時ときにも、

      それはわれわれに来こない。

      われわれはうそを避さけ所どころとなし、

      偽いつわりをもって身みをかくしたからである」。

      16それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、

      「見みよ、わたしはシオンに

      一つの石いしをすえて基もといとした。

      これは試こころみを経へた石いし、

      堅かたくすえた尊たっとい隅すみの石いしである。

      『信しんずる者ものはあわてることはない』。

      17わたしは公平こうへいを、測はかりなわとし、

      正義せいぎを、下さげ振ふりとする。

      ひょうは偽いつわりの避さけ所どころを滅ほろぼし、

      水みずは隠かくれ場ばを押おし倒たおす」。

      18その時ときあなたがたが死しとたてた契約けいやくは取とり消けされ、

      陰府よみと結むすんだ協定きょうていは行おこなわれない。

      みなぎりあふれる災わざわいの過すぎるとき、

      あなたがたはこれによって打うち倒たおされる。

      19それが過すぎるごとに、あなたがたを捕とらえる。

      それは朝あさな朝あさな過すぎ、

      昼ひるも夜よるも過すぎるからだ。

      このおとずれを聞ききわきまえることは、

      全まったくの恐おそれである。

      20床とこが短みじかくて身みを伸のべることができず、

      かける夜具やぐが狭せまくて

      身みをおおうことができないからだ。

      21主しゅはペラジム山やまで立たたれたように立たちあがり、

      ギベオンの谷たにで憤いきどおられたように憤いきどおられて、

      その行おこないをなされる。

      その行おこないは類るいのないものである。

      またそのわざをなされる。

      そのわざは異ことなったものである。

      22それゆえ、あなたがたはあざけってはならない。

      さもないと、あなたがたのなわめは、きびしくなる。

      わたしは主しゅなる万軍ばんぐんの神かみから

      全ぜん地ちの上うえに臨のぞむ滅ほろびの宣言せんげんを聞きいたからである。

    


    
      23あなたがたは耳みみを傾かたむけて、わが声こえを聞きくがよい。

      心こころしてわが言葉ことばを聞きくがよい。

      24種たねをまくために耕たがやす者ものは絶たえず耕たがやすだろうか。

      彼かれは絶たえずその地ちをひらき、

      まぐわをもって土つちをならすだろうか。

      25地ちのおもてを平たいらにしたならば、

      いのんどをまき、クミンをまき、

      小麦こむぎをうねに植うえ、大麦おおむぎを定さだめた所ところに植うえ、

      スペルト麦むぎをその境さかいに植うえないだろうか。

      26これは彼かれの神かみが正ただしく、

      彼かれを導みちびき教おしえられるからである。

      27いのんどは麦むぎこき板いたでこかない、

      クミンはその上うえに車輪しゃりんをころがさない。

      いのんどを打うつには棒ぼうを用もちい、

      クミンを打うつにはさおを用もちいる。

      28人ひとはパン用ようの麦むぎを打うつとき砕くだくだろうか、

      否いな、それが砕くだけるまでいつまでも打うつことをしない。

      馬うまをもってその上うえに車輪しゃりんを引ひかせるとき、

      それを砕くだくことをしない。

      29これもまた万軍ばんぐんの主しゅから出でることである。

      その計はかりごとは驚おどろくべく、

      その知恵ちえはすぐれている。

    

  


  


  
    第二十九章


    
      1ああ、アリエルよ、アリエルよ、

      ダビデが営えいをかまえた町まちよ、

      年としに年としを加くわえ、祭まつりをめぐりこさせよ。

      2その時ときわたしはアリエルを悩なやます。

      そこには悲かなしみと嘆なげきとがあって、

      アリエルのようなものとなる。

      3わたしはあなたのまわりに営えいを構かまえ、

      やぐらをもってあなたを囲かこみ、

      塁るいを築きずいてあなたを攻せめる。

      4その時ときあなたは深ふかい地ちの中なかから物言ものいい、

      低ひくいちりの中なかから言葉ことばを出だす。

      あなたの声こえは亡霊ぼうれいの声こえのように地ちから出で、

      あなたの言葉ことばはちりの中なかから、さえずるようである。

      5しかしあなたのあだの群むれは

      細こまかなちりのようになり、

      あらぶる者ものの群むれは

      吹ふき去さられるもみがらのようになる。

      また、にわかに、またたくまに、この事ことがある。

      6すなわち万軍ばんぐんの主しゅは雷かみなり、地震じしん、大おおいなる叫さけび、

      つむじ風かぜ、暴風ぼうふうおよび焼やきつくす火ひの炎ほのおをもって

      臨のぞまれる。

      7そしてアリエルを攻せめて戦たたかう国々くにぐにの群むれ、

      すなわちアリエルとその城しろを攻せめて戦たたかい、

      これを悩なやます者ものはみな

      夢ゆめのように、夜よるの幻まぼろしのようになる。

      8飢うえた者ものが食たべることを夢ゆめみても、

      さめると、その飢うえがいえないように、

      あるいは、かわいた者ものが飲のむことを夢ゆめみても、

      さめると、疲つかれてそのかわきがとまらないように、

      シオンの山やまを攻せめて戦たたかう国々くにぐにの群むれも

      そのようになる。

    


    
      9あなたがたは知覚ちかくを失うしなって気きが遠とおくなれ、

      目めがくらんで盲めくらとなれ。

      あなたがたは酔よっていよ、しかし酒さけのゆえではない、

      よろめけ、しかし濃こき酒さけのゆえではない。

      10主しゅが深ふかい眠ねむりの霊れいをあなたがたの上うえにそそぎ、

      あなたがたの目めである預言者よげんしゃを閉とじこめ、

      あなたがたの頭あたまである先見者せんけんしゃを

      おおわれたからである。

    


    
      11それゆえ、このすべての幻まぼろしは、あなたがたには封ふうじた書物しょもつの言葉ことばのようになり、人々ひとびとはこれを読よむことのできる者ものにわたして、「これを読よんでください」と言いえば、「これは封ふうじてあるから読よむことができない」と彼かれは言いう。 12またその書物しょもつを読よむことのできない者ものにわたして、「これを読よんでください」と言いえば、「読よむことはできない」と彼かれは言いう。
    


    
      13主しゅは言いわれた、

      「この民たみは口くちをもってわたしに近ちかづき、

      くちびるをもってわたしを敬うやまうけれども、

      その心こころはわたしから遠とおく離はなれ、

      彼かれらのわたしをかしこみ恐おそれるのは、

      そらで覚おぼえた人ひとの戒いましめによるのである。

      14それゆえ、見みよ、わたしはこの民たみに、

      再ふたたび驚おどろくべきわざを行おこなう、

      それは不思議ふしぎな驚おどろくべきわざである。

      彼かれらのうちの賢かしこい人ひとの知恵ちえは滅ほろび、

      さとい人ひとの知識ちしきは隠かくされる」。

    


    
      15わざわいなるかな、

      おのが計はかりごとを主しゅに深ふかく隠かくす者もの。

      彼かれらは暗くらい中なかでわざを行おこない、

      「だれがわれわれを見みるか、

      だれがわれわれのことを知しるか」と言いう。

      16あなたがたは転倒てんとうして考かんがえている。

      陶器とうき師しは粘土ねんどと同おなじものに思おもわれるだろうか。

      造つくられた物ものはそれを造つくった者ものについて、

      「彼かれはわたしを造つくらなかった」と言いい、

      形かたち造つくられた物ものは形かたち造つくった者ものについて、

      「彼かれは知恵ちえがない」と言いうことができようか。

    


    
      17しばらくしてレバノンは変かわって肥こえた畑はたけとなり、

      肥こえた畑はたけは林はやしのように

      思おもわれる時ときが来くるではないか。

      18その日ひ、耳みみしいは書物しょもつの言葉ことばを聞きき、

      目めしいの目めはその暗くらやみから、見みることができる。

      19柔和にゅうわな者ものは主しゅによって新あらたなる喜よろこびを得え、

      人ひとのなかの貧まずしい者ものは

      イスラエルの聖者せいじゃによって楽たのしみを得える。

      20あらぶる者ものは絶たえ、

      あざける者ものはうせ、

      悪あくを行おこなおうと、おりをうかがう者ものは、

      ことごとく断たち滅ほろぼされるからである。

      21彼かれらは言葉ことばによって人ひとを罪つみに定さだめ、

      町まちの門もんでいさめる者ものをわなにおとしいれ、

      むなしい言葉ことばをかまえて正ただしい者ものをしりぞける。

    


    
      22それゆえ、昔むかしアブラハムをあがなわれた主しゅは、ヤコブの家いえについてこう言いわれる、

      
        「ヤコブは、もはやはずかしめを受うけず、

        その顔かおは、もはや色いろを失うしなうことはない。

        23彼かれの子孫しそんが、その中なかにわが手てのわざを見みるとき、

        彼かれらはわが名なを聖せいとし、

        ヤコブの聖者せいじゃを聖せいとして、

        イスラエルの神かみを恐おそれる。

        24心こころのあやまれる者ものも、悟さとりを得え、

        つぶやく者ものも教おしえをうける」。

      

    

  


  


  
    第三十章


    
      1主しゅは言いわれる、

      「そむける子こらはわざわいだ、

      彼かれらは計はかりごとを行おこなうけれども、

      わたしによってではない。

      彼かれらは同盟どうめいを結むすぶけれども、

      わが霊れいによってではない、

      罪つみに罪つみを加くわえるためだ。

      2彼かれらはわが言葉ことばを求もとめず、

      エジプトへ下くだっていって、パロの保護ほごにたより、

      エジプトの陰かげに隠かくれようとする。

      3それゆえ、パロの保護ほごは

      かえってあなたがたの恥はじとなり、

      エジプトの陰かげに隠かくれることは

      あなたがたのはずかしめとなる。

      4たとい、彼かれの君きみたちがゾアンにあり、

      彼かれの使者ししゃたちがハネスに来きても、

      5彼かれらは皆みなおのれを益えきすることのできない民たみにより、

      すなわち助たすけとならず、益えきとならず、

      かえって恥はじとなり、はずかしめとなる民たみによって、

      恥はじをかくからである」。

    


    
      6ネゲブの獣けものについての託宣たくせん。

      彼かれらはその富とみを若わかいろばの背せに負おわせ、

      その宝たからをらくだの背せに負おわせて、

      雌めじし、雄おじし、まむしおよび飛とびかけるへびの出でる

      悩なやみと苦くるしみの国くにを通とおって、

      おのれを益えきすることのできない民たみに行いく。

      7そのエジプトの助たすけは無益むえきであって、むなしい。

      それゆえ、わたしはこれを

      「休やすんでいるラハブ」と呼よんだ。

    


    
      8いま行いって、これを彼かれらの前まえで札ふだにしるし、

      書物しょもつに載のせ、

      後のちの世よに伝つたえて、とこしえにあかしとせよ。

      9彼かれらはそむける民たみ、偽いつわりを言いう子こら、

      主しゅの教おしえを聞きこうとしない子こらだ。

      10彼かれらは先見者せんけんしゃにむかって「見みるな」と言いい、

      預言者よげんしゃにむかっては

      「正ただしい事ことをわれわれに預言よげんするな、

      耳みみに聞ききよいことを語かたれ、迷まよわしごとを預言よげんせよ。

      11大路おおじを去さり、小路こうじをはなれ、

      イスラエルの聖者せいじゃについて語かたり聞きかすな」と言いう。

      12それゆえ、イスラエルの聖者せいじゃはこう言いわれる、

      「あなたがたはこの言葉ことばを侮あなどり、

      しえたげと、よこしまとを頼たのみ、

      これにたよるがゆえに、

      13この不義ふぎはあなたがたには

      突つき出でて、くずれ落おちようとする高たかい石いしがきの

      破やぶれのようであって、

      その倒壊とうかいはにわかに、またたくまに来くる。

      14その破やぶれることは陶器とうき師しの器うつわを破やぶるように

      惜おしむことなく打うち砕くだき、

      その砕くだけのなかには、炉ろから火ひを取とり、

      池いけから水みずをくめるほどの、ひとかけらさえ

      見みいだされない」。

    


    
      15主しゅなる神かみ、イスラエルの聖者せいじゃはこう言いわれた、

      「あなたがたは立たち返かえって、

      落おち着ついているならば救すくわれ、

      穏おだやかにして信頼しんらいしているならば力ちからを得える」。

      しかし、あなたがたはこの事ことを好このまなかった。

      16かえって、あなたがたは言いった、

      「否いな、われわれは馬うまに乗のって、とんで行いこう」と。

      それゆえ、あなたがたはとんで帰かえる。また言いった、

      「われらは速はやい馬うまに乗のろう」と。

      それゆえ、あなたがたを追おう者ものは速はやい。

      17ひとりの威嚇いかくによって千人にんは逃にげ、

      五人にんの威嚇いかくによってあなたがたは逃にげて、

      その残のこる者ものはわずかに

      山やまの頂いただきにある旗はたざおのように、

      丘おかの上うえにある旗はたのようになる。

    


    
      18それゆえ、主しゅは待まっていて、

      あなたがたに恵めぐみを施ほどこされる。

      それゆえ、主しゅは立たちあがって、

      あなたがたをあわれまれる。

      主しゅは公平こうへいの神かみでいらせられる。

      すべて主しゅを待まち望のぞむ者ものはさいわいである。

    


    
      19シオンにおり、エルサレムに住すむ民たみよ、あなたはもはや泣なくことはない。主しゅはあなたの呼よばわる声こえに応おうじて、必かならずあなたに恵めぐみを施ほどこされる。主しゅがそれを聞きかれるとき、直ただちに答こたえられる。 20たとい主しゅはあなたがたに悩なやみのパンと苦くるしみの水みずを与あたえられても、あなたの師しは再ふたたび隠かくれることはなく、あなたの目めはあなたの師しを見みる。 21また、あなたが右みぎに行いき、あるいは左ひだりに行いく時とき、そのうしろで「これは道みちだ、これに歩あゆめ」と言いう言葉ことばを耳みみに聞きく。 22その時とき、あなたがたはしろがねをおおった刻きざんだ像ぞうと、こがねを張はった鋳いた像ぞうとを汚けがし、これをきたない物もののようにまき散ちらして、これに「去され」と言いう。
    


    
      23主しゅはあなたが地ちにまく種たねに雨あめを与あたえ、地ちの産物さんぶつなる穀物こくもつをくださる。それはおびただしく、かつ豊ゆたかである。その日ひあなたの家畜かちくは広ひろい牧場まきばで草くさを食たべ、 24地ちを耕たがやす牛うしと、ろばは、シャベルと、くまででより分わけて塩しおを加くわえた飼料しりょうを食たべる。 25大おおいなる虐殺ぎゃくさつの日ひ、やぐらの倒たおれる時とき、すべてのそびえたつ山やまと、すべての高たかい丘おかに水みずの流ながれる川かわがある。 26さらに主しゅがその民たみの傷きずを包つつみ、その打うたれた傷きずをいやされる日ひには、月つきの光ひかりは日ひの光ひかりのようになり、日ひの光ひかりは七倍ばいとなり、七つの日ひの光ひかりのようにになる。
    


    
      27見みよ、主しゅの名なは遠とおい所ところから

      燃もえる怒いかりと、立たちあがる濃こい煙けむりをもって来くる。

      そのくちびるは憤いきどおりで満みち、

      その舌したは焼やきつくす火ひのごとく、

      28その息いきはあふれて首くびにまで達たっする

      流ながれのようであって、

      滅ほろびのふるいをもってもろもろの国くにをふるい、

      また惑まどわす手綱たづなを

      もろもろの民たみのあごにつけるために来くる。

    


    
      29あなたがたは、聖せいなる祭まつりを守まもる夜よるのように歌うたをうたう。また笛ふえをならして主しゅの山やまにきたり、イスラエルの岩いわなる主しゅにまみえる時ときのように心こころに喜よろこぶ。 30主しゅはその威厳いげんある声こえを聞きかせ、激はげしい怒いかりと、焼やきつくす火ひの炎ほのおと、豪雨ごううと、暴風ぼうふうと、ひょうとをもってその腕うでの下くだることを示しめされる。 31主しゅがそのむちをもって打うたれる時とき、アッスリヤの人々ひとびとは主しゅの声こえによって恐おそれおののく。 32主しゅが懲こらしめのつえを彼かれらの上うえに加くわえられるごとに鼓つづみを鳴ならし、琴ことをひく。主しゅは腕うでを振ふりかざして、彼かれらと戦たたかわれる。 33焼やき場ばはすでに設もうけられた。しかも王おうのために深ふかく広ひろく備そなえられ、火ひと多おおくのたきぎが積つまれてある。主しゅの息いきはこれを硫黄いおうの流ながれのように燃もやす。
    

  


  


  
    第三十一章


    
      1助たすけを得えるためにエジプトに下くだり、

      馬うまにたよる者ものはわざわいだ。

      彼かれらは戦車せんしゃが多おおいので、これに信頼しんらいし、

      騎兵きへいがはなはだ強つよいので、これに信頼しんらいする。

      しかしイスラエルの聖者せいじゃを仰あおがず、

      また主しゅにはかることをしない。

      2それにもかかわらず、主しゅもまた賢かしこくいらせられ、

      必かならず災わざわいをくだし、その言葉ことばを取とり消けすことなく、

      立たって悪あくをなす者ものの家いえを攻せめ、

      また不義ふぎを行おこなう者ものを助たすける者ものを攻せめられる。

      3かのエジプトびとは人ひとであって、神かみではない。

      その馬うまは肉にくであって、霊れいではない。

      主しゅがみ手てを伸のばされるとき、

      助たすける者ものはつまずき、

      助たすけられる者ものも倒たおれて、皆みなともに滅ほろびる。

    


    
      4主しゅはわたしにこう言いわれた、

      「ししまたは若わかいししが獲物えものをつかんで、

      ほえたけるとき、

      あまたの羊飼ひつじかいが呼よび出だされて、これにむかっても、

      その声こえによって驚おどろかず、

      その叫さけびによって恐おそれないように、

      万軍ばんぐんの主しゅは下くだってきて、

      シオンの山やまおよびその丘おかで戦たたかわれる。

      5鳥とりがひなを守まもるように、

      万軍ばんぐんの主しゅはエルサレムを守まもり、

      これを守まもって救すくい、これを惜おしんで助たすけられる」。

    


    
      6イスラエルの人々ひとびとよ、主しゅに帰かえれ。あなたがたは、はなはだしく主しゅにそむいた。 7その日ひ、あなたがたは自分じぶんの手てで造つくって罪つみを犯おかしたしろがねの偶像ぐうぞうと、こがねの偶像ぐうぞうをめいめい投なげすてる。

      
        8「アッスリヤびとはつるぎによって倒たおれる、

        人ひとのつるぎではない。

        つるぎが彼かれらを滅ほろぼす、

        人ひとのつるぎではない。

        彼かれらはつるぎの前まえから逃にげ去さり、

        その若わかい者ものは奴隷どれいの働はたらきをしいられる。

        9彼かれらの岩いわは恐おそれによって過すぎ去さり、

        その君きみたちはあわて、旗はたをすてて逃にげ去さる」。

        これは主しゅの言葉ことばである。

        主しゅの火ひはシオンにあり、その炉ろはエルサレムにある。

      

    

  


  


  
    第三十二章


    
      1見みよ、ひとりの王おうが

      正義せいぎをもって統すべ治おさめ、

      君きみたちは公平こうへいをもってつかさどり、

      2おのおの風かぜをさける所ところ、

      暴風雨ぼうふううをのがれる所ところのようになり、

      かわいた所ところにある水みずの流ながれのように、

      疲つかれた地ちにある大おおきな岩いわの陰かげのようになる。

      3こうして、見みる者ものの目めは開ひらかれ、

      聞きく者ものの耳みみはよく聞きき、

      4気短きみじかな者ものの心こころは悟さとる知識ちしきを得え、

      どもりの舌したはたやすく、

      あざやかに語かたることができる。

      5愚おろかな者ものは、もはや尊たっとい人ひとと呼よばれることなく、

      悪人あくにんはもはや、りっぱな人ひとと言いわれることはない。

      6それは愚おろかな者ものは愚おろかなことを語かたり、

      その心こころは不義ふぎをたくらみ、よこしまを行おこない、

      主しゅについて誤あやまったことを語かたり、

      飢うえた者ものの望のぞみを満みたさず、

      かわいた者ものの飲のみ物ものを奪うばい取とるからである。

      7悪人あくにんの行おこないは悪わるい。

      彼かれは悪わるい計はかりごとをめぐらし、

      偽いつわりの言葉ことばをもって貧まずしい者ものをおとしいれ、

      乏とぼしい者ものが正ただしいことを語かたっても、

      なお、これをおとしいれる。

      8しかし尊たっとい人ひとは尊たっといことを語かたり、

      つねに尊たっといことを行おこなう。

    


    
      9安やすんじている女おんなたちよ、起おきて、わが声こえを聞きけ。

      思おもい煩わずらいなき娘むすめたちよ、わが言葉ことばに耳みみを傾かたむけよ。

      10思おもい煩わずらいなき女おんなたちよ、

      一年ねんあまりの日ひをすぎて、

      あなたがたは震ふるえおののく。

      ぶどうの収穫しゅうかくがむなしく、

      実みを取とり入いれる時ときが来こないからだ。

      11安やすんじている女おんなたちよ、震ふるえ恐おそれよ。

      思おもい煩わずらいなき女おんなたちよ、震ふるえおののけ。

      衣ころもを脱ぬぎ、裸はだかになって腰こしに荒布あらぬのをまとえ。

      12良よき畑はたけのため、

      実みのり豊ゆたかなぶどうの木きのために胸むねを打うて。

      13いばら、おどろの生はえているわが民たみの地ちのため、

      喜よろこびに満みちている町まちにある

      すべての喜よろこびの家いえのために胸むねを打うて。

      14宮殿きゅうでんは捨すてられ、にぎわった町まちは荒あれすたれ、

      丘おかと、やぐらとは、とこしえにほら穴あなとなり、

      野ののろばの楽たのしむ所ところ、

      羊ひつじの群むれの牧場まきばとなるからである。

      15しかし、ついには霊れいが上うえから

      われわれの上うえにそそがれて、

      荒野あらのは良よき畑はたけとなり、

      良よき畑はたけは林はやしのごとく見みられるようになる。

      16その時とき、公平こうへいは荒野あらのに住すみ、

      正義せいぎは良よき畑はたけにやどる。

      17正義せいぎは平和へいわを生しょうじ、

      正義せいぎの結むすぶ実みはとこしえの平安へいあんと信頼しんらいである。

      18わが民たみは平和へいわの家いえにおり、

      安やすらかなすみかにおり、

      静しずかな休やすみ所どころにおる。

      19しかし林はやしはことごとく切きり倒たおされ、

      町まちもことごとく倒たおされる。

      20すべての水みずのほとりに種たねをまき、

      牛うしおよびろばを自由じゆうに放はなちおくあなたがたは、

      さいわいである。

    

  


  


  
    第三十三章


    
      1わざわいなるかな、

      おのれ自みずから滅ほろぼされないのに、人ひとを滅ほろぼし、

      だれも欺あざむかないのに人ひとを欺あざむく者ものよ。

      あなたが滅ほろぼすことをやめたとき、

      あなたは滅ほろぼされ、

      あなたが欺あざむくことを終おえたとき、

      あなたは欺あざむかれる。

    


    
      2主しゅよ、われわれをお恵めぐみください、

      われわれはあなたを待まち望のぞむ。

      朝あさごとに、われわれの腕うでとなり、

      悩なやみの時ときに、救すくいとなってください。

      3鳴なりとどろく声こえによって、もろもろの民たみは逃にげ去さり、

      あなたが立たちあがられると、

      もろもろの国くには散ちらされる。

      4青虫あおむしが物ものを集あつめるようにぶんどり品ひんは集あつめられ、

      いなごのとびつどうように、

      人々ひとびとはその上うえにとびつどう。

      5主しゅは高たかくいらせられ、高たかい所ところに住すまわれる。

      主しゅはシオンに公平こうへいと正義せいぎとを満みたされる。

      6また主しゅは救すくいと知恵ちえと知識ちしきを豊ゆたかにして、

      あなたの代よを堅かたく立たてられる。

      主しゅを恐おそれることはその宝たからである。

    


    
      7見みよ、勇士ゆうしたちは外そとにあって叫さけび、

      平和へいわの使者ししゃはいたく嘆なげく。

      8大路おおじは荒あれすたれて、旅たびびとは絶たえ、

      契約けいやくは破やぶられ、証人しょうにんは軽かろんぜられ、

      人ひとを顧かえりみることがない。

      9地ちは嘆なげき衰おとろえ、

      レバノンは恥はじて枯かれ、

      シャロンは荒野あらののようになり、

      バシャンとカルメルはその葉はを落おとす。

    


    
      10主しゅは言いわれる、

      「今いまわたしは起おきよう、いま立たちあがろう、

      いま自みずからを高たかくしよう。

      11あなたがたは、もみがらをはらみ、わらを産うむ。

      あなたがたの息いきは火ひとなって、

      あなたがたを食くいつくす。

      12もろもろの民たみは焼やかれて石灰いしばいのようになり、いばらが切きられて火ひに燃もやされたようになる」。

    


    
      13あなたがた遠とおくにいる者ものよ、

      わたしがおこなったことを聞きけ。

      あなたがた近ちかくにいる者ものよ、

      わが大能たいのうを知しれ。

      14シオンの罪つみびとは恐おそれに満みたされ、

      おののきは神かみを恐おそれない者ものを捕とらえた。

      「われわれのうち、だれが

      焼やきつくす火ひの中なかにおることができよう。

      われわれのうち、だれが

      とこしえの燃もえる火ひの中なかにおることができよう」。

      15正ただしく歩あゆむ者もの、正直しょうじきに語かたる者もの、

      しえたげて得えた利りをいやしめる者もの、

      手てを振ふって、まいないを取とらない者もの、

      耳みみをふさいで血ちを流ながす謀略ぼうりゃくを聞きかない者もの、

      目めを閉とじて悪あくを見みない者もの、

      16このような人ひとは高たかい所ところに住すみ、

      堅かたい岩いわはそのとりでとなり、

      そのパンは与あたえられ、その水みずは絶たえることがない。

    


    
      17あなたの目めは麗うるわしく飾かざった王おうを見み、

      遠とおく広ひろい国くにを見みる。

      18あなたの心こころはかの恐おそろしかった事ことを思おもい出だす。

      「数かずを調しらべた者ものはどこにいるか。

      みつぎを量はかった者ものはどこにいるか。

      やぐらを数かぞえた者ものはどこにいるか」。

      19あなたはもはや高慢こうまんな民たみを見みない。

      かの民たみの言葉ことばはあいまいで、聞ききとりがたく、

      その舌したはどもって、悟さとりがたい。

      20定さだめの祭まつりの町まちシオンを見みよ。

      あなたの目めは平和へいわなすまい、

      移うつされることのない幕屋まくやエルサレムを見みる。

      その杭くいはとこしえに抜ぬかれず、

      その綱つなは、ひとすじも断たたれることはない。

      21主しゅは威厳いげんをもってかしこにいまし、

      われわれのために広ひろい川かわと流ながれのある所ところとなり、

      その中なかには、こぐ舟ふねも入いらず、

      大おおきな船ふねも過すぎることはない。

      22主しゅはわれわれのさばき主ぬし、

      主しゅはわれわれのつかさ、

      主しゅはわれわれの王おうであって、われわれを救すくわれる。

    


    
      23あなたの船ふな綱づなは解とけて、

      帆柱ほばしらのもとを結むすびかためることができず、

      帆ほを張はることもできない。

      その時とき多おおくの獲物えものとぶんどり品ひんは分わけられ、

      足あしなえまでも獲物えものを取とる。

      24そこに住すむ者もののうちには、

      「わたしは病気びょうきだ」と言いう者ものはなく、

      そこに住すむ民たみはその罪つみがゆるされる。

    

  


  


  
    第三十四章


    
      1もろもろの国くによ、近ちかづいて聞きけ。

      もろもろの民たみよ、耳みみを傾かたむけよ。

      地ちとそれに満みちるもの、

      世界せかいとそれから出でるすべてのものよ、聞きけ。

      2主しゅはすべての国くににむかって怒いかり、

      そのすべての軍勢ぐんぜいにむかって憤いきどおり、

      彼かれらをことごとく滅ほろぼし、

      彼かれらをわたして、ほふらせられた。

      3彼かれらは殺ころされて投なげすてられ、

      その死体したいの悪臭あくしゅうは立たちのぼり、

      山々やまやまはその血ちで溶とけて流ながれる。

      4天てんの万象ばんしょうは衰おとろえ、

      もろもろの天てんは巻物まきもののように巻まかれ、

      その万象ばんしょうはぶどうの木きから葉はの落おちるように、

      いちじくの木きから葉はの落おちるように落おちる。

    


    
      5わたしのつるぎは天てんにおいて憤いきどおりをもって酔よった。

      見みよ、これはエドムの上うえにくだり、

      わたしが滅ほろびに定さだめた民たみの上うえにくだって、

      これをさばく。

      6主しゅのつるぎは血ちで満みち、脂肪しぼうで肥こえ、

      小羊こひつじとやぎの血ち、

      雄羊おひつじの腎臓じんぞうの脂肪しぼうで肥こえている。

      主しゅがボズラで犠牲ぎせいの獣けものをほふり、

      エドムの地ちで大おおいに殺ころされたからである。

      7野牛やぎゅうは彼かれらと共ともにほふり場ばにくだり、

      子こ牛うしは力ちからある雄牛おうしと共ともにくだる。

      その国くには血ちで酔よい、

      その土つちは脂肪しぼうで肥こやされる。

      8主しゅはあだをかえす日ひをもち、

      シオンの訴うったえのために報むくいられる年としを

      もたれるからである。

      9エドムのもろもろの川かわは変かわって樹脂じゅしとなり、

      その土つちは変かわって硫黄いおうとなり、

      その地ちは変かわって燃もえる樹脂じゅしとなって、

      10夜よるも昼ひるも消きえず、

      その煙けむりは、とこしえに立たちのぼる。

      これは世々よよ荒あれすたれて、

      とこしえまでもそこを通とおる者ものはない。

      11たかと、やまあらしとがそこをすみかとし、

      ふくろうと、からすがそこに住すむ。

      主しゅはその上うえに荒廃こうはいをきたらせる測はかりなわを張はり、

      尊たっとい人々ひとびとの上うえに混乱こんらんを起おこす下さげ振ふりをさげられる。

      12人々ひとびとはこれを名なづけて「国くになき所ところ」といい、

      その君きみたちは皆みなうせてなくなる。

      13そのとりでの上うえには、いばらが生はえ、

      その城しろには、いらくさと、あざみとが生はえ、

      山犬やまいぬのすみか、だちょうのおる所ところとなる。

      14野のの獣けものはハイエナと出会であい、

      鬼神きしんはその友ともを呼よび、

      夜よるの魔女まじょもそこに降おりてきて、休やすみ所ところを得える。

      15ふくろうはそこに巣すをつくって卵たまごを産うみ、

      それをかえして、そのひなを翼つばさの陰かげに集あつめる。

      とびもまた、おのおのその連つれ合あいと共ともに、

      そこに集あつまる。

      16あなたがたは主しゅの書しょをつまびらかに

      たずねて、これを読よめ。

      これらのものは一つも欠かけることなく、

      また一つもその連つれ合あいを欠かくものはない。

      これは主しゅの口くちがこれを命めいじ、

      その霊れいが彼かれらを集あつめられたからである。

      17主しゅは彼かれらのためにくじを引ひき、

      手てずから測はかりなわをもって、この地ちを分わけ与あたえ、

      長ながく彼かれらに所有しょゆうさせ、

      世々よよここに住すまわせられる。

    

  


  


  
    第三十五章


    
      1荒野あらのと、かわいた地ちとは楽たのしみ、

      さばくは喜よろこびて花はな咲さき、さふらんのように、

      2さかんに花はな咲さき、

      かつ喜よろこび楽たのしみ、かつ歌うたう。

      これにレバノンの栄さかえが与あたえられ、

      カルメルおよびシャロンの麗うるわしさが与あたえられる。

      彼かれらは主しゅの栄光えいこうを見み、われわれの神かみの麗うるわしさを見みる。

    


    
      3あなたがたは弱よわった手てを強つよくし、

      よろめくひざを健すこやかにせよ。

      4心こころおののく者ものに言いえ、

      「強つよくあれ、恐おそれてはならない。

      見みよ、あなたがたの神かみは報復ほうふくをもって臨のぞみ、

      神かみの報むくいをもってこられる。

      神かみは来きて、あなたがたを救すくわれる」と。

    


    
      5その時とき、目めしいの目めは開ひらかれ、

      耳みみしいの耳みみはあけられる。

      6その時とき、足あしなえは、しかのように飛とび走はしり、

      おしの舌したは喜よろこび歌うたう。

      それは荒野あらのに水みずがわきいで、

      さばくに川かわが流ながれるからである。

      7焼やけた砂すなは池いけとなり、

      かわいた地ちは水みずの源みなもととなり、

      山犬やまいぬの伏ふしたすみかは、

      葦あし、よしの茂しげりあう所ところとなる。

    


    
      8そこに大路おおじがあり、

      その道みちは聖せいなる道みちととなえられる。

      汚けがれた者ものはこれを通とおり過すぎることはできない、

      愚おろかなる者ものはそこに迷まよい入いることはない。

      9そこには、ししはおらず、

      飢うえた獣けものも、その道みちにのぼることはなく、

      その所ところでこれに会あうことはない。

      ただ、あがなわれた者もののみ、そこを歩あゆむ。

      10主しゅにあがなわれた者ものは帰かえってきて、

      その頭あたまに、とこしえの喜よろこびをいただき、

      歌うたうたいつつ、シオンに来くる。

      彼かれらは楽たのしみと喜よろこびとを得え、

      悲かなしみと嘆なげきとは逃にげ去さる。

    

  


  


  
    第三十六章


    
      1ヒゼキヤ王おうの第だい十四年ねんに、アッスリヤの王おうセナケリブが上のぼってきて、ユダのすべての堅固けんごな町々まちまちを攻せめ取とった。 2アッスリヤの王おうはラキシからラブシャケをエルサレムにつかわし、大軍たいぐんを率ひきいてヒゼキヤ王おうのもとへ行いかせた。ラブシャケは布ぬのさらしの野のへ行いく大路おおじに沿そう、上うえの池いけの水道すいどうのかたわらに立たった。 3この時ときヒルキヤの子こである宮内卿くないきょうエリアキム、書記官しょきかんセブナおよびアサフの子こである史官しかんヨアが彼かれの所ところに出でてきた。
    


    
      4ラブシャケは彼かれらに言いった、「ヒゼキヤに言いいなさい、『大王だいおうアッスリヤの王おうはこう仰おおせられる、あなたが頼たのみとする者ものは何なにか。 5口先くちさきだけの言葉ことばが戦争せんそうをする計略けいりゃくと力ちからだと考かんがえるのか。あなたは今いまだれを頼たよんで、わたしにそむいたのか。 6見みよ、あなたはかの折おれかけている葦あしのつえエジプトを頼たのみとしているが、それは人ひとが寄よりかかるとき、その人ひとの手てを刺さし通とおす。エジプトの王おうパロはすべて寄より頼たのむ者ものにそのようにするのだ。 7しかし、あなたがもし「われわれはわれわれの神かみ、主しゅを頼たのむ」とわたしに言いうならば、ヒゼキヤがユダとエルサレムに告つげて、「あなたがたはこの祭壇さいだんの前まえで礼拝れいはいしなければならない」と言いって除のぞいたのは、その神かみの高たかき所ところと祭壇さいだんではなかったのか。 8さあ、今いまわたしの主君しゅくんアッスリヤの王おうとかけをせよ。もしあなたの方ほうに乗のる人ひとがあるならば、わたしは馬うま二千頭とうを与あたえよう。 9あなたはエジプトを頼たのみ、戦車せんしゃと騎兵きへいを請こい求もとめているが、わたしの主君しゅくんの家来けらいのうちの最もっとも小ちいさい一隊長たいちょうでさえ、どうして撃退げきたいすることができようか。 10わたしがこの国くにを滅ほろぼすために上のぼってきたのは、主しゅの許ゆるしなしでしたことであろうか。主しゅはわたしに、この国くにへ攻せめ上のぼって、これを滅ほろぼせと言いわれたのだ』」。
    


    
      11その時とき、エリアキム、セブナおよびヨアはラブシャケに言いった、「どうぞ、アラム語ごでしもべたちに話はなしてください。わたしたちはそれがわかるからです。城壁じょうへきの上うえにいる民たみの聞きいているところで、わたしたちにユダヤの言葉ことばで話はなさないでください」。 12しかしラブシャケは言いった、「わたしの主君しゅくんは、あなたの主君しゅくんとあなたにだけでなく、城壁じょうへきの上うえに座ざしている人々ひとびとにも、この言葉ことばを告つげるために、わたしをつかわされたのではないか。彼かれらをも、あなたがたと共ともに自分じぶんの糞尿ふんにょうを食くい飲のみするに至いたらせるためではないか」。
    


    
      13そしてラブシャケは立たちあがり、ユダヤの言葉ことばで大声おおごえに呼よばわって言いった、「大王だいおう、アッスリヤの王おうの言葉ことばを聞きけ。 14王おうはこう仰おおせられる、『あなたがたはヒゼキヤに欺あざむかれてはならない。彼かれはあなたがたを救すくい出だすことはできない。 15ヒゼキヤが、主しゅは必かならずわれわれを救すくい出だされる。この町まちはアッスリヤの王おうの手てに陥おちいることはない、と言いっても、あなたがたは主しゅを頼たのみとしてはならない』。 16あなたがたはヒゼキヤの言葉ことばを聞きいてはならない。アッスリヤの王おうはこう仰おおせられる、『あなたがたは、わたしと和わぼくして、わたしに降服こうふくせよ。そうすれば、あなたがたはめいめい自分じぶんのぶどうの実みを食たべ、めいめい自分じぶんのいちじくの実みを食たべ、めいめい自分じぶんの井戸いどの水みずを飲のむことができる。 17やがて、わたしが来きて、あなたがたを一つの国くにへ連つれて行いく。それは、あなたがたの国くにのように穀物こくもつとぶどう酒しゅの多おおい地ち、パンとぶどう畑はたけの多おおい地ちだ。 18ヒゼキヤが、主しゅはわれわれを救すくわれる、と言いって、あなたがたを惑まどわすことのないように気きをつけよ。もろもろの国くにの神々かみがみのうち、どの神かみがその国くにをアッスリヤの王おうの手てから救すくったか。 19ハマテやアルパデの神々かみがみはどこにいるか。セパルワイムの神々かみがみはどこにいるか。彼かれらはサマリヤをわたしの手てから救すくい出だしたか。 20これらの国々くにぐにのすべての神々かみがみのうちに、だれかその国くにをわたしの手てから救すくい出だした者ものがあるか。主しゅがどうしてエルサレムをわたしの手てから救すくい出だすことができよう』」。
    


    
      21しかし民たみは黙だまってひと言ことも答こたえなかった。王おうが命めいじて、「彼かれに答こたえてはならない」と言いっておいたからである。 22その時ときヒルキヤの子こである宮内卿くないきょうエリアキム、書記官しょきかんセブナおよびアサフの子こである史官しかんヨアは衣ころもを裂さき、ヒゼキヤのもとに来きて、ラブシャケの言葉ことばを彼かれに告つげた。
    

  


  


  
    第三十七章


    
      1ヒゼキヤ王おうはこれを聞きいて、衣ころもを裂さき、荒布あらぬのを身みにまとって主しゅの宮みやに入いり、 2宮内卿くないきょうエリアキムと書記官しょきかんセブナおよび祭司さいしのうちの年長者ねんちょうしゃたちに荒布あらぬのをまとわせて、アモツの子こ預言者よげんしゃイザヤのもとへつかわした。 3彼かれらはイザヤに言いった、「ヒゼキヤはこう言いいます、『きょうは悩なやみと責せめと、はずかしめの日ひです。胎児たいじがまさに生うまれようとして、これを産うみ出だす力ちからがないのです。 4あなたの神かみ、主しゅは、あるいはラブシャケのもろもろの言葉ことばを聞きかれたかもしれません。彼かれはその主君しゅくんアッスリヤの王おうにつかわされて、生いける神かみをそしりました。あなたの神かみ、主しゅはその言葉ことばを聞きいて、あるいは責せめられるかもしれません。それゆえ、この残のこっている者もののために祈いのりをささげてください』」。
    


    
      5ヒゼキヤ王おうの家来けらいたちがイザヤのもとに来きたとき、 6イザヤは彼かれらに言いった、「あなたがたの主君しゅくんにこう言いいなさい、『主しゅはこう仰おおせられる、アッスリヤの王おうのしもべらが、わたしをそしった言葉ことばを聞きいて恐おそれるには及およばない。 7見みよ、わたしは一つの霊れいを彼かれのうちに送おくって、一つのうわさを聞きかせ、彼かれを自分じぶんの国くにへ帰かえらせて、その国くにでつるぎに倒たおれさせる』」。
    


    
      8ラブシャケは引ひき返かえして、アッスリヤの王おうがリブナを攻せめているところへ行いった。彼かれは王おうがラキシを去さったことを聞きいたからである。 9この時とき、アッスリヤの王おうはエチオピヤの王おうテルハカについて、「彼かれはあなたと戦たたかうために出でてきた」と人々ひとびとが言いうのを聞きいた。彼かれはこのことを聞きいて、使者ししゃをヒゼキヤにつかわそうとして言いった、 10「ユダの王おうヒゼキヤにこう言いいなさい、『あなたは、エルサレムはアッスリヤの王おうの手てに陥おちいることはない、と言いうあなたの信頼しんらいする神かみに欺あざむかれてはならない。 11あなたはアッスリヤの王おうたちが、国々くにぐににしたこと、彼かれらを全まったく滅ほろぼしたことを聞きいている。どうしてあなたは救すくわれることができようか。 12わたしの先祖せんぞたちはゴザン、ハラン、レゼフおよびテラサルにいたエデンの人々ひとびとを滅ほろぼしたが、その国々くにぐにの神々かみがみは彼かれらを救すくったか。 13ハマテの王おう、アルパデの王おう、セパルワイムの町まちの王おう、ヘナの王おうおよびイワの王おうはどこにいるか』」。
    


    
      14ヒゼキヤは使者ししゃの手てから手紙てがみを受うけ取とってそれを読よみ、主しゅの宮みやにのぼっていって、主しゅの前まえにそれをひろげ、 15主しゅに祈いのって言いった、 16「ケルビムの上うえに座ざしておられるイスラエルの神かみ、万軍ばんぐんの主しゅよ、地ちのすべての国くにのうちで、ただあなただけが神かみでいらせられます。あなたは天てんと地ちを造つくられました。 17主しゅよ、耳みみを傾かたむけて聞きいてください。主しゅよ、目めを開ひらいて見みてください。セナケリブが生いける神かみをそしるために書かき送おくった言葉ことばを聞きいてください。 18主しゅよ、まことにアッスリヤの王おうたちは、もろもろの民たみとその国々くにぐにを滅ほろぼし、 19またその神々かみがみを火ひに投なげ入いれました。それらは神かみではなく、人ひとの手ての造つくったもので、木きや石いしだから滅ほろぼされたのです。 20今いまわれわれの神かみ、主しゅよ、どうぞ、われわれを彼かれの手てから救すくい出だしてください。そうすれば地ちの国々くにぐには皆みなあなただけが主しゅでいらせられることを知しるようになるでしょう」。
    


    
      21その時ときアモツの子こイザヤは人ひとをつかわしてヒゼキヤに言いった、「イスラエルの神かみ、主しゅはこう言いわれる、あなたはアッスリヤの王おうセナケリブについてわたしに祈いのったゆえ、 22主しゅが彼かれについて語かたられた言葉ことばはこうである、

      
        『処女しょじょであるシオンの娘むすめは

        あなたを侮あなどり、あなたをあざける。

        エルサレムの娘むすめは、あなたのうしろで頭あたまを振ふる。

        23あなたはだれをそしり、だれをののしったのか。

        あなたはだれにむかって声こえをあげ、

        目めを高たかくあげたのか。

        イスラエルの聖者せいじゃにむかってだ。

        24あなたは、そのしもべらによって

        主しゅをそしって言いった、

        「わたしは多おおくの戦車せんしゃを率ひきいて山々やまやまの頂いただきにのぼり、

        レバノンの奥おくへ行いき、

        たけの高たかい香柏こうはくと、最もっとも良よいいとすぎを切きり倒たおし、

        またその果はての高地こうちへ行いき、その密林みつりんにはいった。

        25わたしは井戸いどを掘ほって水みずを飲のんだ。

        わたしは足あしの裏うらで

        エジプトのすべての川かわを踏ふみからした」。

        26あなたは聞きかなかったか、

        昔むかしわたしがそれを定さだめたことを。

        堅固けんごな町々まちまちを、

        あなたがこわして荒塚あらつかとすることも、

        いにしえの日ひから、わたしが計画けいかくして

        今いまそれをきたらせたのだ。

        27そのうちに住すむ民たみは力ちから弱よわく、

        おののき恥はじをいだいて、

        野のの草くさのように、青菜あおなのようになり、

        育そだたずに枯かれる屋根やねの草くさのようになった。

        28わたしは、あなたの座ざすること、出入でいりすること、

        また、わたしにむかって

        怒いかり叫さけんだことをも知しっている。

        29あなたが、わたしにむかって怒いかり叫さけんだことと、

        あなたの高慢こうまんな言葉ことばとがわたしの耳みみにはいったゆえ、

        わたしは、あなたの鼻はなに輪わをつけ、

        あなたの口くちにくつわをはめて、

        あなたを、もと来きた道みちへ引ひきもどす』。

      

    


    
      30あなたに与あたえるしるしはこれである。すなわち、ことしは落おち穂ぼから生はえた物ものを食たべ、二年ねん目めには、またその落おち穂ぼから生はえた物ものを食たべ、三年ねん目めには種たねをまき、刈かり入いれ、ぶどう畑はたけを作つくってその実みを食たべる。 31ユダの家いえの、のがれて残のこる者ものは再ふたたび下したに根ねを張はり、上うえに実みを結むすぶ。 32すなわち残のこる者ものはエルサレムから出で、のがれる物ものはシオンの山やまから出でる。万軍ばんぐんの主しゅの熱心ねっしんがこれをなし遂とげられる。
    


    
      33それゆえ、主しゅはアッスリヤの王おうについて、こう仰おおせられる、『彼かれはこの町まちにこない。またここに矢やを放はなたない。また盾たてをもって、その前まえにこない。また塁るいを築きずいて、これを攻せめることはない。 34彼かれは来きた道みちから帰かえって、この町まちに、はいることはない、と主しゅは言いう。 35わたしは自分じぶんのため、また、わたしのしもべダビデのために町まちを守まもって、これを救すくおう』」。
    


    
      36主しゅの使つかいが出でて、アッスリヤびとの陣営じんえいで十八万五千人にんを撃うち殺ころした。人々ひとびとが朝あさ早はやく起おきて見みると、彼かれらは皆みな死体したいとなっていた。 37アッスリヤの王おうセナケリブは立たち去さり、帰かえっていってニネベにいたが、 38その神かみニスロクの神殿しんでんで礼拝れいはいしていた時とき、その子こらのアデラン・メレクとシャレゼルがつるぎをもって彼かれを殺ころし、ともにアララテの地ちへ逃にげていった。それで、その子こエサルハドンが代かわって王おうとなった。
    

  


  


  
    第三十八章


    
      1そのころヒゼキヤは病気びょうきになって死しにかかっていた。アモツの子こ預言者よげんしゃイザヤは彼かれのところに来きて言いった、「主しゅはこう仰おおせられます、あなたの家いえを整ととのえておきなさい。あなたは死しにます、生いきながらえることはできません」。 2そこでヒゼキヤは顔かおを壁かべに向むけて主しゅに祈いのって言いった、 3「ああ主しゅよ、願ねがわくは、わたしが真実しんじつと真心まごころとをもって、み前まえに歩あゆみ、あなたの目めにかなう事ことを行おこなったのを覚おぼえてください」。そしてヒゼキヤはひどく泣ないた。 4その時とき主しゅの言葉ことばがイザヤに臨のぞんで言いった、 5「行いって、ヒゼキヤに言いいなさい、『あなたの父ちちダビデの神かみ、主しゅはこう仰おおせられます、「わたしはあなたの祈いのりを聞きいた。あなたの涙なみだを見みた。見みよ、わたしはあなたのよわいを十五年ねん増まそう。 6わたしはあなたと、この町まちとをアッスリヤの王おうの手てから救すくい、この町まちを守まもろう」。
    


    
      7主しゅが約束やくそくされたことを行おこなわれることについては、あなたは主しゅからこのしるしを得える。 8見みよ、わたしはアハズの日ひ時計どけいの上うえに進すすんだ日影ひかげを十度ど退しりぞかせよう』」。すると日時計ひどけいの上うえに進すすんだ日影ひかげが十度ど退しりぞいた。
    


    
      9次つぎの言葉ことばはユダの王おうヒゼキヤが病気びょうきになって、その病気びょうきが直なおった後のち、書かきしるしたものである。

      
        10わたしは言いった、わたしはわが一生いっしょうのまっ盛さかりに、

        去さらなければならない。

        わたしは陰府よみの門もんに閉とざされて、

        わが残のこりの年としを失うしなわなければならない。

        11わたしは言いった、わたしは生いける者ものの地ちで、

        主しゅを見みることなく、

        世よにおる人々ひとびとのうちに、再ふたたび人ひとを見みることがない。

        12わがすまいは抜ぬき去さられて

        羊飼ひつじかいの天幕てんまくのようにわたしを離はなれる。

        わたしは、わが命いのちを機はた織おりのように巻まいた。

        彼かれはわたしを機はたから切きり離はなす。

        あなたは朝あさから夕ゆうまでの間あいだに、わたしを滅ほろぼされる。

        13わたしは朝あさまで叫さけんだ。

        主しゅはししのようにわが骨ほねをことごとく砕くだかれる。

        あなたは朝あさから夕ゆうまでの間あいだに、わたしを滅ほろぼされる。

        14わたしは、つばめのように、つるのように鳴なき、

        はとのようにうめき、

        わが目めは上うえを見みて衰おとろえる。

        主しゅよ、わたしは、しえたげられています。

        どうか、わたしの保証人ほしょうにんとなってください。

        15しかし、わたしは何なにを言いうことができましょう。

        主しゅはわたしに言いわれ、

        かつ、自みずからそれをなされたからである。

        わが魂たましいの苦くるしみによって、

        わが眠ねむりはことごとく逃にげ去さった。

        16主しゅよ、これらの事ことによって人ひとは生いきる。

        わが霊れいの命いのちもすべてこれらの事ことによる。

        どうか、わたしをいやし、

        わたしを生いかしてください。

        17見みよ、わたしが大おおいなる苦くるしみにあったのは、

        わが幸福こうふくのためであった。

        あなたはわが命いのちを引ひきとめて、

        滅ほろびの穴あなをまぬかれさせられた。

        これは、あなたがわが罪つみをことごとく、

        あなたの後のちに捨すてられたからである。

        18陰府よみは、あなたに感謝かんしゃすることはできない。

        死しはあなたをさんびすることはできない。

        墓はかにくだる者ものは、

        あなたのまことを望のぞむことはできない。

        19ただ生いける者もの、生いける者もののみ、

        きょう、わたしがするように、あなたに感謝かんしゃする。

        父ちちはあなたのまことを、その子こらに知しらせる。

        20主しゅはわたしを救すくわれる。

        われわれは世よにあるかぎり、

        主しゅの家いえで琴ことにあわせて、歌うたをうたおう。

      

    


    
      21イザヤは言いった、「干ひいちじくのひとかたまりを持もってこさせ、それを腫物はれものにつけなさい。そうすれば直なおるでしょう」。 22ヒゼキヤはまた言いった、「わたしが主しゅの家いえに上のぼることについて、どんなしるしがありましょうか」。
    

  


  


  
    第三十九章


    
      1そのころ、バラダンの子こであるバビロンの王おうメロダク・バラダンは手紙てがみと贈おくり物ものを持もたせて使節しせつをヒゼキヤにつかわした。これはヒゼキヤが病気びょうきであったが、直なおったことを聞きいたからである。 2ヒゼキヤは彼かれらを喜よろこび迎むかえて、宝物ほうもつの蔵くら、金銀きんぎん、香料こうりょう、貴重きちょうな油あぶらおよび武器ぶき倉くら、ならびにその倉庫そうこにあるすべての物ものを彼かれらに見みせた。家いえにある物ものも、国くににある物ものも、ヒゼキヤが彼かれらに見みせない物ものは一つもなかった。 3時ときに預言者よげんしゃイザヤはヒゼキヤ王おうのもとに来きて言いった、「あの人々ひとびとは何なにを言いいましたか。どこから来きたのですか」。ヒゼキヤは言いった、「彼かれらは遠とおい国くにから、すなわちバビロンから来きたのです」。 4イザヤは言いった、「彼かれらは、あなたの家いえで何なにを見みましたか」。ヒゼキヤは答こたえて言いった、「彼かれらは、わたしの家いえにある物ものを皆みな見みました。倉庫そうこのうちには、彼かれらに見みせなかった物ものは一つもありません」。
    


    
      5そこでイザヤはヒゼキヤに言いった、「万軍ばんぐんの主しゅの言葉ことばを聞ききなさい。 6見みよ、すべてあなたの家いえにある物ものおよびあなたの先祖せんぞたちが今日こんにちまでに積つみたくわえた物ものがバビロンに運はこび去さられる日ひが来くる。何なにも残のこるものはない、と主しゅが言いわれます。 7また、あなたの身みから出でるあなたの子こたちも連つれ去さられて、バビロンの王おうの宮殿きゅうでんにおいて宦官かんがんとなるでしょう」。 8ヒゼキヤはイザヤに言いった、「あなたが言いわれた主しゅの言葉ことばは結構けっこうです」。彼かれは「少すくなくとも自分じぶんが世よにある間あいだは太平たいへいと安全あんぜんがあるだろう」と思おもったからである。
    

  


  


  
    第四十章


    
      1あなたがたの神かみは言いわれる、

      「慰なぐさめよ、わが民たみを慰なぐさめよ、

      2ねんごろにエルサレムに語かたり、これに呼よばわれ、

      その服役ふくえきの期きは終おわり、

      そのとがはすでにゆるされ、

      そのもろもろの罪つみのために二倍ばいの刑罰けいばつを

      主しゅの手てから受うけた」。

      3呼よばわる者ものの声こえがする、

      「荒野あらのに主しゅの道みちを備そなえ、

      さばくに、われわれの神かみのために、

      大路おおじをまっすぐにせよ。

      4もろもろの谷たには高たかくせられ、

      もろもろの山やまと丘おかとは低ひくくせられ、

      高たか底そこのある地ちは平たいらになり、

      険けわしい所ところは平地へいちとなる。

      5こうして主しゅの栄光えいこうがあらわれ、

      人ひとは皆みなともにこれを見みる。

      これは主しゅの口くちが語かたられたのである」。

      6声こえが聞きこえる、「呼よばわれ」。

      わたしは言いった、「なんと呼よばわりましょうか」。

      「人ひとはみな草くさだ。

      その麗うるわしさは、すべて野のの花はなのようだ。

      7主しゅの息いきがその上うえに吹ふけば、

      草くさは枯かれ、花はなはしぼむ。

      たしかに人ひとは草くさだ。

      8草くさは枯かれ、花はなはしぼむ。

      しかし、われわれの神かみの言葉ことばは

      とこしえに変かわることはない」。

      9よきおとずれをシオンに伝つたえる者ものよ、

      高たかい山やまにのぼれ。

      よきおとずれをエルサレムに伝つたえる者ものよ、

      強つよく声こえをあげよ、

      声こえをあげて恐おそれるな。

      ユダのもろもろの町まちに言いえ、

      「あなたがたの神かみを見みよ」と。

      10見みよ、主しゅなる神かみは大能たいのうをもってこられ、

      その腕うでは世よを治おさめる。

      見みよ、その報むくいは主しゅと共ともにあり、

      そのはたらきの報むくいは、そのみ前まえにある。

      11主しゅは牧者ぼくしゃのようにその群むれを養やしない、

      そのかいなに小羊こひつじをいだき、

      そのふところに入いれて携たずさえゆき、

      乳ちちを飲のませているものをやさしく導みちびかれる。

    


    
      12だれが、たなごころをもって海うみをはかり、

      指ゆびを伸のばして天てんをはかり、

      地ちのちりを枡ますに盛もり、

      てんびんをもって、もろもろの山やまをはかり、

      はかりをもって、もろもろの丘おかをはかったか。

      13だれが、主しゅの霊れいを導みちびき、

      その相談役そうだんやくとなって主しゅを教おしえたか。

      14主しゅはだれと相談そうだんして悟さとりを得えたか。

      だれが主しゅに公義こうぎの道みちを教おしえ、

      知識ちしきを教おしえ、悟さとりの道みちを示しめしたか。

      15見みよ、もろもろの国民こくみんは、おけの一ひとしずくのように、

      はかりの上うえのちりのように思おもわれる。

      見みよ、主しゅは島々しまじまを、ほこりのようにあげられる。

      16レバノンは、たきぎに足たりない、

      またその獣けものは、燔祭はんさいに足たりない。

      17主しゅのみ前まえには、もろもろの国民こくみんは無なきにひとしい。

      彼かれらは主しゅによって、無なきもののように、

      むなしいもののように思おもわれる。

      18それで、あなたがたは神かみをだれとくらべ、

      どんな像ぞうと比較ひかくしようとするのか。

      19偶像ぐうぞうは細工人さいくにんが鋳いて造つくり、

      鍛冶かじが、金きんをもって、それをおおい、

      また、これがために銀ぎんの鎖くさりを造つくる。

      20貧まずしい者ものは、ささげ物ものとして

      朽くちることのない木きを選えらび、

      巧たくみな細工人さいくにんを求もとめて、

      動うごくことのない像ぞうを立たたせる。

      21あなたがたは知しらなかったか。

      あなたがたは聞きかなかったか。

      初はじめから、あなたがたに伝つたえられなかったか。

      地ちの基もといをおいた時ときから、

      あなたがたは悟さとらなかったか。

      22主しゅは地球ちきゅうのはるか上うえに座ざして、

      地ちに住すむ者ものをいなごのように見みられる。

      主しゅは天てんを幕まくのようにひろげ、

      これを住すむべき天幕てんまくのように張はり、

      23また、もろもろの君きみを無なきものとせられ、

      地ちのつかさたちを、むなしくされる。

      24彼かれらは、かろうじて植うえられ、かろうじてまかれ、

      その幹みきがかろうじて地ちに根ねをおろしたとき、

      神かみがその上うえを吹ふかれると、彼かれらは枯かれて、

      わらのように、つむじ風かぜにまき去さられる。

      25聖者せいじゃは言いわれる、

      「それで、あなたがたは、わたしをだれにくらべ、

      わたしは、だれにひとしいというのか」。

      26目めを高たかくあげて、

      だれが、これらのものを創造そうぞうしたかを見みよ。

      主しゅは数かずをしらべて万軍ばんぐんをひきいだし、

      おのおのをその名なで呼よばれる。

      その勢いきおいの大おおいなるにより、

      またその力ちからの強つよきがゆえに、

      一つも欠かけることはない。

    


    
      27ヤコブよ、何なにゆえあなたは、

      「わが道みちは主しゅに隠かくれている」と言いうか。

      イスラエルよ、何なにゆえあなたは、

      「わが訴うったえはわが神かみに顧かえりみられない」と言いうか。

      28あなたは知しらなかったか、

      あなたは聞きかなかったか。

      主しゅはとこしえの神かみ、地ちの果はての創造者そうぞうしゃであって、

      弱よわることなく、また疲つかれることなく、

      その知恵ちえははかりがたい。

      29弱よわった者ものには力ちからを与あたえ、

      勢いきおいのない者ものには強つよさを増まし加くわえられる。

      30年ねん若わかい者ものも弱よわり、かつ疲つかれ、

      壮年そうねんの者ものも疲つかれはてて倒たおれる。

      31しかし主しゅを待まち望のぞむ者ものは新あらたなる力ちからを得え、

      わしのように翼つばさをはって、のぼることができる。

      走はしっても疲つかれることなく、

      歩あるいても弱よわることはない。

    

  


  


  
    第四十一章


    
      1海沿うみぞいの国々くにぐによ、

      静しずかにして、わたしに聞きけ。

      もろもろの民たみよ、力ちからを新あらたにし、近ちかづいて語かたれ。

      われわれは共ともにさばきの座ざに近ちかづこう。

      2だれが東ひがしから人ひとを起おこしたか。

      彼かれはその行ゆく所ところで勝利しょうりをもって迎むかえられ、

      もろもろの国くにを征服せいふくし、

      もろもろの王おうを足あしの下したに踏ふみつけ、

      そのつるぎをもって彼かれらをちりのようにし、

      その弓ゆみをもって吹ふき去さられる、わらのようにする。

      3彼かれはこれらの者ものを追おって

      その足あしのまだ踏ふんだことのない道みちを、

      安やすらかに過すぎて行いく。

      4だれがこの事ことを行おこなったか、なしたか。

      だれが初はじめから世々よよの人々ひとびとを呼よび出だしたか。

      主しゅなるわたしは初はじめであって、

      また終おわりと共ともにあり、わたしがそれだ。

    


    
      5海沿うみぞいの国々くにぐには見みて恐おそれ、

      地ちの果はては、おののき、近ちかづいて来きた。

      6彼かれらはおのおのその隣となりを助たすけ、

      その兄弟きょうだいたちに言いう、「勇気ゆうきを出だせよ」と。

      7細工人さいくにんは鍛冶かじを励はげまし、

      鎚つちをもって平たいらかにする者ものは金かな敷しきを打うつ者ものに、

      はんだづけについて言いう、「それは良よい」と。

      また、くぎをもってそれを堅かたくし、

      動うごくことのないようにする。

    


    
      8しかし、わがしもべイスラエルよ、

      わたしの選えらんだヤコブ、

      わが友ともアブラハムの子孫しそんよ、

      9わたしは地ちの果はてから、あなたを連つれてき、

      地ちのすみずみから、あなたを召めして、

      あなたに言いった、「あなたは、わたしのしもべ、

      わたしは、あなたを選えらんで捨すてなかった」と。

      10恐おそれてはならない、わたしはあなたと共ともにいる。

      驚おどろいてはならない、わたしはあなたの神かみである。

      わたしはあなたを強つよくし、あなたを助たすけ、

      わが勝利しょうりの右みぎの手てをもって、あなたをささえる。

      11見みよ、あなたにむかって怒いかる者ものはみな、

      はじて、あわてふためき、

      あなたと争あらそう者ものは滅ほろびて無むに帰きする。

      12あなたは、あなたと争あらそう者ものを尋たずねても見みいださず、

      あなたと戦たたかう者ものは全まったく消きえうせる。

      13あなたの神かみ、主しゅなるわたしは

      あなたの右みぎの手てをとってあなたに言いう、

      「恐おそれてはならない、わたしはあなたを助たすける」。

      14主しゅは言いわれる、「虫むしにひとしいヤコブよ、

      イスラエルの人々ひとびとよ、恐おそれてはならない。

      わたしはあなたを助たすける。

      あなたをあがなう者ものはイスラエルの聖者せいじゃである。

      15見みよ、わたしはあなたを鋭するどい歯はのある

      新あたらしい打だ穀こっ機きとする。

      あなたは山やまを打うって、これを粉々こなごなにし、

      丘おかをもみがらのようにする。

      16あなたがあおげば風かぜはこれを巻まき去さり、

      つむじ風かぜがこれを吹ふき散ちらす。

      あなたは主しゅによって喜よろこび

      イスラエルの聖者せいじゃによって誇ほこる。

    


    
      17貧まずしい者ものと乏とぼしい者ものとは水みずを求もとめても、水みずがなく、

      その舌したがかわいて焼やけているとき、

      主しゅなるわたしは彼かれらに答こたえる、

      イスラエルの神かみなるわたしは

      彼かれらを捨すてることがない。

      18わたしは裸はだかの山やまに川かわを開ひらき、

      谷たにの中なかに泉いずみをいだし、

      荒野あらのを池いけとなし、かわいた地ちを水みずの源みなもととする。

      19わたしは荒野あらのに香柏こうはく、アカシヤ、

      ミルトスおよびオリブの木きを植うえ、

      さばくに、いとすぎ、すずかけ、

      からまつをともに置おく。

      20人々ひとびとはこれを見みて、主しゅのみ手てがこれをなし、

      イスラエルの聖者せいじゃがこれを創造そうぞうされたことを知しり、

      かつ、よく考かんがえて共ともに悟さとる」。

    


    
      21主しゅは言いわれる、

      「あなたがたの訴うったえを出だせ」と。

      ヤコブの王おうは言いわれる、

      「あなたがたの証拠しょうこを持もってこい。

      22それを持もってきて、起おこるべき事ことをわれわれに告つげよ。

      さきの事ことどもの何なにであるかを告つげよ。

      われわれはよく考かんがえて、その結末けつまつを知しろう。

      あるいはきたるべき事ことをわれわれに聞きかせよ。

      23この後のちきたるべき事ことをわれわれに告つげよ。

      われわれはあなたがたが神かみであることを

      知しるであろう。

      幸さいわいをくだし、あるいは災わざわいをくだせ。

      われわれは驚おどろいて肝きもをつぶすであろう。

      24見みよ、あなたがたは無なきものである。

      あなたがたのわざはむなしい。

      あなたがたを選えらぶ者ものは憎にくむべき者ものである」。

    


    
      25わたしはひとりを起おこして北きたからこさせ、

      わが名なを呼よぶ者ものを東ひがしからこさせる。

      彼かれはもろもろのつかさを踏ふみつけて

      しっくいのようにし、

      陶器とうき師しが粘土ねんどを踏ふむようにする。

      26だれか、初はじめからこの事ことを

      われわれに告つげ知しらせたか。

      だれか、あらかじめわれわれに告つげて、

      「彼かれは正ただしい」と言いわせたか。

      ひとりもこの事ことを告つげた者ものはない。

      ひとりも聞きかせた者ものはない。

      ひとりもあなたがたの言葉ことばを聞きいた者ものはない。

      27わたしははじめてこれをシオンに告つげた。

      わたしは、よきおとずれを伝つたえる者ものを

      エルサレムに与あたえる。

      28しかし、わたしが見みると、ひとりもない。

      彼かれらのなかには、わたしが尋たずねても

      答こたえうる助言者じょげんしゃはひとりもない。

      29見みよ、彼かれらはみな人ひとを惑まどわす者ものであって、

      そのわざは無なきもの、

      その鋳いた像ぞうはむなしき風かぜである。

    

  


  


  
    第四十二章


    
      1わたしの支持しじするわがしもべ、

      わたしの喜よろこぶわが選えらび人ひとを見みよ。

      わたしはわが霊れいを彼かれに与あたえた。

      彼かれはもろもろの国くにびとに道みちをしめす。

      2彼かれは叫さけぶことなく、声こえをあげることなく、

      その声こえをちまたに聞きこえさせず、

      3また傷きずついた葦あしを折おることなく、

      ほのぐらい灯心とうしんを消けすことなく、

      真実しんじつをもって道みちをしめす。

      4彼かれは衰おとろえず、落胆らくたんせず、

      ついに道みちを地ちに確立かくりつする。

      海沿うみぞいの国々くにぐにはその教おしえを待まち望のぞむ。

    


    
      5天てんを創造そうぞうしてこれをのべ、

      地ちとそれに生しょうずるものをひらき、

      その上うえの民たみに息いきを与あたえ、

      その中なかを歩あゆむ者ものに霊れいを与あたえられる

      主しゅなる神かみはこう言いわれる、

      6「主しゅなるわたしは正義せいぎをもってあなたを召めした。

      わたしはあなたの手てをとり、あなたを守まもった。

      わたしはあなたを民たみの契約けいやくとし、

      もろもろの国くにびとの光ひかりとして与あたえ、

      7盲人もうじんの目めを開ひらき、

      囚人しゅうじんを地下ちかの獄屋ごくやから出だし、

      暗くらきに座ざする者ものを獄屋ごくやから出ださせる。

      8わたしは主しゅである、これがわたしの名なである。

      わたしはわが栄光えいこうをほかの者ものに与あたえない。

      また、わが誉ほまれを刻きざんだ像ぞうに与あたえない。

      9見みよ、さきに預言よげんした事ことは起おこった。

      わたしは新あたらしい事ことを告つげよう。

      その事ことがまだ起おこらない前まえに、

      わたしはまず、あなたがたに知しらせよう」。

    


    
      10主しゅにむかって新あたらしき歌うたをうたえ。

      地ちの果はてから主しゅをほめたたえよ。

      海うみとその中なかに満みちるもの、

      海沿うみぞいの国々くにぐにとそれに住すむ者ものとは鳴なりどよめ。

      11荒野あらのとその中なかのもろもろの町まちと、

      ケダルびとの住すむもろもろの村里むらざとは声こえをあげよ。

      セラの民たみは喜よろこびうたえ。

      山やまの頂いただきから呼よばわり叫さけべ。

      12栄光えいこうを主しゅに帰きし、

      その誉ほまれを海沿うみぞいの国々くにぐにで語かたり告つげよ。

      13主しゅは勇士ゆうしのように出でて行いき、

      いくさ人ひとのように熱心ねっしんを起おこし、

      ときの声こえをあげて呼よばわり、

      その敵てきにむかって大能たいのうをあらわされる。

    


    
      14わたしは久ひさしく声こえを出ださず、

      黙もくして、おのれをおさえていた。

      今いまわたしは子こを産うもうとする女おんなのように叫さけぶ。

      わたしの息いきは切きれ、かつあえぐ。

      15わたしは山やまと丘おかとを荒あらし、

      すべての草くさを枯からし、

      もろもろの川かわを島しまとし、

      もろもろの池いけをからす。

      16わたしは目めしいを

      彼かれらのまだ知しらない大路おおじに行いかせ、

      まだ知しらない道みちに導みちびき、

      暗くらきをその前まえに光ひかりとし、

      高低こうていのある所ところを平たいらにする。

      わたしはこれらの事ことをおこなって彼かれらを捨すてない。

      17刻きざんだ偶像ぐうぞうに頼たのみ、鋳いた偶像ぐうぞうにむかって

      「あなたがたは、われわれの神かみである」と言いう者ものは

      退しりぞけられて、大おおいに恥はじをかく。

    


    
      18耳みみしいよ、聞きけ。

      目めしいよ、目めを注そそいで見みよ。

      19だれか、わがしもべのほかに目めしいがあるか。

      だれか、わがつかわす使者ししゃのような耳みみしいがあるか。

      だれか、わが献身けんしん者もののような目めしいがあるか。

      だれか、主しゅのしもべのような目めしいがあるか。

      20彼かれは多おおくの事ことを見みても認みとめず、

      耳みみを開ひらいても聞きかない。

      21主しゅはおのれの義ぎのために、

      その教おしえを大おおいなるものとし、

      かつ光栄こうえいあるものとすることを喜よろこばれた。

      22ところが、この民たみはかすめられ、奪うばわれて、

      みな穴あなの中なかに捕とらわれ、獄屋ごくやの中なかに閉とじこめられた。

      彼かれらはかすめられても助たすける者ものがなく、

      物ものを奪うばわれても「もどせ」と言いう者ものもない。

      23あなたがたのうち、

      だれがこの事ことに耳みみを傾かたむけるだろうか、

      だれが心こころをもちいて

      後のちのためにこれを聞きくだろうか。

      24ヤコブを奪うばわせた者ものはだれか。

      かすめる者ものにイスラエルをわたした者ものはだれか。

      これは主しゅではないか。

      われわれは主しゅにむかって罪つみを犯おかし、

      その道みちに歩あゆむことを好このまず、

      またその教おしえに従したがうことを好このまなかった。

      25それゆえ、主しゅは激はげしい怒いかりと、

      猛烈もうれつな戦たたかいを彼かれらに臨のぞませられた。

      それが火ひのように周囲しゅういに燃もえても、彼かれらは悟さとらず、

      彼かれらを焼やいても、心こころにとめなかった。

    

  


  


  
    第四十三章


    
      1ヤコブよ、あなたを創造そうぞうされた主しゅはこう言いわれる。イスラエルよ、あなたを造つくられた主しゅはいまこう言いわれる、

      
        「恐おそれるな、わたしはあなたをあがなった。

        わたしはあなたの名なを呼よんだ、

        あなたはわたしのものだ。

        2あなたが水みずの中なかを過すぎるとき、

        わたしはあなたと共ともにおる。

        川かわの中なかを過すぎるとき、

        水みずはあなたの上うえにあふれることがない。

        あなたが火ひの中なかを行いくとき、焼やかれることもなく、

        炎ほのおもあなたに燃もえつくことがない。

        3わたしはあなたの神かみ、主しゅである、

        イスラエルの聖者せいじゃ、あなたの救主すくいぬしである。

        わたしはエジプトを与あたえて

        あなたのあがないしろとし、

        エチオピヤとセバとをあなたの代かわりとする。

        4あなたはわが目めに尊たっとく、重おもんぜられるもの、

        わたしはあなたを愛あいするがゆえに、

        あなたの代かわりに人ひとを与あたえ、

        あなたの命いのちの代かわりに民たみを与あたえる。

        5恐おそれるな、わたしはあなたと共ともにおる。

        わたしは、あなたの子孫しそんを東ひがしからこさせ、

        西にしからあなたを集あつめる。

        6わたしは北きたにむかって『ゆるせ』と言いい、

        南みなみにむかって『留とめるな』と言いう。

        わが子こらを遠とおくからこさせ、

        わが娘むすめらを地ちの果はてからこさせよ。

        7すべてわが名なをもってとなえられる者ものをこさせよ。

        わたしは彼かれらをわが栄光えいこうのために創造そうぞうし、

        これを造つくり、これを仕立したてた」。

      

    


    
      8目めがあっても目めしいのような民たみ、

      耳みみがあっても耳みみしいのような民たみを連つれ出だせ。

      9国々くにぐにはみな相あいつどい、

      もろもろの民たみは集あつまれ。

      彼かれらのうち、だれがこの事ことを告つげ、

      さきの事ことどもを、

      われわれに聞きかせることができるか。

      その証人しょうにんを出だして、おのれの正ただしい事ことを証明しょうめいさせ、

      それを聞きいて「これは真実しんじつだ」と言いわせよ。

      10主しゅは言いわれる、「あなたがたはわが証人しょうにん、

      わたしが選えらんだわがしもべである。

      それゆえ、あなたがたは知しって、わたしを信しんじ、

      わたしが主しゅであることを悟さとることができる。

      わたしより前まえに造つくられた神かみはなく、

      わたしより後のちにもない。

      11ただわたしのみ主しゅである。

      わたしのほかに救すくう者ものはいない。

      12わたしはさきに告つげ、かつ救すくい、かつ聞きかせた。

      あなたがたのうちには、ほかの神かみはなかった。

      あなたがたはわが証人しょうにんである」と主しゅは言いわれる。

      13「わたしは神かみである、今いまより後のちもわたしは主しゅである。

      わが手てから救すくい出だしうる者ものはない。

      わたしがおこなえば、

      だれが、これをとどめることができよう」。

    


    
      14あなたがたをあがなう者もの、イスラエルの聖者せいじゃ、

      主しゅはこう言いわれる、

      「あなたがたのために、

      わたしは人ひとをバビロンにつかわし、

      すべての貫かんの木きをこわし、

      カルデヤびとの喜よろこびの声こえを嘆なげきに変かわらせる。

      15わたしは主しゅ、あなたがたの聖者せいじゃ、

      イスラエルの創造者そうぞうしゃ、あなたがたの王おうである」。

      16海うみのなかに大路おおじを設もうけ、

      大おおいなる水みずの中なかに道みちをつくり、

      17戦車せんしゃおよび馬うま、軍勢ぐんぜいおよび兵士へいしを出でてこさせ、

      これを倒たおして起おきることができないようにし、

      絶たえ滅ほろぼして、灯心とうしんの消きえうせるようにされる

      主しゅはこう言いわれる、

      18「あなたがたは、さきの事ことを思おもい出だしてはならない、

      また、いにしえのことを考かんがえてはならない。

      19見みよ、わたしは新あたらしい事ことをなす。

      やがてそれは起おこる、

      あなたがたはそれを知しらないのか。

      わたしは荒野あらのに道みちを設もうけ、

      さばくに川かわを流ながれさせる。

      20野のの獣けものはわたしをあがめ、

      山犬やまいぬおよび、だちょうもわたしをあがめる。

      わたしが荒野あらのに水みずをいだし、

      さばくに川かわを流ながれさせて、

      わたしの選えらんだ民たみに飲のませるからだ。

      21この民たみは、わが誉ほまれを述のべさせるために

      わたしが自分じぶんのために造つくったものである。

    


    
      22ところがヤコブよ、あなたはわたしを呼よばなかった。

      イスラエルよ、あなたはわたしをうとんじた。

      23あなたは燔祭はんさいの羊ひつじをわたしに持もってこなかった。

      また犠牲ぎせいをもってわたしをあがめなかった。

      わたしは供そなえ物ものの重荷おもにをあなたに負おわせなかった。

      また乳香にゅうこうをもってあなたを煩わずらわさなかった。

      24あなたは金かねを出だして、

      わたしのために菖蒲しょうぶを買かわず、

      犠牲ぎせいの脂肪しぼうを供そなえて、わたしを飽あかせず、

      かえって、あなたの罪つみの重荷おもにをわたしに負おわせ、

      あなたの不義ふぎをもって、わたしを煩わずらわせた。

    


    
      25わたしこそ、わたし自身じしんのために

      あなたのとがを消けす者ものである。

      わたしは、あなたの罪つみを心こころにとめない。

      26あなたは、自分じぶんの正ただしいことを証明しょうめいするために

      自分じぶんのことを述のべて、わたしに思おもい出ださせよ。

      われわれは共ともに論ろんじよう。

      27あなたの遠とおい先祖せんぞは罪つみを犯おかし、

      あなたの仲保者ちゅうほしゃらはわたしにそむいた。

      28それゆえ、わたしは聖所せいじょの君きみたちを汚けがし、

      ヤコブを全まったき滅ほろびにわたし、

      イスラエルをののしらしめた。

    

  


  


  
    第四十四章


    
      1しかし、わがしもべヤコブよ、

      わたしが選えらんだイスラエルよ、いま聞きけ。

      2あなたを造つくり、あなたを胎内たいないに形かたち造つくり、

      あなたを助たすける主しゅはこう言いわれる、

      『わがしもべヤコブよ、

      わたしが選えらんだエシュルンよ、恐おそれるな。

      3わたしは、かわいた地ちに水みずを注そそぎ、

      干ひからびた地ちに流ながれをそそぎ、

      わが霊れいをあなたの子こらにそそぎ、

      わが恵めぐみをあなたの子孫しそんに与あたえるからである。

      4こうして、彼かれらは水みずの中なかの草くさのように、

      流ながれのほとりの柳やなぎのように、生はえ育そだつ。

      5ある人ひとは「わたしは主しゅのものである」と言いい、

      ある人ひとはヤコブの名なをもって自分じぶんを呼よび、

      またある人ひとは「主しゅのものである」と手てにしるして、

      イスラエルの名なをもって自分じぶんを呼よぶ』」。

    


    
      6主しゅ、イスラエルの王おう、イスラエルをあがなう者もの、

      万軍ばんぐんの主しゅはこう言いわれる、

      「わたしは初はじめであり、わたしは終おわりである。

      わたしのほかに神かみはない。

      7だれかわたしに等ひとしい者ものがあるか。

      その者ものはそれを示しめし、またそれを告つげ、

      わが前まえに言いいつらねよ。

      だれが、昔むかしから、きたるべき事ことを聞きかせたか。

      その者ものはやがて成なるべき事ことをわれわれに告つげよ。

      8恐おそれてはならない、またおののいてはならない。

      わたしはこの事ことを昔むかしから、

      あなたがたに聞きかせなかったか、

      また告つげなかったか。

      あなたがたはわが証人しょうにんである。

      わたしのほかに神かみがあるか。

      わたしのほかに岩いわはない。

      わたしはそのあることを知しらない」。

    


    
      9偶像ぐうぞうを造つくる者ものは皆みなむなしく、彼かれらの喜よろこぶところのものは、なんの役やくにも立たたない。その信者しんじゃは見みることもなく、また知しることもない。ゆえに彼かれらは恥はじを受うける。 10だれが神かみを造つくり、またなんの役やくにも立たたない偶像ぐうぞうを鋳いたか。 11見みよ、その仲間なかまは皆みな恥はじを受うける。その細工人さいくにんらは人間にんげんにすぎない。彼かれらが皆みな集あつまって立たつとき、恐おそれて共ともに恥はじる。
    


    
      12鉄てつの細工人さいくにんはこれを造つくるのに炭すみの火ひをもって細工さいくし、鎚つちをもってこれを造つくり、強つよい腕うでをもってこれを鍛きたえる。彼かれが飢うえれば力ちからは衰おとろえ、水みずを飲のまなければ疲つかれはてる。 13木きの細工人さいくにんは線せんを引ひき、鉛筆えんぴつでえがき、かんなで削けずり、コンパスでえがき、それを人ひとの美うつくしい姿すがたにしたがって人ひとの形かたちに造つくり、家いえの中なかに安置あんちする。 14彼かれは香柏こうはくを切きり倒たおし、あるいはかしの木き、あるいはかしわの木きを選えらんで、それを林はやしの木きの中なかで強つよく育そだてる。あるいは香柏こうはくを植うえ、雨あめにそれを育そだてさせる。 15こうして人ひとはその一部いちぶをとって、たきぎとし、これをもって身みを暖あたため、またこれを燃もやしてパンを焼やき、また他たの一部いちぶを神かみに造つくって拝おがみ、刻きざんだ像ぞうに造つくってその前まえにひれ伏ふす。 16その半なかばは火ひに燃もやし、その半なかばで肉にくを煮にて食たべ、あるいは肉にくをあぶって食たべ飽あき、また身みを暖あたためて言いう、「ああ、暖あたたまった、熱あつくなった」と。 17そしてその余あまりをもって神かみを造つくって偶像ぐうぞうとし、その前まえにひれ伏ふして拝おがみ、これに祈いのって、「あなたはわが神かみだ、わたしを救すくえ」と言いう。
    


    
      18これらの人ひとは知しることがなく、また悟さとることがない。その目めはふさがれて見みることができず、その心こころは鈍にぶくなって悟さとることができない。 19その心こころのうちに思おもうことをせず、また知識ちしきがなく、悟さとりがないために、「わたしはその半なかばを火ひに燃もやし、またその炭火すみびの上うえでパンを焼やき、肉にくをあぶって食たべ、その残のこりの木きをもって憎にくむべきものを造つくるのか。木きのはしくれの前まえにひれ伏ふすのか」と言いう者ものもない。 20彼かれは灰はいを食くい、迷まよった心こころに惑まどわされて、おのれを救すくうことができず、また「わが右みぎの手てに偽いつわりがあるではないか」と言いわない。
    


    
      21ヤコブよ、イスラエルよ、これらの事ことを心こころにとめよ。

      あなたはわがしもべだから。

      わたしはあなたを造つくった、

      あなたはわがしもべだ。

      イスラエルよ、わたしはあなたを忘わすれない。

      22わたしはあなたのとがを雲くものように吹ふき払はらい、

      あなたの罪つみを霧きりのように消けした。

      わたしに立たち返かえれ、

      わたしはあなたをあがなったから。

    


    
      23天てんよ、歌うたえ、主しゅがこの事ことをなされたから。

      地ちの深ふかき所ところよ、呼よばわれ。

      もろもろの山やまよ、林はやしおよびその中なかのもろもろの木きよ、

      声こえを放はなって歌うたえ。

      主しゅはヤコブをあがない、

      イスラエルのうちに栄光えいこうをあらわされたから。

    


    
      24あなたをあがない、

      あなたを胎内たいないに造つくられた主しゅはこう言いわれる、

      「わたしは主しゅである。わたしはよろずの物ものを造つくり、

      ただわたしだけが天てんをのべ、地ちをひらき、

      ——だれがわたしと共ともにいたか——

      25偽いつわる物もののしるしをむなしくし、

      占うらなう者ものを狂くるわせ、

      賢かしこい者ものをうしろに退しりぞけて、その知識ちしきを愚おろかにする。

      26わたしは、わがしもべの言葉ことばを遂とげさせ、

      わが使つかいの計はかりごとを成ならせ、

      エルサレムについては、

      『これは民たみの住すむ所ところとなる』と言いい、

      ユダのもろもろの町まちについては、

      『ふたたび建たてられる、

      わたしはその荒あれ跡あとを興おこそう』と言いい、

      27また淵ふちについては、『かわけ、わたしは

      あなたのもろもろの川かわを干ほす』と言いい、

      28またクロスについては、『彼かれはわが牧者ぼくしゃ、

      わが目的もくてきをことごとくなし遂とげる』と言いい、

      エルサレムについては、

      『ふたたび建たてられる』と言いい、

      神殿しんでんについては、

      『あなたの基もといがすえられる』と言いう」。

    

  


  


  
    第四十五章


    
      1わたしはわが受膏者じゅこうしゃクロスの

      右みぎの手てをとって、

      もろもろの国くにをその前まえに従したがわせ、

      もろもろの王おうの腰こしを解とき、

      とびらをその前まえに開ひらかせて、

      門もんを閉とじさせない、と言いわれる主しゅは

      その受膏者じゅこうしゃクロスにこう言いわれる、

      2「わたしはあなたの前まえに行いって、

      もろもろの山やまを平たいらにし、

      青銅せいどうのとびらをこわし、鉄てつの貫かんの木きを断たち切きり、

      3あなたに、暗くらい所ところにある財宝ざいほうと、

      ひそかな所ところに隠かくした宝物ほうもつとを与あたえて、

      わたしは主しゅ、あなたの名なを呼よんだ

      イスラエルの神かみであることをあなたに知しらせよう。

      4わがしもべヤコブのために、

      わたしの選えらんだイスラエルのために、

      わたしはあなたの名なを呼よんだ。

      あなたがわたしを知しらなくても、

      わたしはあなたに名なを与あたえた。

      5わたしは主しゅである。

      わたしのほかに神かみはない、ひとりもない。

      あなたがわたしを知しらなくても、

      わたしはあなたを強つよくする。

      6これは日ひの出でる方ほうから、また西にしの方ほうから、

      人々ひとびとがわたしのほかに神かみのないことを

      知しるようになるためである。

      わたしは主しゅである、わたしのほかに神かみはない。

      7わたしは光ひかりをつくり、また暗くらきを創造そうぞうし、

      繁栄はんえいをつくり、またわざわいを創造そうぞうする。

      わたしは主しゅである、

      すべてこれらの事ことをなす者ものである。

    


    
      8天てんよ、上うえより水みずを注そそげ、

      雲くもは義ぎを降ふらせよ。

      地ちは開ひらけて救すくいを生しょうじ、また義ぎをも、生はえさせよ。

      主しゅなるわたしはこれを創造そうぞうした。

    


    
      9陶器とうきが陶器とうき師しと争あらそうように、

      おのれを造つくった者ものと争あらそう者ものはわざわいだ。

      粘土ねんどは陶器とうき師しにむかって

      『あなたは何なにを造つくるか』と言いい、

      あるいは『あなたの造つくった物ものには手てがない』と

      言いうだろうか。

      10父ちちにむかって

      『あなたは、なぜ子こをもうけるのか』と言いい、

      あるいは女おんなにむかって

      『あなたは、なぜ産うみの苦くるしみをするのか』と

      言いう者ものはわざわいだ」。

      11イスラエルの聖者せいじゃ、

      イスラエルを造つくられた主しゅはこう言いわれる、

      「あなたがたは、わが子こらについてわたしに問とい、

      またわが手てのわざについてわたしに命めいずるのか。

      12わたしは地ちを造つくって、その上うえに人ひとを創造そうぞうした。

      わたしは手てをもって天てんをのべ、

      その万軍ばんぐんを指揮しきした。

      13わたしは義ぎをもってクロスを起おこした。

      わたしは彼かれのすべての道みちをまっすぐにしよう。

      彼かれはわが町まちを建たて、

      わが捕囚ほしゅうを価あたいのためでなく、

      また報むくいのためでもなく解とき放はなつ」と

      万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。

    


    
      14主しゅはこう言いわれる、

      「エジプトの富とみと、エチオピヤの商品しょうひんと、

      たけの高たかいセバびととは

      あなたに来きて、あなたのものとなり、あなたに従したがい、

      彼かれらは鎖くさりにつながれて来きて、あなたの前まえにひれ伏ふし、

      あなたに願ねがって言いう、

      『神かみはただあなたと共ともにいまし、

      このほかに神かみはなく、ひとりもない』」。

      15イスラエルの神かみ、救主すくいぬしよ、

      まことに、あなたは

      ご自分じぶんを隠かくしておられる神かみである。

      16偶像ぐうぞうを造つくる者ものは皆みな恥はじを負おい、はずかしめを受うけ、

      ともに、あわてふためいて退しりぞく。

      17しかし、イスラエルは主しゅに救すくわれて、

      とこしえの救すくいを得える。

      あなたがたは世々よよかぎりなく、

      恥はじを負おわず、はずかしめを受うけない。

    


    
      18天てんを創造そうぞうされた主しゅ、すなわち神かみであって

      また地ちをも造つくり成なし、これを堅かたくし、

      いたずらにこれを創造そうぞうされず、

      これを人ひとのすみかに造つくられた主しゅはこう言いわれる、

      「わたしは主しゅである、わたしのほかに神かみはない。

      19わたしは隠かくれたところ、地ちの暗くらい所ところで語かたらず、

      ヤコブの子孫しそんに

      『わたしを尋たずねるのはむだだ』と言いわなかった。

      主しゅなるわたしは正ただしい事ことを語かたり、

      まっすぐな事ことを告つげる。

    


    
      20もろもろの国くにからのがれてきた者ものよ、

      集あつまってきて、共ともに近寄ちかよれ。

      木像もくぞうをにない、

      救すくうことのできない神かみに祈いのる者ものは無知むちである。

      21あなたがたの言いい分ぶんを持もってきて述のべよ。

      また共ともに相談そうだんせよ。

      この事ことをだれがいにしえから示しめしたか。

      だれが昔むかしから告つげたか。

      わたし、すなわち主しゅではなかったか。

      わたしのほかに神かみはない。

      わたしは義ぎなる神かみ、救主すくいぬしであって、

      わたしのほかに神かみはない。

    


    
      22地ちの果はてなるもろもろの人ひとよ、

      わたしを仰あおぎのぞめ、そうすれば救すくわれる。

      わたしは神かみであって、ほかに神かみはないからだ。

      23わたしは自分じぶんをさして誓ちかった、

      わたしの口くちから出でた正ただしい言葉ことばは帰かえることがない、

      『すべてのひざはわが前まえにかがみ、

      すべての舌したは誓ちかいをたてる』。

    


    
      24人ひとはわたしについて言いう、

      『正義せいぎと力ちからとは主しゅにのみある』と。

      人々ひとびとは主しゅにきたり、

      主しゅにむかって怒いかる者ものは皆みな恥はじを受うける。

      25しかしイスラエルの子孫しそんは皆みな

      主しゅによって勝かち誇ほこることができる」。

    

  


  


  
    第四十六章


    
      1ベルは伏ふし、ネボはかがみ、

      彼かれらの像ぞうは獣けものと家畜かちくとの上うえにある。

      あなたがたが持もち歩あるいたものは荷にとなり、

      疲つかれた獣けものの重荷おもにとなった。

      2彼かれらはかがみ、彼かれらは共ともに伏ふし、

      重荷おもにとなった者ものを救すくうことができず

      かえって、自分じぶんは捕とらわれて行いく。

    


    
      3「ヤコブの家いえよ、

      イスラエルの家いえの残のこったすべての者ものよ、

      生うまれ出でた時ときから、わたしに負おわれ、

      胎たいを出でた時ときから、わたしに持もち運はこばれた者ものよ、

      わたしに聞きけ。

      4わたしはあなたがたの年老としおいるまで変かわらず、

      白髪はくはつとなるまで、あなたがたを持もち運はこぶ。

      わたしは造つくったゆえ、必かならず負おい、

      持もち運はこび、かつ救すくう。

    


    
      5あなたがたは、わたしをだれにたぐい、

      だれと等ひとしくし、だれにくらべ、

      かつなぞらえようとするのか。

      6彼かれらは袋ふくろからこがねを注そそぎ出だし、

      はかりをもって、しろがねをはかり、

      金きん細工人ざいくにんを雇やとって、それを神かみに造つくらせ、

      これにひれ伏ふして拝おがむ。

      7彼かれらはこれをもたげて肩かたに載のせ、

      持もって行いって、その所ところに置おき、そこに立たたせる。

      これはその所ところから動うごくことができない。

      人ひとがこれに呼よばわっても答こたえることができない。

      また彼かれをその悩なやみから救すくうことができない。

    


    
      8あなたがたはこの事ことをおぼえ、よく考かんがえよ。

      そむける者ものよ、この事ことを心こころにとめよ、

      9いにしえよりこのかたの事ことをおぼえよ。

      わたしは神かみである、わたしのほかに神かみはない。

      わたしは神かみである、わたしと等ひとしい者ものはない。

      10わたしは終おわりの事ことを初はじめから告つげ、

      まだなされない事ことを昔むかしから告つげて言いう、

      『わたしの計はかりごとは必かならず成なり、

      わが目的もくてきをことごとくなし遂とげる』と。

      11わたしは東ひがしから猛禽もうきんを招まねき、

      遠とおい国くにからわが計はかりごとを行おこなう人ひとを招まねく。

      わたしはこの事ことを語かたったゆえ、必かならずこさせる。

      わたしはこの事ことをはかったゆえ、必かならず行おこなう。

    


    
      12心こころをかたくなにして、救すくいに遠とおい者ものよ、

      わたしに聞きけ。

      13わたしはわが救すくいを近ちかづかせるゆえ、

      その来くることは遠とおくない。

      わが救すくいはおそくない。

      わたしは救すくいをシオンに与あたえ、

      わが栄光えいこうをイスラエルに与あたえる」。

    

  


  


  
    第四十七章


    
      1処女しょじょなるバビロンの娘むすめよ、

      下くだって、ちりの中なかにすわれ。

      カルデヤびとの娘むすめよ、

      王座おうざのない地ちにすわれ。

      あなたはもはや、やさしく、たおやかな女おんなと

      となえられることはない。

      2石いしうすをとって粉こなをひけ、

      顔かおおおいを取とり去さり、うちぎを脱ぬぎ、

      すねをあらわして川かわを渡わたれ。

      3あなたの裸はだかはあらわれ、

      あなたの恥はじは見みられる。

      わたしはあだを報むくいて、何人なにびとをも助たすけない。

      4われわれをあがなう者ものは

      その名なを万軍ばんぐんの主しゅといい、

      イスラエルの聖者せいじゃである。

      5カルデヤびとの娘むすめよ、

      黙もくしてすわれ、また暗くらい所ところにはいれ。

      あなたはもはや、もろもろの国くにの女王じょおうと

      となえられることはない。

      6わたしはわが民たみを憤いきどおり、

      わが嗣し業ぎょうを汚けがして、これをあなたの手てに渡わたした。

      あなたはこれに、あわれみを施ほどこさず、

      年老としおいた者ものの上うえに、はなはだ重おもいくびきを負おわせた。

      7あなたは言いった、

      「わたしは、とこしえに女王じょおうとなる」と。

      そして、あなたはこれらの事ことを心こころにとめず、

      またその終おわりを思おもわなかった。

    


    
      8楽たのしみにふけり、安やすらかにおり、

      心こころのうちに「ただわたしだけで、

      わたしのほかにだれもなく、

      わたしは寡婦かふとなることはない、

      また子こを失うしなうことはない」と言いう者ものよ、

      今いまこの事ことを聞きけ。

      9これらの二つの事ことは一日にちのうちに、

      またたくまにあなたに臨のぞむ。

      すなわち子こを失うしない、寡婦かふとなる事ことは

      たといあなたが多おおくの魔術まじゅつを行おこない、

      魔法まほうの大おおいなる力ちからをもってしても

      ことごとくあなたに臨のぞむ。

      10あなたは自分じぶんの悪あくに寄より頼たよんで言いう、

      「わたしを見みる者ものはない」と。

      あなたの知恵ちえと、あなたの知識ちしきとは

      あなたを惑まどわした。

      あなたは心こころのうちに言いった、

      「ただわたしだけで、わたしのほかにだれもない」と。

      11しかし、わざわいが、あなたに臨のぞむ、

      あなたは、それをあがなうことができない。

      なやみが、あなたを襲おそう、

      あなたは、それをつぐなうことができない。

      滅ほろびが、にわかにあなたに臨のぞむ、

      あなたは、それについて何なにも知しらない。

      12あなたが若わかい時ときから勤つとめ行いったあなたの魔法まほうと、

      多おおくの魔術まじゅつとをもって立たちむかってみよ、

      あるいは成功せいこうするかもしれない、

      あるいは敵てきを恐おそれさせるかもしれない。

      13あなたは多おおくの計はかりごとによってうみ疲つかれた。

      かの天てんを分わかつ者もの、星ほしを見みる者もの、

      新月しんげつによって、あなたに臨のぞむ事ことを告つげる者ものを

      立たちあがらせて、あなたを救すくわせてみよ。

      14見みよ、彼かれらはわらのようになって、

      火ひに焼やき滅ほろぼされ、

      自分じぶんの身みを炎ほのおの勢いきおいから、救すくい出だすことができない。

      その火ひは身みを暖あたためる炭火すみびではない、

      またその前まえにすわるべき火ひでもない。

      15あなたが勤つとめて行おこなったものと、

      あなたの若わかい時ときからあなたと売うり買かいした者ものとは、

      ついにこのようになる。

      彼かれらはめいめい自分じぶんの方向ほうこうにさすらいゆき、

      ひとりもあなたを救すくう者ものはない。

    

  


  


  
    第四十八章


    
      1ヤコブの家いえよ、これを聞きけ。

      あなたがたはイスラエルの名なをもってとなえられ、

      ユダの腰こしから出で、

      主しゅの名なによって誓ちかい、

      イスラエルの神かみをとなえるけれども、

      真実しんじつをもってせず、正義せいぎをもってしない。

      2彼かれらはみずから聖せいなる都みやこのものととなえ、

      イスラエルの神かみに寄より頼たのむ。

      その名なは万軍ばんぐんの主しゅという。

      3「わたしはさきに成なった事ことを、いにしえから告つげた。

      わたしは口くちから出だして彼かれらに知しらせた。

      わたしは、にわかにこの事ことを行おこない、そして成なった。

      4わたしはあなたが、かたくなで、その首くびは鉄てつの筋すじ、

      その額ひたいは青銅せいどうであることを知しるゆえに、

      5いにしえから、かの事ことをあなたに告つげ、

      その成ならないさきに、これをあなたに聞きかせた。

      そうでなければ、あなたは言いうだろう、

      『わが偶像ぐうぞうがこれをしたのだ、

      わが刻きざんだ像ぞうと、鋳いた像ぞうがこれを命めいじたのだ』と。

      6あなたはすでに聞きいた、

      すべてこれが成なったことを見みよ。

      あなたがたはこれを宣のべ伝つたえないのか。

      わたしは今いまから新あたらしい事こと、

      あなたがまだ知しらない隠かくれた事ことを

      あなたに聞きかせよう。

      7これらの事ことはいま創造そうぞうされたので、

      いにしえからあったのではない。

      この日ひ以前いぜんには、あなたはこれを聞きかなかった。

      そうでなければ、あなたは言いうだろう、

      『見みよ、わたしはこれを知しっていた』と。

      8あなたはこれを聞きくこともなく、知しることもなく、

      あなたの耳みみは、いにしえから開ひらかれなかった。

      わたしはあなたが全まったく不信実ふしんじつで、

      生うまれながら反逆者はんぎゃくしゃととなえられたことを

      知しっていたからである。

      9わが名なのために、わたしは怒いかりをおそくする。

      わが誉ほまれのために、わたしはこれをおさえて、

      あなたを断たち滅ほろぼすことをしない。

      10見みよ、わたしはあなたを練ねった。

      しかし銀ぎんのようにではなくて、

      苦くるしみの炉ろをもってあなたを試こころみた。

      11わたしは自分じぶんのために、自分じぶんのためにこれを行おこなう。

      どうしてわが名なを汚けがさせることができよう。

      わたしはわが栄光えいこうを

      ほかの者ものに与あたえることをしない。

    


    
      12ヤコブよ、わたしの召めしたイスラエルよ、

      わたしに聞きけ。

      わたしはそれだ、わたしは初はじめであり、

      わたしはまた終おわりである。

      13わが手ては地ちの基もといをすえ、

      わが右みぎの手ては天てんをのべた。

      わたしが呼よぶと、彼かれらはもろともに立たつ。

      14あなたがたは皆みな集あつまって聞きけ。

      彼かれらのうち、だれがこれらの事ことを告つげたか。

      主しゅの愛あいせられる彼かれは

      主しゅのみこころをバビロンに行おこない、

      その腕うではカルデヤびとの上うえに臨のぞむ。

      15語かたったのは、ただわたしであって、

      わたしは彼かれを召めした。

      わたしは彼かれをこさせた。

      彼かれはその道みちに栄さかえる。

      16あなたがたはわたしに近寄ちかよって、これを聞きけ。

      わたしは初はじめから、ひそかに語かたらなかった。

      それが成なった時ときから、わたしはそこにいたのだ」。

      いま主しゅなる神かみは、わたしとその霊れいとをつかわされた。

    


    
      17あなたのあがない主ぬし、イスラエルの聖者せいじゃ、

      主しゅはこう言いわれる、

      「わたしはあなたの神かみ、主しゅである。

      わたしは、あなたの利益りえきのために、あなたを教おしえ、

      あなたを導みちびいて、その行いくべき道みちに行いかせる。

      18どうか、あなたはわたしの戒いましめに聞きき従したがうように。

      そうすれば、あなたの平安へいあんは川かわのように、

      あなたの義ぎは海うみの波なみのようになり、

      19あなたのすえは砂すなのように、

      あなたの子孫しそんは砂粒すなつぶのようになって、

      その名なはわが前まえから断たたれることなく、滅ほろぼされることはない」。

    


    
      20あなたがたはバビロンから出で、

      カルデヤからのがれよ。

      喜よろこびの声こえをもってこれをのべ聞きかせ、

      地ちの果はてにまで語かたり伝つたえ、

      「主しゅはそのしもべヤコブをあがなわれた」と言いえ。

      21主しゅが彼かれらを導みちびいて、さばくを通とおらせられたとき、

      彼かれらは、かわいたことがなかった。

      主しゅは彼かれらのために岩いわから水みずを流ながれさせ、

      また岩いわを裂さかれると、水みずがほとばしり出でた。

      22主しゅは言いわれた、

      「悪わるい者ものには平安へいあんがない」と。

    

  


  


  
    第四十九章


    
      1海沿うみぞいの国々くにぐによ、わたしに聞きけ。

      遠とおいところのもろもろの民たみよ、耳みみを傾かたむけよ。

      主しゅはわたしを生うまれ出でた時ときから召めし、

      母ははの胎たいを出でた時ときからわが名なを語かたり告つげられた。

      2主しゅはわが口くちを鋭利えいりなつるぎとなし、

      わたしをみ手ての陰かげにかくし、

      とぎすました矢やとなして、

      箙えびらにわたしを隠かくされた。

      3また、わたしに言いわれた、

      「あなたはわがしもべ、

      わが栄光えいこうをあらわすべきイスラエルである」と。

      4しかし、わたしは言いった、

      「わたしはいたずらに働はたらき、

      益えきなく、むなしく力ちからを費ついやした。

      しかもなお、まことにわが正ただしきは主しゅと共ともにあり、

      わが報むくいはわが神かみと共ともにある」と。

    


    
      5ヤコブをおのれに帰かえらせ、

      イスラエルをおのれのもとに集あつめるために、

      わたしを腹はらの中うちからつくって

      そのしもべとされた主しゅは言いわれる。

      （わたしは主しゅの前まえに尊たっとばれ、

      わが神かみはわが力ちからとなられた）

      6主しゅは言いわれる、

      「あなたがわがしもべとなって、

      ヤコブのもろもろの部族ぶぞくをおこし、

      イスラエルのうちの残のこった者ものを帰かえらせることは、

      いとも軽かるい事ことである。

      わたしはあなたを、もろもろの国くにびとの光ひかりとなして、

      わが救すくいを地ちの果はてにまでいたらせよう」と。

    


    
      7イスラエルのあがない主ぬし、

      イスラエルの聖者せいじゃなる主しゅは、

      人ひとに侮あなどられる者もの、民たみに忌いみきらわれる者もの、

      つかさたちのしもべにむかってこう言いわれる、

      「もろもろの王おうは見みて、立たちあがり、

      もろもろの君きみは立たって、拝はいする。

      これは真実しんじつなる主しゅ、イスラエルの聖者せいじゃが、

      あなたを選えらばれたゆえである」。

    


    
      8主しゅはこう言いわれる、

      「わたしは恵めぐみの時ときに、あなたに答こたえ、

      救すくいの日ひにあなたを助たすけた。

      わたしはあなたを守まもり、

      あなたを与あたえて民たみの契約けいやくとし、

      国くにを興おこし、荒あれすたれた地ちを嗣し業ぎょうとして継つがせる。

      9わたしは捕とらえられた人ひとに『出でよ』と言いい、

      暗くらきにおる者ものに『あらわれよ』と言いう。

      彼かれらは道みちすがら食たべることができ、

      すべての裸はだかの山やまにも牧草ぼくそうを得える。

      10彼かれらは飢うえることがなく、かわくこともない。

      また熱あつい風かぜも、太陽たいようも彼かれらを撃うつことはない。

      彼かれらをあわれむ者ものが彼かれらを導みちびき、

      泉いずみのほとりに彼かれらを導みちびかれるからだ。

      11わたしは、わがもろもろの山やまを道みちとし、

      わが大路おおじを高たかくする。

      12見みよ、人々ひとびとは遠とおくから来くる。

      見みよ、人々ひとびとは北きたから西にしから、

      またスエネの地ちから来くる」。

      13天てんよ、歌うたえ、地ちよ、喜よろこべ。

      もろもろの山やまよ、声こえを放はなって歌うたえ。

      主しゅはその民たみを慰なぐさめ、

      その苦くるしむ者ものをあわれまれるからだ。

    


    
      14しかしシオンは言いった、

      「主しゅはわたしを捨すて、主しゅはわたしを忘わすれられた」と。

      15「女おんながその乳ちのみ子ごを忘わすれて、

      その腹はらの子こを、あわれまないようなことがあろうか。

      たとい彼かれらが忘わすれるようなことがあっても、

      わたしは、あなたを忘わすれることはない。

      16見みよ、わたしは、たなごころにあなたを彫ほり刻きざんだ。

      あなたの石いしがきは常つねにわが前まえにある。

      17あなたを建たてる者ものは、あなたをこわす者ものを追おい越こし、

      あなたを荒あらした者ものは、あなたから出でて行いく。

      18あなたの目めをあげて見みまわせ。

      彼かれらは皆みな集あつまって、あなたのもとに来くる。

      主しゅは言いわれる、わたしは生いきている、

      あなたは彼かれらを皆みな、飾かざりとして身みにつけ、

      花嫁はなよめの帯おびのようにこれを結むすぶ。

      19あなたの荒あれ、かつすたれた所ところ、こわされた地ちは、

      住すむ人ひとの多おおいために狭せまくなり、

      あなたを、のみつくした者ものは、はるかに離はなれ去さる。

      20あなたが子こを失うしなった後のちに生うまれた子こらは、

      なおあなたの耳みみに言いう、

      『この所ところはわたしには狭せますぎる、

      わたしのために住すむべき所ところを得えさせよ』と。

      21その時ときあなたは心こころのうちに言いう、

      『だれがわたしのためにこれらの者ものを産うんだのか。

      わたしは子こを失うしなって、子こをもたない。

      わたしは捕とらわれ、かつ追おいやられた。

      だれがこれらの者ものを育そだてたのか。

      見みよ、わたしはひとり残のこされた。

      これらの者ものはどこから来きたのか』と」。

    


    
      22主しゅなる神かみはこう言いわれる、

      「見みよ、わたしは手てをもろもろの国くににむかってあげ、

      旗はたをもろもろの民たみにむかって立たてる。

      彼かれらはそのふところにあなたの子こらを携たずさえ、

      その肩かたにあなたの娘むすめたちを載のせて来くる。

      23もろもろの王おうは、あなたの養父ようふとなり、

      その王妃おうひたちは、あなたの乳母うばとなり、

      彼かれらはその顔かおを地ちにつけて、あなたにひれ伏ふし、

      あなたの足あしのちりをなめる。

      こうして、あなたはわたしが主しゅであることを知しる。

      わたしを待まち望のぞむ者ものは恥はじをこうむることがない」。

    


    
      24勇士ゆうしが奪うばった獲物えものを

      どうして取とり返かえすことができようか。

      暴君ぼうくんがかすめた捕虜ほりょを

      どうして救すくい出だすことができようか。

      25しかし主しゅはこう言いわれる、

      「勇士ゆうしがかすめた捕虜ほりょも取とり返かえされ、

      暴君ぼうくんが奪うばった獲物えものも救すくい出だされる。

      わたしはあなたと争あらそう者ものと争あらそい、

      あなたの子こらを救すくうからである。

      26わたしはあなたをしえたげる者ものにその肉にくを食くわせ、

      その血ちを新あたらしい酒さけのように飲のませて酔よわせる。

      こうして、すべての人ひとはわたしが主しゅであって、

      あなたの救主すくいぬし、またあなたのあがない主ぬし、

      ヤコブの全能者ぜんのうしゃであることを知しるようになる」。

    

  


  


  
    第五十章


    
      1主しゅはこう言いわれる、

      「わたしがあなたがたの母ははを去さらせたその離縁りえん状じょうは、

      どこにあるか。

      わたしはどの債さい主しゅにあなたがたを売うりわたしたか。

      見みよ、あなたがたは、その不義ふぎのために売うられ、

      あなたがたの母ははは、

      あなたがたのとがのために出だされたのだ。

      2わたしが来きたとき、

      なぜひとりもいなかったか。

      わたしが呼よんだとき、

      なぜひとりも答こたえる者ものがなかったか。

      わたしの手てが短みじかくて、

      あがなうことができないのか。

      わたしは救すくう力ちからを持もたないのか。

      見みよ、わたしが、しかると海うみはかれ、

      川かわは荒野あらのとなり、

      その中なかの魚うおは水みずがないために、

      かわき死しんで悪臭あくしゅうを放はなつ。

      3わたしは黒くろい衣ころもを天てんに着きせ、

      荒布あらぬのをもってそのおおいとする」。

    


    
      4主しゅなる神かみは教おしえをうけた者ものの舌したをわたしに与あたえて、

      疲つかれた者ものを言葉ことばをもって助たすけることを知しらせ、

      また朝あさごとにさまし、わたしの耳みみをさまして、

      教おしえをうけた者もののように聞きかせられる。

      5主しゅなる神かみはわたしの耳みみを開ひらかれた。

      わたしは、そむくことをせず、

      退しりぞくことをしなかった。

      6わたしを打うつ者ものに、わたしの背せをまかせ、

      わたしのひげを抜ぬく者ものに、わたしのほおをまかせ、

      恥はじとつばきとを避さけるために、

      顔かおをかくさなかった。

      7しかし主しゅなる神かみはわたしを助たすけられる。

      それゆえ、わたしは恥はじることがなかった。

      それゆえ、わたしは顔かおを火打石ひうちいしのようにした。

      わたしは決けっしてはずかしめられないことを知しる。

      8わたしを義ぎとする者ものが近ちかくおられる。

      だれがわたしと争あらそうだろうか、

      われわれは共ともに立たとう。

      わたしのあだはだれか、

      わたしの所ところへ近ちかくこさせよ。

      9見みよ、主しゅなる神かみはわたしを助たすけられる。

      だれがわたしを罪つみに定さだめるだろうか。

      見みよ、彼かれらは皆みな衣ころものようにふるび、

      しみのために食くいつくされる。

    


    
      10あなたがたのうち主しゅを恐おそれ、

      そのしもべの声こえに聞きき従したがい、

      暗くらい中なかを歩あるいて光ひかりを得えなくても、なお主しゅの名なを頼たのみ、

      おのれの神かみにたよる者ものはだれか。

      11見みよ、火ひを燃もやし、たいまつをともす者ものよ、

      皆みなその火ひの炎ほのおの中なかを歩あゆめ、

      またその燃もやした、たいまつの中なかを歩あゆめ。

      あなたがたは、これをわたしの手てから受うけて、

      苦くるしみのうちに伏ふし倒たおれる。

    

  


  


  
    第五十一章


    
      1「義ぎを追おい求もとめ、

      主しゅを尋たずね求もとめる者ものよ、わたしに聞きけ。

      あなたがたの切きり出だされた岩いわと、

      あなたがたの掘ほり出だされた穴あなとを思おもいみよ。

      2あなたがたの父ちちアブラハムと、

      あなたがたを産うんだサラとを思おもいみよ。

      わたしは彼かれをただひとりであったときに召めし、

      彼かれを祝福しゅくふくして、その子孫しそんを増まし加くわえた。

      3主しゅはシオンを慰なぐさめ、

      またそのすべて荒あれた所ところを慰なぐさめて、

      その荒野あらのをエデンのように、

      そのさばくを主しゅの園そののようにされる。

      こうして、その中なかに喜よろこびと楽たのしみとがあり、

      感謝かんしゃと歌うたの声こえとがある。

    


    
      4わが民たみよ、わたしに聞きけ、

      わが国くにびとよ、わたしに耳みみを傾かたむけよ。

      律法りっぽうはわたしから出で、

      わが道みちはもろもろの民たみの光ひかりとなる。

      5わが義ぎはすみやかに近ちかづき、

      わが救すくいは出でて行いった。

      わが腕うではもろもろの民たみを治おさめる。

      海沿うみぞいの国々くにぐにはわたしを待まち望のぞみ、

      わが腕うでに寄より頼たのむ。

      6目めをあげて天てんを見み、またまた下したなる地ちを見みよ。

      天てんは煙けむりのように消きえ、地ちは衣ころものようにふるび、

      その中なかに住すむ者ものは、ぶよのように死しぬ。

      しかし、わが救すくいはとこしえにながらえ、

      わが義ぎはくじけることがない。

    


    
      7義ぎを知しる者ものよ、

      心こころのうちにわが律法りっぽうをたもつ者ものよ、わたしに聞きけ。

      人ひとのそしりを恐おそれてはならない、

      彼かれらのののしりに驚おどろいてはならない。

      8彼かれらは衣ころものように、しみに食くわれ、

      羊ひつじの毛けのように虫むしに食くわれるからだ。

      しかし、わが義ぎはとこしえにながらえ、

      わが救すくいはよろず代よに及およぶ」。

    


    
      9主しゅのかいなよ、

      さめよ、さめよ、力ちからを着きよ。

      さめて、いにしえの日ひ、昔むかしの代よにあったようになれ。

      ラハブを切きり殺ころし、

      龍りゅうを刺さし貫つらぬいたのは、あなたではなかったか。

      10海うみをかわかし、大おおいなる淵ふちの水みずをかわかし、

      また海うみの深ふかき所ところを、

      あがなわれた者ものの過すぎる道みちとされたのは、

      あなたではなかったか。

      11主しゅにあがなわれた者ものは、

      歌うたうたいつつ、シオンに帰かえってきて、

      そのこうべに、とこしえの喜よろこびをいただき、

      彼かれらは喜よろこびと楽たのしみとを得え、

      悲かなしみと嘆なげきとは逃にげ去さる。

      12「わたしこそあなたを慰なぐさめる者ものだ。

      あなたは何者なにものなれば、死しぬべき人ひとを恐おそれ、

      草くさのようになるべき人ひとの子こを恐おそれるのか。

      13天てんをのべ、地ちの基もといをすえられた

      あなたの造つくり主ぬし、主しゅを忘わすれて、

      なぜ、しえたげる者ものが滅ほろぼそうと備そなえをするとき、

      その憤いきどおりのゆえに常つねにひねもす恐おそれるのか。

      しえたげる者ものの憤いきどおりはどこにあるか。

      14身みをかがめている捕とらわれ人びとは、すみやかに解とかれて、

      死しぬことなく、穴あなにくだることなく、

      その食物しょくもつはつきることがない。

      15わたしは海うみをふるわせ、

      その波なみをなりどよめかすあなたの神かみ、主しゅである。

      その名なを万軍ばんぐんの主しゅという。

      16わたしはわが言葉ことばをあなたの口くちにおき、

      わが手ての陰かげにあなたを隠かくした。

      こうして、わたしは天てんをのべ、地ちの基もといをすえ、

      シオンにむかって、あなたはわが民たみであると言いう」。

    


    
      17エルサレムよ、起おきよ、起おきよ、立たて。

      あなたはさきに主しゅの手てから憤いきどおりの杯さかずきをうけて飲のみ、

      よろめかす大杯おおさかずきを、滓おりまでも飲のみほした。

      18その産うんだもろもろの子このなかに、

      自分じぶんを導みちびく者ものなく、

      その育そだてたもろもろの子このなかに、

      自分じぶんの手てをとる者ものがない。

      19これら二つの事ことがあなたに臨のぞんだ——

      だれがあなたと共ともに嘆なげくだろうか——

      荒廃こうはいと滅亡めつぼう、ききんとつるぎ。

      だれがあなたを慰なぐさめるだろうか。

      20あなたの子こらは息いき絶たえだえになり、

      網あみにかかった、かもしかのように、

      すべてのちまたのすみに横よこたわり、

      主しゅの憤いきどおりと、あなたの神かみの責せめとは、

      彼かれらに満みちている。

    


    
      21それゆえ、苦くるしめる者もの、

      酒さけにではなく酔よっている者ものよ、これを聞きけ。

      22あなたの主しゅ、おのが民たみの訴うったえを弁護べんごされる

      あなたの神かみ、主しゅはこう言いわれる、

      「見みよ、わたしはよろめかす杯さかずきを

      あなたの手てから取とり除のぞき、

      わが憤いきどおりの大杯おおさかずきを取とり除のぞいた。

      あなたは再ふたたびこれを飲のむことはない。

      23わたしはこれをあなたを悩なやます者ものの手てにおく。

      彼かれらはさきにあなたにむかって言いった、

      『身みをかがめよ、われわれは越こえていこう』と。

      そしてあなたはその背せを地ちのようにし、

      ちまたのようにして、

      彼かれらの越こえていくにまかせた」。

    

  


  


  
    第五十二章


    
      
        1シオンよ、さめよ、さめよ、

        力ちからを着きよ。

        聖せいなる都みやこエルサレムよ、美うつくしい衣ころもを着きよ。

        割礼かつれいを受うけない者ものおよび汚けがれた者ものは、

        もはやあなたのところに、はいることがないからだ。

        2捕とらわれたエルサレムよ、

        あなたの身みからちりを振ふり落おとせ、起おきよ。

        捕とらわれたシオンの娘むすめよ、

        あなたの首くびのなわを解ときすてよ。

      
3主しゅはこう言いわれる、「あなたがたは、ただで売うられた。金かねを出ださずにあがなわれる」。 4主しゅなる神かみはこう言いわれる、「わが民たみはさきにエジプトへ下くだって行いって、かしこに寄留きりゅうした。またアッスリヤびとはゆえなく彼かれらをしえたげた。 5それゆえ、今いまわたしはここに何なにをしようか。わが民たみはゆえなく捕とらわれた」と主しゅは言いわれる。主しゅは言いわれる、「彼かれらをつかさどる者ものはわめき、わが名なは常つねにひねもす侮あなどられる。 6それゆえ、わが民たみはわが名なを知しるにいたる。その日ひには彼かれらはこの言葉ことばを語かたる者ものがわたしであることを知しる。わたしはここにおる」。

      
        7よきおとずれを伝つたえ、平和へいわを告つげ、

        よきおとずれを伝つたえ、救すくいを告つげ、

        シオンにむかって「あなたの神かみは王おうとなられた」と

        言いう者ものの足あしは山やまの上うえにあって、

        なんと麗うるわしいことだろう。

        8聞きけよ、あなたの見張みはりびとは声こえをあげて、

        共ともに喜よろこび歌うたっている。

        彼かれらは目めと目めと相あい合あわせて、

        主しゅがシオンに帰かえられるのを見みるからだ。

        9エルサレムの荒あれすたれた所ところよ、

        声こえを放はなって共ともに歌うたえ。

        主しゅはその民たみを慰なぐさめ、

        エルサレムをあがなわれたからだ。

        10主しゅはその聖せいなるかいなを、

        もろもろの国くにびとの前まえにあらわされた。

        地ちのすべての果はては、われわれの神かみの救すくいを見みる。

      

    


    
      11去されよ、去されよ、そこを出でて、

      汚けがれた物ものにさわるな。

      その中なかを出でよ、主しゅの器うつわをになう者ものよ、

      おのれを清きよく保たもて。

      12あなたがたは急いそいで出でるに及およばない、

      また、とんで行いくにも及およばない。

      主しゅはあなたがたの前まえに行いき、

      イスラエルの神かみはあなたがたの

      しんがりとなられるからだ。

    


    
      13見みよ、わがしもべは栄さかえる。

      彼かれは高たかめられ、あげられ、ひじょうに高たかくなる。

      14多おおくの人ひとが彼かれに驚おどろいたように——

      彼かれの顔かおだちは、そこなわれて人ひとと異ことなり、

      その姿すがたは人ひとの子こと異ことなっていたからである——

      15彼かれは多おおくの国民こくみんを驚おどろかす。

      王おうたちは彼かれのゆえに口くちをつむぐ。

      それは彼かれらがまだ伝つたえられなかったことを見み、

      まだ聞きかなかったことを悟さとるからだ。

    

  


  


  
    第五十三章


    
      1だれがわれわれの聞きいたことを

      信しんじ得えたか。

      主しゅの腕うでは、だれにあらわれたか。

      2彼かれは主しゅの前まえに若木わかぎのように、

      かわいた土つちから出でる根ねのように育そだった。

      彼かれにはわれわれの見みるべき姿すがたがなく、威厳いげんもなく、

      われわれの慕したうべき美うつくしさもない。

      3彼かれは侮あなどられて人ひとに捨すてられ、

      悲かなしみの人ひとで、病やまいを知しっていた。

      また顔かおをおおって忌いみきらわれる者もののように、

      彼かれは侮あなどられた。われわれも彼かれを尊たっとばなかった。

      4まことに彼かれはわれわれの病やまいを負おい、

      われわれの悲かなしみをになった。

      しかるに、われわれは思おもった、

      彼かれは打うたれ、神かみにたたかれ、苦くるしめられたのだと。

      5しかし彼かれはわれわれのとがのために傷きずつけられ、

      われわれの不義ふぎのために砕くだかれたのだ。

      彼かれはみずから懲こらしめをうけて、

      われわれに平安へいあんを与あたえ、

      その打うたれた傷きずによって、

      われわれはいやされたのだ。

      6われわれはみな羊ひつじのように迷まよって、

      おのおの自分じぶんの道みちに向むかって行いった。

      主しゅはわれわれすべての者ものの不義ふぎを、

      彼かれの上うえにおかれた。

      7彼かれはしえたげられ、苦くるしめられたけれども、

      口くちを開ひらかなかった。

      ほふり場ばにひかれて行いく小羊こひつじのように、

      また毛けを切きる者ものの前まえに黙だまっている羊ひつじのように、

      口くちを開ひらかなかった。

      8彼かれは暴虐ぼうぎゃくなさばきによって取とり去さられた。

      その代よの人ひとのうち、だれが思おもったであろうか、

      彼かれはわが民たみのとがのために打うたれて、

      生いけるものの地ちから断たたれたのだと。

      9彼かれは暴虐ぼうぎゃくを行おこなわず、

      その口くちには偽いつわりがなかったけれども、

      その墓はかは悪あしき者ものと共ともに設もうけられ、

      その塚つかは悪あくをなす者ものと共ともにあった。

      10しかも彼かれを砕くだくことは主しゅのみ旨むねであり、

      主しゅは彼かれを悩なやまされた。

      彼かれが自分じぶんを、とがの供そなえ物ものとなすとき、

      その子孫しそんを見みることができ、

      その命いのちをながくすることができる。

      かつ主しゅのみ旨むねが彼かれの手てによって栄さかえる。

      11彼かれは自分じぶんの魂たましいの苦くるしみにより光ひかりを見みて満足まんぞくする。

      義ぎなるわがしもべはその知識ちしきによって、

      多おおくの人ひとを義ぎとし、また彼かれらの不義ふぎを負おう。

      12それゆえ、わたしは彼かれに大おおいなる者ものと共ともに

      物ものを分わかち取とらせる。

      彼かれは強つよい者ものと共ともに獲物えものを分わかち取とる。

      これは彼かれが死しにいたるまで、自分じぶんの魂たましいをそそぎだし、

      とがある者ものと共ともに数かぞえられたからである。

      しかも彼かれは多おおくの人ひとの罪つみを負おい、

      とがある者もののためにとりなしをした。

    

  


  


  
    第五十四章


    
      1「子こを産うまなかったうまずめよ、歌うたえ。

      産うみの苦くるしみをしなかった者ものよ、

      声こえを放はなって歌うたいよばわれ。

      夫おっとのない者ものの子こは、

      とついだ者ものの子こよりも多おおい」と主しゅは言いわれる。

      2「あなたの天幕てんまくの場所ばしょを広ひろくし、

      あなたのすまいの幕まくを張はりひろげ、

      惜おしむことなく、あなたの綱つなを長ながくし、

      あなたの杭くいを強固きょうこにせよ。

      3あなたは右みぎに左ひだりにひろがり、

      あなたの子孫しそんはもろもろの国くにを獲え、

      荒あれすたれた町々まちまちをも住民じゅうみんで満みたすからだ。

      4恐おそれてはならない。

      あなたは恥はじることがない。

      あわてふためいてはならない。

      あなたは、はずかしめられることがない。

      あなたは若わかい時ときの恥はじを忘わすれ、

      寡婦かふであった時ときのはずかしめを、

      再ふたたび思おもい出だすことがない。

      5あなたを造つくられた者ものはあなたの夫おっとであって、

      その名なは万軍ばんぐんの主しゅ。

      あなたをあがなわれる者ものは、

      イスラエルの聖者せいじゃであって、

      全ぜん地ちの神かみととなえられる。

      6捨すてられて心こころ悲かなしむ妻つま、

      また若わかい時ときにとついで出だされた妻つまを招まねくように

      主しゅはあなたを招まねかれた」と

      あなたの神かみは言いわれる。

      7「わたしはしばしばあなたを捨すてたけれども、

      大おおいなるあわれみをもってあなたを集あつめる。

      8あふれる憤いきどおりをもって、

      しばしわが顔かおを隠かくしたけれども、

      とこしえのいつくしみをもって、

      あなたをあわれむ」と

      あなたをあがなわれる主しゅは言いわれる。

      9「このことはわたしにはノアの時ときのようだ。

      わたしはノアの洪水こうずいを、

      再ふたたび地ちにあふれさせないと誓ちかったが、

      そのように、わたしは再ふたたびあなたを怒いからない、

      再ふたたびあなたを責せめないと誓ちかった。

      10山やまは移うつり、丘おかは動うごいても、

      わがいつくしみはあなたから移うつることなく、

      平安へいあんを与あたえるわが契約けいやくは動うごくことがない」と

      あなたをあわれまれる主しゅは言いわれる。

    


    
      11「苦くるしみをうけ、あらしにもてあそばれ、

      慰なぐさめを得えない者ものよ、

      見みよ、わたしはアンチモニーであなたの石いしをすえ、

      サファイヤであなたの基もといをおき、

      12めのうであなたの尖塔せんとうを造つくり、

      紅玉こうぎょくであなたの門もんを造つくり、

      あなたの城壁じょうへきをことごとく宝石ほうせきで造つくる。

      13あなたの子こらはみな主しゅに教おしえをうけ、

      あなたの子こらは大おおいに栄さかえる。

      14あなたは義ぎをもって堅かたく立たち、

      しえたげから遠とおざかって恐おそれることはない。

      また恐怖きょうふから遠とおざかる、

      それはあなたに近ちかづくことがないからである。

      15たとい争あらそいを起おこす者ものがあっても

      わたしによるのではない。

      すべてあなたと争あらそう者ものは、あなたのゆえに倒たおれる。

      16見みよ、炭火すみびを吹ふきおこして、

      その目的もくてきにかなう武器ぶきを造つくり出だす鍛冶かじは、

      わたしが創造そうぞうした者もの、

      また荒あらし滅ほろぼす者ものも、わたしが創造そうぞうした者ものである。

      17すべてあなたを攻せめるために造つくられる武器ぶきは、

      その目的もくてきを達たっしない。

      すべてあなたに逆さからい立たって、争あらそい訴うったえる舌したは、

      あなたに説とき破やぶられる。

      これが主しゅのしもべらの受うける嗣し業ぎょうであり、

      また彼かれらがわたしから受うける義ぎである」と

      主しゅは言いわれる。

    

  


  


  
    第五十五章


    
      1「さあ、かわいている者ものは

      みな水みずにきたれ。

      金かねのない者ものもきたれ。

      来きて買かい求もとめて食たべよ。

      あなたがたは来きて、金かねを出ださずに、

      ただでぶどう酒しゅと乳ちちとを買かい求もとめよ。

      2なぜ、あなたがたは、

      かてにもならぬもののために金かねを費ついやし、

      飽あきることもできぬもののために労ろうするのか。

      わたしによく聞きき従したがえ。

      そうすれば、良よい物ものを食たべることができ、

      最もっとも豊ゆたかな食物しょくもつで、自分じぶんを楽たのしませることができる。

      3耳みみを傾かたむけ、わたしにきて聞きけ。

      そうすれば、あなたがたは生いきることができる。

      わたしは、あなたがたと、とこしえの契約けいやくを立たてて、

      ダビデに約束やくそくした変かわらない確たしかな恵めぐみを与あたえる。

      4見みよ、わたしは彼かれを立たてて、

      もろもろの民たみへの証人しょうにんとし、

      また、もろもろの民たみの君きみとし、命令めいれいする者ものとした。

      5見みよ、あなたは知しらない国民くにたみを招まねく、

      あなたを知しらない国民くにたみは

      あなたのもとに走はしってくる。

      これはあなたの神かみ、主しゅ、

      イスラエルの聖者せいじゃのゆえであり、

      主しゅがあなたに光栄こうえいを与あたえられたからである。

    


    
      6あなたがたは主しゅにお会あいすることのできるうちに、

      主しゅを尋たずねよ。

      近ちかくおられるうちに呼よび求もとめよ。

      7悪あしき者ものはその道みちを捨すて、

      正ただしからぬ人ひとはその思おもいを捨すてて、主しゅに帰かえれ。

      そうすれば、主しゅは彼かれにあわれみを施ほどこされる。

      われわれの神かみに帰かえれ、

      主しゅは豊ゆたかにゆるしを与あたえられる。

      8わが思おもいは、あなたがたの思おもいとは異ことなり、

      わが道みちは、あなたがたの道みちとは異ことなっていると

      主しゅは言いわれる。

      9天てんが地ちよりも高たかいように、

      わが道みちは、あなたがたの道みちよりも高たかく、

      わが思おもいは、あなたがたの思おもいよりも高たかい。

      10天てんから雨あめが降ふり、雪ゆきが落おちてまた帰かえらず、

      地ちを潤うるおして物ものを生はえさせ、芽めを出ださせて、

      種たねまく者ものに種たねを与あたえ、

      食たべる者ものにかてを与あたえる。

      11このように、わが口くちから出でる言葉ことばも、

      むなしくわたしに帰かえらない。

      わたしの喜よろこぶところのことをなし、

      わたしが命めいじ送おくった事ことを果はたす。

      12あなたがたは喜よろこびをもって出でてきて、

      安やすらかに導みちびかれて行いく。

      山やまと丘おかとはあなたの前まえに声こえを放はなって喜よろこび歌うたい、

      野のにある木きはみな手てを打うつ。

      13いとすぎは、いばらに代かわって生はえ、

      ミルトスの木きは、おどろに代かわって生はえる。

      これは主しゅの記念きねんとなり、

      また、とこしえのしるしとなって、

      絶たえることはない」。

    

  


  


  
    第五十六章


    
      1主しゅはこう言いわれる、

      「あなたがたは公平こうへいを守まもって正義せいぎを行おこなえ。

      わが救すくいの来くるのは近ちかく、

      わが助たすけのあらわれるのが近ちかいからだ。

      2安息日あんそくにちを守まもって、これを汚けがさず、

      その手てをおさえて、悪あしき事ことをせず、

      このように行おこなう人ひと、

      これを堅かたく守まもる人ひとの子こはさいわいである」。

      3主しゅに連つらなっている異邦人いほうじんは言いってはならない、

      「主しゅは必かならずわたしをその民たみから分わかたれる」と。

      宦官かんがんもまた言いってはならない、

      「見みよ、わたしは枯かれ木きだ」と。

      4主しゅはこう言いわれる、

      「わが安息日あんそくにちを守まもり、わが喜よろこぶことを選えらんで、

      わが契約けいやくを堅かたく守まもる宦官かんがんには、

      5わが家いえのうちで、わが垣かきのうちで、

      むすこにも娘むすめにもまさる記念きねんのしるしと名なを与あたえ、

      絶たえることのない、とこしえの名なを与あたえる。

      6また主しゅに連つらなり、主しゅに仕つかえ、

      主しゅの名なを愛あいし、そのしもべとなり、

      すべて安息日あんそくにちを守まもって、これを汚けがさず、

      わが契約けいやくを堅かたく守まもる異邦人いほうじんは——

      7わたしはこれをわが聖せいなる山やまにこさせ、

      わが祈いのりの家いえのうちで楽たのしませる、

      彼かれらの燔祭はんさいと犠牲ぎせいとは、

      わが祭壇さいだんの上うえに受うけいれられる。

      わが家いえはすべての民たみの

      祈いのりの家いえととなえられるからである」。

      8イスラエルの追おいやられた者ものを集あつめられる

      主しゅなる神かみはこう言いわれる、

      「わたしはさらに人ひとを集あつめて、

      すでに集あつめられた者ものに加くわえよう」と。

    


    
      9野ののすべての獣けものよ、

      林はやしにおるすべての獣けものよ、来きて食くらえ。

      10見張みはり人にんらはみな目めしいで、知しることがなく、

      みな、おしの犬いぬで、ほえることができない。

      みな夢ゆめみる者もの、伏ふしている者もの、

      まどろむことを好このむ者ものだ。

      11この犬いぬどもは強欲ごうよくで、飽あくことを知しらない。

      彼かれらはまた悟さとることのできない牧者ぼくしゃで、

      皆みなおのが道みちにむかいゆき、

      おのおのみな、おのれの利りを求もとめる。

      12彼かれらは互たがいに言いう、

      「さあ、われわれは酒さけを手てに入いれ、

      濃こい酒さけをあびるほど飲のもう。

      あすも、きょうのようであるだろう、

      すばらしい日ひだ」と。

    

  


  


  
    第五十七章


    
      1正ただしい者ものが滅ほろびても、

      心こころにとめる人ひとがなく、

      神かみを敬うやまう人々ひとびとが取とり去さられても、悟さとる者ものはない。

      正ただしい者ものは災わざわいの前まえに取とり去さられて、

      2平安へいあんに入いるからである。

      すべて正直しょうじきに歩あゆむ者ものは、その床とこに休やすむことができる。

      3しかし、あなたがた女おんな魔法使まほうつかいの子こよ、

      姦夫かんぷと遊女ゆうじょのすえよ、こちらへ近寄ちかよれ。

      4あなたがたは、だれにむかって戯たわむれをなすのか。

      だれにむかって口くちを開ひらき、舌したを出だすのか。

      あなたがたは背信はいしんの子こら、

      偽いつわりのすえではないか。

      5あなたがたは、かしの木きの間あいだ、

      すべての青あお木きの下したで心こころをこがし、

      谷たにの中なか、岩いわのはざまで子こどもを殺ころした。

      6あなたは谷たにのなめらかな石いしを自分じぶんの嗣し業ぎょうとし、

      これを自分じぶんの分わけ前まえとし、

      これに灌祭かんさいをそそぎ、供そなえ物ものをささげた。

      わたしはこれらの物ものによってなだめられようか。

      7あなたは高たかくそびえた山やまの上うえに自分じぶんの床とこを設もうけ、

      またそこに登のぼって行いって犠牲ぎせいをささげた。

      8また戸とおよび柱はしらのうしろに、

      あなたのしるしを置おいた。

      あなたはわたしを離はなれて自分じぶんの床とこをあらわし、

      それにのぼって、その床とこをひろくした。

      また彼かれらと契約けいやくをなし、彼かれらの床とこを愛あいし、

      その裸はだかを見みた。

      9あなたは、におい油あぶらを携たずさえてモレクに行いき、

      多おおくのかおり物ものをささげた。

      またあなたの使者ししゃを遠とおくにつかわし、

      陰府よみの深ふかい所ところにまでつかわした。

      10あなたは道みちの長ながいのに疲つかれても、

      なお「望のぞみがない」とは言いわなかった。

      あなたはおのが力ちからの回復かいふくを得えたので、

      衰おとろえることがなかった。

      11あなたはだれをおじ恐おそれて、偽いつわりを言いい、

      わたしを覚おぼえず、また心こころにおかなかったのか。

      わたしが久ひさしく黙だまっていたために、

      あなたはわたしを恐おそれなかったのではなかったか。

      12わたしはあなたの義ぎと、あなたのわざを告つげ示しめそう、

      しかしこれらはあなたを益えきしない。

      13あなたが呼よばわる時とき、

      あなたが集あつめておいた偶像ぐうぞうにあなたを救すくわせよ。

      風かぜは彼かれらを運はこび去さり、

      息いきは彼かれらを取とり去さる。

      しかしわたしに寄より頼たのむ者ものは地ちを継つぎ、

      わが聖せいなる山やまをまもる。

    


    
      14主しゅは言いわれる、

      「土つちを盛もり、土つちを盛もって道みちを備そなえよ、

      わが民たみの道みちから、つまずく物ものを取とり去され」と。

      15いと高たかく、いと上うえなる者もの、とこしえに住すむ者もの、

      その名なを聖せいととなえられる者ものがこう言いわれる、

      「わたしは高たかく、聖せいなる所ところに住すみ、

      また心こころ砕くだけて、へりくだる者ものと共ともに住すみ、

      へりくだる者ものの霊れいをいかし、

      砕くだける者ものの心こころをいかす。

      16わたしはかぎりなく争あらそわない、

      また絶たえず怒いからない。

      霊れいはわたしから出で、

      いのちの息いきはわたしがつくったからだ。

      17彼かれのむさぼりの罪つみのゆえに、

      わたしは怒いかって彼かれを打うち、

      わが顔かおをかくして怒いかった。

      しかし彼かれはなおそむいて、おのが心こころの道みちへ行いった。

      18わたしは彼かれの道みちを見みた。

      わたしは彼かれをいやし、

      また彼かれを導みちびき、慰なぐさめをもって彼かれに報むくい、

      悲かなしめる者もののために、くちびるの実みを造つくろう。

      19遠とおい者ものにも近ちかい者ものにも平安へいあんあれ、平安へいあんあれ、

      わたしは彼かれをいやそう」と主しゅは言いわれる。

      20しかし悪あしき者ものは波なみの荒あらい海うみのようだ。

      静しずまることができないで、

      その水みずはついに泥どろと汚物おぶつとを出だす。

      21わが神かみは言いわれる、

      「よこしまな者ものには平安へいあんがない」と。

    

  


  


  
    第五十八章


    
      1「大おおいに呼よばわって声こえを惜おしむな。

      あなたの声こえをラッパのようにあげ、

      わが民たみにそのとがを告つげ、

      ヤコブの家いえにその罪つみを告つげ示しめせ。

      2彼かれらは日々ひびわたしを尋たずね求もとめ、

      義ぎを行おこない、神かみのおきてを捨すてない国民くにたみのように、

      わが道みちを知しることを喜よろこぶ。

      彼かれらは正ただしいさばきをわたしに求もとめ、

      神かみに近ちかづくことを喜よろこぶ。

      3彼かれらは言いう、

      『われわれが断食だんじきしたのに、

      なぜ、ごらんにならないのか。

      われわれがおのれを苦くるしめたのに、

      なぜ、ごぞんじないのか』と。

      見みよ、あなたがたの断食だんじきの日ひには、

      おのが楽たのしみを求もとめ、

      その働はたらき人ひとをことごとくしえたげる。

      4見みよ、あなたがたの断食しょくするのは、

      ただ争あらそいと、いさかいのため、

      また悪あくのこぶしをもって人ひとを打うつためだ。

      きょう、あなたがたのなす断食だんじきは、

      その声こえを上うえに聞きこえさせるものではない。

      5このようなものは、わたしの選えらぶ断食だんじきであろうか。

      人ひとがおのれを苦くるしめる日ひであろうか。

      そのこうべを葦あしのように伏ふせ、

      荒布あらぬのと灰はいとをその下したに敷しくことであろうか。

      あなたは、これを断食だんじきととなえ、

      主しゅに受うけいれられる日ひと、となえるであろうか。

    


    
      6わたしが選えらぶところの断食だんじきは、

      悪あくのなわをほどき、くびきのひもを解とき、

      しえたげられる者ものを放はなち去さらせ、

      すべてのくびきを折おるなどの事ことではないか。

      7また飢うえた者ものに、あなたのパンを分わけ与あたえ、

      さすらえる貧まずしい者ものを、あなたの家いえに入いれ、

      裸はだかの者ものを見みて、これを着きせ、

      自分じぶんの骨肉こつにくに身みを隠かくさないなどの事ことではないか。

      8そうすれば、あなたの光ひかりが暁あかつきのようにあらわれ出でて、

      あなたは、すみやかにいやされ、

      あなたの義ぎはあなたの前まえに行いき、

      主しゅの栄光えいこうはあなたのしんがりとなる。

      9また、あなたが呼よぶとき、主しゅは答こたえられ、

      あなたが叫さけぶとき、

      『わたしはここにおる』と言いわれる。

      もし、あなたの中なかからくびきを除のぞき、

      指ゆびをさすこと、悪わるい事ことを語かたることを除のぞき、

      10飢うえた者ものにあなたのパンを施ほどこし、

      苦くるしむ者ものの願ねがいを満みち足たらせるならば、

      あなたの光ひかりは暗くらきに輝かがやき、

      あなたのやみは真昼まひるのようになる。

      11主しゅは常つねにあなたを導みちびき、

      良よき物ものをもってあなたの願ねがいを満みち足たらせ、

      あなたの骨ほねを強つよくされる。

      あなたは潤うるおった園そののように、

      水みずの絶たえない泉いずみのようになる。

      12あなたの子こらは久ひさしく荒あれすたれたる所ところを興おこし、

      あなたは代々よよやぶれた基もといを立たて、

      人ひとはあなたを『破やぶれを繕つくろう者もの』と呼よび、

      『市街しがいを繕つくろって住すむべき所ところとなす者もの』と

      呼よぶようになる。

    


    
      13もし安息日あんそくにちにあなたの足あしをとどめ、

      わが聖日せいじつにあなたの楽たのしみをなさず、

      安息日あんそくにちを喜よろこびの日ひと呼よび、

      主しゅの聖日せいじつを尊たっとぶべき日ひととなえ、

      これを尊たっとんで、おのが道みちを行おこなわず、

      おのが楽たのしみを求もとめず、

      むなしい言葉ことばを語かたらないならば、

      14その時ときあなたは主しゅによって喜よろこびを得え、

      わたしは、あなたに地ちの高たかい所ところを乗のり通とおらせ、

      あなたの先祖せんぞヤコブの嗣し業ぎょうをもって、

      あなたを養やしなう」。

      これは主しゅの口くちから語かたられたものである。

    

  


  


  
    第五十九章


    
      1見みよ、主しゅの手てが短みじかくて、

      救すくい得えないのではない。

      その耳みみが鈍にぶくて聞きき得えないのでもない。

      2ただ、あなたがたの不義ふぎが

      あなたがたと、あなたがたの神かみとの間あいだを隔へだてたのだ。

      またあなたがたの罪つみが

      主しゅの顔かおをおおったために、お聞ききにならないのだ。

      3あなたがたの手ては血ちで汚けがれ、

      あなたがたの指ゆびは不義ふぎで汚けがれ、

      あなたがたのくちびるは偽いつわりを語かたり、

      あなたがたの舌したは悪あくをささやき、

      4ひとりも正義せいぎをもって訴うったえ、

      真実しんじつをもって論争ろんそうする者ものがない。

      彼かれらはむなしきことを頼たのみ、偽いつわりを語かたり、

      害悪がいあくをはらみ、不義ふぎを産うむ。

      5彼かれらはまむしの卵たまごをかえし、くもの巣すを織おる。

      その卵たまごを食たべる者ものは死しぬ。

      卵たまごが踏ふまれると破やぶれて毒蛇どくへびを出だす。

      6その織おる物ものは着物きものとならない。

      その造つくる物ものをもって身みをおおうことができない。

      彼かれのわざは不義ふぎのわざであり、

      彼かれらの手てには暴虐ぼうぎゃくの行おこないがある。

      7彼かれらの足あしは悪あくに走はしり、

      罪つみのない血ちを流ながすことに速はやい。

      彼かれらの思おもいは不義ふぎの思おもいであり、

      荒廃こうはいと滅亡めつぼうとがその道みちにある。

      8彼かれらは平和へいわの道みちを知しらず、

      その行ゆく道みちには公平こうへいがない。

      彼かれらはその道みちを曲まげた。

      すべてこれを歩あゆむ者ものは平和へいわを知しらない。

    


    
      9それゆえ、公平こうへいは遠とおくわれわれを離はなれ、

      正義せいぎはわれわれに追おいつかない。

      われわれは光ひかりを望のぞんでも、暗くらきを見み、

      輝かがやきを望のぞんでも、やみを行いく。

      10われわれは盲人もうじんのように、かきを手てさぐりゆき、

      目めのない者もののように手てさぐりゆき、

      真昼まひるでも、たそがれのようにつまずき、

      強壮きょうそうな者ものの中なかにあっても死人しにんのようだ。

      11われわれは皆みなくまのようにほえ、

      はとのようにいたくうめき、

      公平こうへいを望のぞんでも、きたらず、

      救すくいを望のぞんでも、遠とおくわれわれを離はなれ去さる。

    


    
      12われわれのとがは、あなたの前まえに多おおく、

      罪つみは、われわれを訴うったえて、あかしをなし、

      とがは、われわれと共ともにあり、

      不義ふぎは、われわれがこれを知しる。

      13われわれは、そむいて主しゅをいなみ、

      退しりぞいて、われわれの神かみに従したがわず、

      しえたげと、そむきとを語かたり、

      偽いつわりの言葉ことばを心こころにはらんで、それを言いいあらわす。

      14公平こうへいはうしろに退しりぞけられ、

      正義せいぎははるかに立たつ。

      それは、真実しんじつは広場ひろばに倒たおれ、

      正直しょうじきは、はいることができないからである。

      15真実しんじつは欠かけてなく、

      悪あくを離はなれる者ものはかすめ奪うばわれる。

    


    
      
        主しゅはこれを見みて、

        公平こうへいがなかったことを喜よろこばれなかった。

        16主しゅは人ひとのないのを見みられ、

        仲なかに立たつ者もののないのをあやしまれた。

        それゆえ、ご自分じぶんのかいなをもって、勝利しょうりを得え、

        その義ぎをもって、おのれをささえられた。

        17主しゅは義ぎを胸当むねあてとしてまとい、

        救すくいのかぶとをその頭あたまにいただき、

        報復ほうふくの衣ころもをまとって着物きものとし、

        熱心ねっしんを外套がいとうとして身みを包つつまれた。

        18主しゅは彼かれらの行おこないにしたがって報むくいをなし、

        あだにむかって怒いかり、

        敵てきにむかって報むくいをなし、

        海沿うみぞいの国々くにぐににむかって報むくいをされる。

        19こうして、人々ひとびとは西にしの方ほうから主しゅの名なを恐おそれ、

        日ひの出でる方ほうからその栄光えいこうを恐おそれる。

        主しゅは、せき止とめた川かわを、

        そのいぶきで押おし流ながすように、こられるからである。

        20主しゅは言いわれる、

        「主しゅは、あがなう者ものとしてシオンにきたり、

        ヤコブのうちの、とがを離はなれる者ものに至いたる」と。

      
21主しゅは言いわれる、「わたしが彼かれらと立たてる契約けいやくはこれである。あなたの上うえにあるわが霊れい、あなたの口くちにおいたわが言葉ことばは、今いまから後のちとこしえに、あなたの口くちから、あなたの子こらの口くちから、あなたの子こらの子この口くちから離はなれることはない」と。
    

  


  


  
    第六十章


    
      1起おきよ、光ひかりを放はなて。

      あなたの光ひかりが臨のぞみ、

      主しゅの栄光えいこうがあなたの上うえにのぼったから。

      2見みよ、暗くらきは地ちをおおい、

      やみはもろもろの民たみをおおう。

      しかし、あなたの上うえには主しゅが朝日あさひのごとくのぼられ、

      主しゅの栄光えいこうがあなたの上うえにあらわれる。

      3もろもろの国くには、あなたの光ひかりに来き、

      もろもろの王おうは、のぼるあなたの輝かがやきに来くる。

    


    
      4あなたの目めをあげて見みまわせ、

      彼かれらはみな集あつまってあなたに来くる。

      あなたの子こらは遠とおくから来き、

      あなたの娘むすめらは、かいなにいだかれて来くる。

      5その時ときあなたは見みて、喜よろこびに輝かがやき、

      あなたの心こころはどよめき、かつ喜よろこぶ。

      海うみの富とみが移うつってあなたに来き、

      もろもろの国くにの宝たからが、あなたに来くるからである。

      6多おおくのらくだ、ミデアンおよびエパの若わかきらくだは

      あなたをおおい、

      シバの人々ひとびとはみな黄金おうごん、乳香にゅうこうを携たずさえてきて、

      主しゅの誉ほまれを宣のべ伝つたえる。

      7ケダルの羊ひつじの群むれはみなあなたに集あつまって来き、

      ネバヨテの雄羊おひつじはあなたに仕つかえ、

      わが祭壇さいだんの上うえにのぼって受うけいれられる。

      こうして、わたしはわが栄光えいこうの家いえを輝かがやかす。

    


    
      8雲くものように飛とび、

      はとがその小屋こやに

      飛とび帰かえるようにして来くる者ものはだれか。

      9海沿うみぞいの国々くにぐにはわたしを待まち望のぞみ、

      タルシシの船ふねはいや先さきに

      あなたの子こらを遠とおくから載のせて来き、

      また彼かれらの金銀きんぎんを共ともに載のせて来きて、

      あなたの神かみ、主しゅの名なにささげ、

      イスラエルの聖者せいじゃにささげる。

      主しゅがあなたを輝かがやかされたからである。

    


    
      10異邦人いほうじんはあなたの城壁じょうへきを築きずき、

      彼かれらの王おうたちはあなたに仕つかえる。

      わたしは怒いかりをもってあなたを打うったけれども、

      また恵めぐみをもってあなたをあわれんだからである。

      11あなたの門もんは常つねに開ひらいて、

      昼ひるも夜よるも閉とざすことはない。

      これは人々ひとびとが国々くにぐにの宝たからをあなたに携たずさえて来き、

      その王おうたちを率ひきいて来くるためである。

      12あなたに仕つかえない国くにと民たみとは滅ほろび、

      その国々くにぐには全まったく荒あれすたれる。

      13レバノンの栄さかえはあなたに来き、

      いとすぎ、すずかけ、まつは皆みな共ともに来きて、

      わが聖所せいじょをかざる。

      またわたしはわが足あしをおく所ところを尊たっとくする。

      14あなたを苦くるしめた者ものの子こらは、

      かがんで、あなたのもとに来き、

      あなたをさげすんだ者ものは、

      ことごとくあなたの足あしもとに伏ふし、

      あなたを主しゅの都みやこ、

      イスラエルの聖者せいじゃのシオンととなえる。

    


    
      15あなたは捨すてられ、憎にくまれて、

      その中なかを過すぎる者ものもなかったが、

      わたしはあなたを、とこしえの誇ほこり、

      世々よよの喜よろこびとする。

      16あなたはまた、もろもろの国くにの乳ちちを吸すい、

      王おうたちの乳ちぶさを吸すい、

      そして主しゅなるわたしが、あなたの救主すくいぬし、

      また、あなたのあがない主ぬし、

      ヤコブの全能者ぜんのうしゃであることを知しるにいたる。

    


    
      17わたしは青銅せいどうの代かわりに黄金おうごんを携たずさえ、

      くろがねの代かわりにしろがねを携たずさえ、

      木きの代かわりに青銅せいどうを、石いしの代かわりに鉄てつを携たずさえてきて、

      あなたのまつりごとを平和へいわにし、

      あなたのつかさびとを正ただしくする。

      18暴虐ぼうぎゃくは、もはやあなたの地ちに聞きかれず、

      荒廃こうはいと滅亡めつぼうは、もはやあなたの境さかいのうちに聞きかれず、

      あなたはその城壁じょうへきを「救すくい」ととなえ、

      その門もんを「誉ほまれ」ととなえる。

    


    
      19昼ひるは、もはや太陽たいようがあなたの光ひかりとならず、

      夜よるも月つきが輝かがやいてあなたを照てらさず、

      主しゅはとこしえにあなたの光ひかりとなり、

      あなたの神かみはあなたの栄さかえとなられる。

      20あなたの太陽たいようは再ふたたび没ぼっせず、

      あなたの月つきはかけることがない。

      主しゅがとこしえにあなたの光ひかりとなり、

      あなたの悲かなしみの日ひが終おわるからである。

      21あなたの民たみはことごとく正ただしい者ものとなって、

      とこしえに地ちを所有しょゆうする。

      彼かれらはわたしの植うえた若わか枝えだ、わが手てのわざ、

      わが栄光えいこうをあらわすものとなる。

      22その最もっとも小ちいさい者ものは氏族しぞくとなり、

      その最もっとも弱よわい者ものは強つよい国くにとなる。

      わたしは主しゅである。

      その時ときがくるならば、すみやかにこの事ことをなす。

    

  


  


  
    第六十一章


    
      1主しゅなる神かみの霊れいがわたしに臨のぞんだ。

      これは主しゅがわたしに油あぶらを注そそいで、

      貧まずしい者ものに福音ふくいんを宣のべ伝つたえることをゆだね、

      わたしをつかわして心こころのいためる者ものをいやし、

      捕とらわれ人びとに放免ほうめんを告つげ、

      縛しばられている者ものに解放かいほうを告つげ、

      2主しゅの恵めぐみの年としと

      われわれの神かみの報復ほうふくの日ひとを告つげさせ、

      また、すべての悲かなしむ者ものを慰なぐさめ、

      3シオンの中なかの悲かなしむ者ものに喜よろこびを与あたえ、

      灰はいにかえて冠かんむりを与あたえ、

      悲かなしみにかえて喜よろこびの油あぶらを与あたえ、

      憂うれいの心こころにかえて、

      さんびの衣ころもを与あたえさせるためである。

      こうして、彼かれらは義ぎのかしの木きととなえられ、

      主しゅがその栄光えいこうをあらわすために

      植うえられた者ものととなえられる。

    


    
      4彼かれらはいにしえの荒あれた所ところを建たてなおし、

      さきに荒あれすたれた所ところを興おこし、

      荒あれた町々まちまちを新あらたにし、

      世々よよすたれた所ところを再ふたたび建たてる。

      5外国がいこく人じんは立たってあなたがたの群むれを飼かい、

      異邦人いほうじんはあなたがたの畑はたけを耕たがやす者ものとなり、

      ぶどうを作つくる者ものとなる。

      6しかし、あなたがたは主しゅの祭司さいしととなえられ、

      われわれの神かみの役者やくしゃと呼よばれ、

      もろもろの国くにの富とみを食たべ、

      彼かれらの宝たからを得えて喜よろこぶ。

      7あなたがたは、さきに受うけた恥はじにかえて、

      二倍ばいの賜物たまものを受うけ、

      はずかしめにかえて、その嗣し業ぎょうを得えて楽たのしむ。

      それゆえ、あなたがたはその地ちにあって、

      二倍ばいの賜物たまものを獲え、

      とこしえの喜よろこびを得える。

      8主しゅなるわたしは公平こうへいを愛あいし、

      強奪ごうだつと邪悪じゃあくを憎にくみ、

      真実しんじつをもって彼かれらに報むくいを与あたえ、

      彼かれらと、とこしえの契約けいやくを結むすぶからである。

      9彼かれらの子孫しそんは、もろもろの国くにの中なかで知しられ、

      彼かれらの子こらは、もろもろの民たみの中なかに知しられる。

      すべてこれを見みる者ものは

      これが主しゅの祝福しゅくふくされた民たみであることを認みとめる。

    


    
      10わたしは主しゅを大おおいに喜よろこび、

      わが魂たましいはわが神かみを楽たのしむ。

      主しゅがわたしに救すくいの衣ころもを着きせ、

      義ぎの上衣うわぎをまとわせて、

      花婿はなむこが冠かんむりをいただき、

      花嫁はなよめが宝玉ほうぎょくをもって飾かざるようにされたからである。

      11地ちが芽めをいだし、園そのがまいたものを生はやすように、

      主しゅなる神かみは義ぎと誉ほまれとを、

      もろもろの国くにの前まえに、生はやされる。

    

  


  


  
    第六十二章


    
      1シオンの義ぎが

      朝日あさひの輝かがやきのようにあらわれいで、

      エルサレムの救すくいが燃もえるたいまつの様ようになるまで、

      わたしはシオンのために黙もくせず、

      エルサレムのために休やすまない。

      2もろもろの国くにはあなたの義ぎを見み、

      もろもろの王おうは皆みなあなたの栄さかえを見みる。

      そして、あなたは主しゅの口くちが定さだめられる

      新あたらしい名なをもってとなえられる。

      3また、あなたは主しゅの手てにある麗うるわしい冠かんむりとなり、

      あなたの神かみの手てにある王おうの冠かんむりとなる。

      4あなたはもはや「捨すてられた者もの」と言いわれず、

      あなたの地ちはもはや「荒あれた者もの」と言いわれず、

      あなたは「わが喜よろこびは彼女かのじょにある」ととなえられ、

      あなたの地ちは「配偶はいぐうある者もの」ととなえられる。

      主しゅはあなたを喜よろこばれ、

      あなたの地ちは配偶はいぐうを得えるからである。

      5若わかい者ものが処女しょじょをめとるように

      あなたの子こらはあなたをめとり、

      花婿はなむこが花嫁はなよめを喜よろこぶように

      あなたの神かみはあなたを喜よろこばれる。

    


    
      6エルサレムよ、

      わたしはあなたの城壁じょうへきの上うえに見張みはり人にんをおいて、

      昼ひるも夜よるもたえず、もだすことのないようにしよう。

      主しゅに思おもい出だされることを求もとめる者ものよ、

      みずから休やすんではならない。

      7主しゅがエルサレムを堅かたく立たてて、

      全ぜん地ちに誉ほまれを得えさせられるまで、

      お休やすみにならぬようにせよ。

      8主しゅはその右みぎの手てをさし、

      大能たいのうのかいなをさして誓ちかわれた、

      「わたしは再ふたたびあなたの穀物こくもつを

      あなたの敵てきに与あたえて食たべさせない。

      また、あなたが労ろうして得えたぶどう酒しゅを

      異邦人いほうじんに与あたえて飲のませない。

      9しかし、穀物こくもつを刈かり入いれた者ものは

      これを食たべて主しゅをほめたたえ、

      ぶどうを集あつめた者ものは

      わが聖所せいじょの庭にわでこれを飲のむ」。

    


    
      10門もんを通とおって行いけ、通とおって行いけ。

      民たみの道みちを備そなえよ。

      土つちを盛もり、土つちを盛もって大路おおじを設もうけよ。

      石いしを取とりのけ。

      もろもろの民たみの上うえに旗はたをあげよ。

      11見みよ、主しゅは地ちの果はてにまで告つげて言いわれた、

      「シオンの娘むすめに言いえ、

      『見みよ、あなたの救すくいは来くる。

      見みよ、その報むくいは主しゅと共ともにあり、

      その働はたらきの報むくいは、その前まえにある』と。

      12彼かれらは『聖せいなる民たみ、

      主しゅにあがなわれた者もの』ととなえられ、

      あなたは『人ひとに尋たずね求もとめられる者もの、

      捨すてられない町まち』ととなえられる」。

    

  


  


  
    第六十三章


    
      1「このエドムから来くる者もの、

      深紅しんくの衣ころもを着きて、ボズラから来くる者ものはだれか。

      その装よそおいは、はなやかに、

      大おおいなる力ちからをもって進すすみ来くる者ものはだれか」。

      「義ぎをもって語かたり、

      救すくいを施ほどこす力ちからあるわたしがそれだ」。

      2「何なにゆえあなたの装よそおいは赤あかく、

      あなたの衣ころもは酒さかぶねを踏ふむ者もののように赤あかいのか」。

      3「わたしはひとりで酒さかぶねを踏ふんだ。

      もろもろの民たみのなかに、

      わたしと事ことを共ともにする者ものはなかった。

      わたしは怒いかりによって彼かれらを踏ふみ、

      憤いきどおりによって彼かれらを踏ふみにじったので、

      彼かれらの血ちがわが衣ころもにふりかかり、

      わが装よそおいをことごとく汚けがした。

      4報復ほうふくの日ひがわが心こころのうちにあり、

      わがあがないの年としが来きたからである。

      5わたしは見みたけれども、助たすける者ものはなく、

      怪あやしんだけれども、ささえる者ものはなかった。

      それゆえ、わがかいながわたしを勝かたせ、

      わが憤いきどおりがわたしをささえた。

      6わたしは怒いかりによって、もろもろの民たみを踏ふみにじり、

      憤いきどおりによって彼かれらを酔よわせ、

      彼かれらの血ちを、地ちに流ながれさせた」。

    


    
      7わたしは主しゅがわれわれになされた

      すべてのことによって、

      主しゅのいつくしみと、主しゅの誉ほまれとを語かたり告つげ、

      また、そのあわれみにより、

      その多おおくのいつくしみによって、

      イスラエルの家いえに施ほどこされた

      その大おおいなる恵めぐみを語かたり告つげよう。

      8主しゅは言いわれた、「まことに彼かれらはわが民たみ、

      偽いつわりのない子こらである」と。

      そして主しゅは彼かれらの救主すくいぬしとなられた。

      9彼かれらのすべての悩なやみのとき、主しゅも悩なやまれて、

      そのみ前まえの使つかいをもって彼かれらを救すくい、

      その愛あいとあわれみとによって彼かれらをあがない、

      いにしえの日ひ、つねに彼かれらをもたげ、

      彼かれらを携たずさえられた。

    


    
      10ところが彼かれらはそむいて

      その聖せいなる霊れいを憂うれえさせたので、

      主しゅはひるがえって彼かれらの敵てきとなり、

      みずから彼かれらと戦たたかわれた。

      11その時とき、民たみはいにしえのモーセの日ひを

      思おもい出だして言いった、

      「その群むれの牧者ぼくしゃを、

      海うみから携たずさえあげた者ものはどこにいるか。

      彼かれらの中なかに聖せいなる霊れいをおいた者ものはどこにいるか。

      12栄光えいこうのかいなをモーセの右みぎに行いかせ、

      彼かれらの前まえに水みずを二つに分わけて、

      みずから、とこしえの名なをつくり、

      13彼かれらを導みちびいて、馬うまが野のを走はしるように、

      つまずくことなく淵ふちを通とおらせた者ものはどこにいるか。

      14谷たににくだる家畜かちくのように、

      主しゅの霊れいは彼かれらをいこわせられた。

      このように、あなたはおのれの民たみを導みちびいて

      みずから栄光えいこうの名なをつくられた」。

    


    
      15どうか、天てんから見みおろし、

      その聖せいなる栄光えいこうあるすみかからごらんください。

      あなたの熱心ねっしんと、大能たいのうとはどこにありますか。

      あなたのせつなる同情どうじょうとあわれみとは

      おさえられて、わたしにあらわれません。

      16たといアブラハムがわれわれを知しらず、

      イスラエルがわれわれを認みとめなくても、

      あなたはわれわれの父ちちです。

      主しゅよ、あなたはわれわれの父ちち、

      いにしえからあなたの名なは

      われわれのあながい主ぬしです。

      17主しゅよ、なぜ、われわれをあなたの道みちから離はなれ迷まよわせ、

      われわれの心こころをかたくなにして、

      あなたを恐おそれないようにされるのですか。

      どうぞ、あなたのしもべらのために、

      あなたの嗣し業ぎょうである部族ぶぞくらのために、

      お帰かえりください。

      18あなたの聖せいなる民たみが、

      あなたの聖所せいじょを獲えて間あいだもないのに、

      われわれのあだは、それを踏ふみにじりました。

      19われわれはあなたによって、

      いにしえから治おさめられない者もののようになり、

      あなたの名なをもって、

      となえられない者もののようになりました。

    

  


  


  
    第六十四章


    
      1どうか、あなたが天てんを裂さいて下くだり、

      あなたの前まえに山々やまやまが震ふるい動うごくように。

      2火ひが柴木しばきを燃もやし、

      火ひが水みずを沸わかすときのごとく下くだられるように。

      そして、み名なをあなたのあだにあらわし、

      もろもろの国くにをあなたの前まえに

      震ふるえおののかせられるように。

      3あなたは、われわれが期待きたいしなかった恐おそるべき事ことを

      なされた時ときに下くだられたので、山々やまやまは震ふるい動うごいた。

      4いにしえからこのかた、

      あなたのほか神かみを待まち望のぞむ者ものに、

      このような事ことを行おこなわれた神かみを聞きいたことはなく、

      耳みみに入いれたこともなく、目めに見みたこともない。

      5あなたは喜よろこんで義ぎを行おこない、

      あなたの道みちにあって、

      あなたを記念きねんする者ものを迎むかえられる。

      見みよ、あなたは怒いかられた、われわれは罪つみを犯おかした。

      われわれは久ひさしく罪つみのうちにあった。

      われわれは救すくわれるであろうか。

      6われわれはみな汚けがれた人ひとのようになり、

      われわれの正ただしい行おこないは、

      ことごとく汚けがれた衣ころものようである。

      われわれはみな木この葉はのように枯かれ、

      われわれの不義ふぎは風かぜのようにわれわれを吹ふき去さる。

      7あなたの名なを呼よぶ者ものはなく、

      みずから励はげんで、あなたによりすがる者ものはない。

      あなたはみ顔かおを隠かくして、われわれを顧かえりみられず、

      われわれをおのれの不義ふぎの手てに渡わたされた。

    


    
      8されど主しゅよ、あなたはわれわれの父ちちです。

      われわれは粘土ねんどであって、あなたは陶器とうき師しです。

      われわれはみな、み手てのわざです。

      9主しゅよ、ひどくお怒いかりにならぬように、

      いつまでも不義ふぎをみこころにとめられぬように。

      どうぞ、われわれを顧かえりみてください。

      われわれはみな、あなたの民たみです。

      10あなたの聖せいなる町々まちまちは荒野あらのとなり、

      シオンは荒野あらのとなり、

      エルサレムは荒あれすたれた。

      11われわれの先祖せんぞがあなたをほめたたえた

      聖せいなる麗うるわしいわれわれの宮みやは火ひで焼やかれ、

      われわれが慕したった所ところはことごとく荒あれはてた。

      12主しゅよ、これらの事ことがあっても

      なお、あなたはみずからをおさえ、

      黙もくして、われわれをいたく苦くるしめられるのですか。

    

  


  


  
    第六十五章


    
      1わたしはわたしを求もとめなかった者ものに

      問とわれることを喜よろこび、

      わたしを尋たずねなかった者ものに

      見みいだされることを喜よろこんだ。

      わたしはわが名なを呼よばなかった国民こくみんに言いった、

      「わたしはここにいる、わたしはここにいる」と。

      2よからぬ道みちに歩あゆみ、

      自分じぶんの思おもいに従したがうそむける民たみに、

      わたしはひねもす手てを伸のべて招まねいた。

      3この民たみはまのあたり常つねにわたしを怒いからせ、

      園そのの中なかで犠牲ぎせいをささげ、

      かわらの上うえで香こうをたき、

      4墓場はかばにすわり、ひそかな所ところにやどり、

      豚ぶたの肉にくを食くらい、

      憎にくむべき物ものの、あつものをその器うつわに盛もって、

      5言いう、「あなたはそこに立たって、

      わたしに近ちかづいてはならない。

      わたしはあなたと区別くべつされたものだから」と。

      これらはわが鼻はなの煙けむり、ひねもす燃もえる火ひである。

      6見みよ、この事ことはわが前まえにしるされた、

      「わたしは黙だまっていないで報むくい返かえす。

      そうだ、わたしは彼かれらのふところに、

      7彼かれらの不義ふぎと、彼かれらの先祖せんぞたちの不義ふぎとを

      共ともに報むくい返かえす。

      彼かれらが山やまの上うえで香こうをたき、

      丘おかの上うえでわたしをそしったゆえ、

      わたしは彼かれらのさきのわざを量はかって、

      そのふところに返かえす」と主しゅは言いわれる。

    


    
      8主しゅはこう言いわれる、

      「人ひとがぶどうのふさの中なかに、

      ぶどうのしるのあるのを見みるならば、

      『それを破やぶるな、その中なかに祝福しゅくふくがあるから』と言いう。

      そのようにわたしは、わがしもべらのために行おこなって、

      ことごとくは滅ほろぼさない。

      9わたしはヤコブから子孫しそんをいだし、

      ユダからわが山々やまやまを受うけつぐべき者ものをいだす。

      わたしが選えらんだ者ものはこれを受うけつぎ、

      わがしもべらはそこに住すむ。

      10シャロンは羊ひつじの群むれの牧場まきばとなり、

      アコルの谷たには牛うしの群むれの伏ふす所ところとなって、

      わたしを尋たずね求もとめたわが民たみのものとなる。

      11しかし主しゅを捨すて、

      わが聖せいなる山やまを忘わすれ、

      机つくえを禍福かふくの神かみに供そなえ、

      混まぜ合あわせた酒さけを盛もって

      運命うんめいの神かみにささげるあなたがたよ、

      12わたしは、あなたがたを

      つるぎに渡わたすことに定さだめた。

      あなたがたは皆みなかがんでほふられる。

      あなたがたはわたしが呼よんだときに答こたえず、

      わたしが語かたったときに聞きかず、

      わたしの目めに悪わるい事ことをおこない、

      わたしの好このまなかった事ことを選えらんだからだ」。

    


    
      13それゆえ、主しゅなる神かみはこう言いわれる、

      「見みよ、わがしもべたちは食たべる、

      しかし、あなたがたは飢うえる。

      見みよ、わがしもべたちは飲のむ、

      しかし、あなたがたはかわく。

      見みよ、わがしもべたちは喜よろこぶ、

      しかし、あなたがたは恥はじる。

      14見みよ、わがしもべたちは心こころの楽たのしみによって歌うたう、

      しかし、あなたがたは心こころの苦くるしみによって叫さけび、

      たましいの悩なやみによって泣なき叫さけぶ。

      15あなたがたの残のこす名なは

      わが選えらんだ者ものには、のろいの文句もんくとなり、

      主しゅなる神かみはあなたがたを殺ころされる。

      しかし、おのれのしもべたちを、

      ほかの名なをもって呼よばれる。

      16それゆえ、地ちにあって

      おのれのために祝福しゅくふくを求もとめる者ものは、

      真実しんじつの神かみによっておのれの祝福しゅくふくを求もとめ、

      地ちにあって誓ちかう者ものは、真実しんじつの神かみをさして誓ちかう。

      さきの悩なやみは忘わすれられて、とわが目めから隠かくれうせるからである。

    


    
      17見みよ、わたしは新あたらしい天てんと、新あたらしい地ちとを創造そうぞうする。

      さきの事ことはおぼえられることなく、

      心こころに思おもい起おこすことはない。

      18しかし、あなたがたはわたしの創造そうぞうするものにより、

      とこしえに楽たのしみ、喜よろこびを得えよ。

      見みよ、わたしはエルサレムを造つくって喜よろこびとし、

      その民たみを楽たのしみとする。

      19わたしはエルサレムを喜よろこび、わが民たみを楽たのしむ。

      泣なく声こえと叫さけぶ声こえは再ふたたびその中なかに聞きこえることはない。

      20わずか数日すうじつで死しぬみどりごと、

      おのが命いのちの日ひを満みたさない老人ろうじんとは、

      もはやその中なかにいない。

      百歳さいで死しぬ者ものも、なお若わかい者ものとせられ、

      百歳さいで死しぬ者ものは、のろわれた罪つみびととされる。

      21彼かれらは家いえを建たてて、それに住すみ、

      ぶどう畑ばたけを作つくって、その実みを食たべる。

      22彼かれらが建たてる所ところに、ほかの人ひとは住すまず、

      彼かれらが植うえるものは、ほかの人ひとが食たべない。

      わが民たみの命いのちは、木きの命いのちのようになり、

      わが選えらんだ者ものは、

      その手てのわざをながく楽たのしむからである。

      23彼かれらの勤労きんろうはむだでなく、

      その生うむところの子こらは災わざわいにかからない。

      彼かれらは主しゅに祝福しゅくふくされた者もののすえであって、

      その子こらも彼かれらと共ともにおるからである。

      24彼かれらが呼よばないさきに、わたしは答こたえ、

      彼かれらがなお語かたっているときに、わたしは聞きく。

      25おおかみと小羊こひつじとは共ともに食くらい、

      ししは牛うしのようにわらを食くらい、

      へびはちりを食物しょくもつとする。

      彼かれらはわが聖せいなる山やまのどこでもそこなうことなく、

      やぶることはない」と主しゅは言いわれる。

    

  


  


  
    第六十六章


    
      1主しゅはこう言いわれる、

      「天てんはわが位くらい、地ちはわが足あし台だいである。

      あなたがたはわたしのためにどんな家いえを建たてようとするのか。

      またどんな所ところがわが休やすみ所ところとなるのか」。

      2主しゅは言いわれる、

      「わが手てはすべてこれらの物ものを造つくった。

      これらの物ものはことごとくわたしのものである。

      しかし、わたしが顧かえりみる人ひとはこれである。

      すなわち、へりくだって心こころ悔くい、

      わが言葉ことばに恐おそれおののく者ものである。

      3牛うしをほふる者ものは、また人ひとを殺ころす者もの、

      小羊こひつじを犠牲ぎせいとする者ものは、また犬いぬをくびり殺ころす者もの、

      供そなえ物ものをささげる者ものは、また豚ぶたの血ちをささげる者もの、

      乳香にゅうこうを記念きねんとしてささげる者ものは、

      また偶像ぐうぞうをほめる者ものである。

      これはおのが道みちを選えらび、

      その心こころは憎にくむべきものを楽たのしむ。

      4わたしもまた彼かれらのために悩なやみを選えらび、

      彼かれらの恐おそれるところのものを彼かれらに臨のぞませる。

      これは、わたしが呼よんだときに答こたえる者ものなく、

      わたしが語かたったときに聞きくことをせず、

      わたしの目めに悪わるい事ことを行おこない、

      わたしの好このまなかった事ことを選えらんだからである」。

    


    
      5あなたがた、主しゅの言葉ことばに恐おそれおののく者ものよ、

      主しゅの言葉ことばを聞きけ、

      「あなたがたの兄弟きょうだいたちはあなたがたを憎にくみ、

      あなたがたをわが名なのために追おい出だして言いった、

      『願ねがわくは主しゅがその栄光えいこうをあらわして

      われわれにあなたがたの喜よろこびを見みさせよ』と。

      しかし彼かれらは恥はじを受うける。

    


    
      6聞きけよ、町まちから起おこる騒さわぎを。

      宮みやから聞きこえる声こえを。

      主しゅがその敵てきに報復ほうふくされる声こえを。

    


    
      7シオンは産うみの苦くるしみをなす前まえに産うみ、

      その苦くるしみの来こない前まえに男子だんしを産うんだ。

      8だれがこのような事ことを聞きいたか、

      だれがこのような事ことどもを見みたか。

      一つの国くには一日にちの苦くるしみで生うまれるだろうか。

      一つの国民くにたみはひと時ときに生うまれるだろうか。

      しかし、シオンは産うみの苦くるしみをするやいなや

      その子こらを産うんだ。

      9わたしが出産しゅっさんに臨のぞませて

      産うませないことがあろうか」と

      主しゅは言いわれる。

      「わたしは産うませる者ものなのに

      胎たいをとざすであろうか」と

      あなたの神かみは言いわれる。

    


    
      10「すべてエルサレムを愛あいする者ものよ、

      彼女かのじょと共ともに喜よろこべ、彼女かのじょのゆえに楽たのしめ。

      すべて彼女かのじょのために悲かなしむ者ものよ、

      彼女かのじょと共ともに喜よろこび楽たのしめ。

      11あなたがたは慰なぐさめを与あたえるエルサレムの乳ちぶさから

      乳ちちを吸すって飽あくことができ、

      またその豊ゆたかな栄さかえから

      飲のんで楽たのしむことができるからだ」。

    


    
      12主しゅはこう言いわれる、

      「見みよ、わたしは川かわのように彼女かのじょに繁栄はんえいを与あたえ、

      みなぎる流ながれのように、もろもろの国くにの富とみを与あたえる。

      あなたがたは乳ちちを飲のみ、腰こしに負おわれ、

      ひざの上うえであやされる。

      13母ははのその子こを慰なぐさめるように、

      わたしもあなたがたを慰なぐさめる。

      あなたがたはエルサレムで慰なぐさめを得える。

      14あなたがたは見みて、心こころ喜よろこび、

      あなたがたの骨ほねは若草わかくさのように栄さかえる。

      主しゅの手てはそのしもべらと共ともにあり、

      その憤いきどおりはその敵てきにむかっていることを知しる。

    


    
      15見みよ、主しゅは火ひの中なかにあらわれて来こられる。

      その車くるまはつむじ風かぜのようだ。

      激はげしい怒いかりをもってその憤いきどおりをもらし、

      火ひの炎ほのおをもって責せめられる。

      16主しゅは火ひをもって、またつるぎをもって、

      すべての人ひとにさばきを行おこなわれる。

      主しゅに殺ころされる者ものは多おおい」。

    


    
      17「みずからを聖別せいべつし、みずからを清きよめて園そのに行いき、その中なかにあるものに従したがい、豚ぶたの肉にく、憎にくむべき物ものおよびねずみを食くう者ものはみな共ともに絶たえうせる」と主しゅは言いわれる。
    


    
      18「わたしは彼かれらのわざと、彼かれらの思おもいとを知しっている。わたしは来きて、すべての国民こくみんと、もろもろのやからとを集あつめる。彼かれらは来きて、わが栄光えいこうを見みる。 19わたしは彼かれらの中なかに一つのしるしを立たてて、のがれた者ものをもろもろの国くに、すなわちタルシシ、よく弓ゆみをひくプトおよびルデ、トバル、ヤワン、またわが名声めいせいを聞きかず、わが栄光えいこうを見みない遠とおくの海沿うみぞいの国々くにぐににつかわす。彼かれらはわが栄光えいこうをもろもろの国民こくみんの中なかに伝つたえる。 20彼かれらはイスラエルの子こらが清きよい器うつわに供そなえ物ものを盛もって主しゅの宮みやに携たずさえて来くるように、あなたがたの兄弟きょうだいをことごとくもろもろの国くにの中なかから馬うま、車くるま、かご、騾馬らば、らくだに乗のせて、わが聖せいなる山やまエルサレムにこさせ、主しゅの供そなえ物ものとする」と主しゅは言いわれる。 21「わたしはまた彼かれらの中なかから人ひとを選えらんで祭司さいしとし、レビびととする」と主しゅは言いわれる。
    


    
      22「わたしが造つくろうとする新あたらしい天てんと、新あたらしい地ちが

      わたしの前まえにながくとどまるように、

      あなたの子孫しそんと、あなたの名なは

      ながくとどまる」と主しゅは言いわれる。

      23「新月しんげつごとに、安息日あんそくにちごとに、

      すべての人ひとはわが前まえに来きて礼れい拝はいする」と

      主しゅは言いわれる。

    


    
      24「彼かれらは出でて、わたしにそむいた人々ひとびとのしかばねを見みる。そのうじは死しなず、その火ひは消きえることがない。彼かれらはすべての人ひとに忌いみきらわれる」。
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